
第三章 馬鳴山鎮安宮をめぐる祭祀

 これ まで、鎮安宮の創建の歴史 を考察するとともに、時代が下るにしたが って信者の地

域的な広が りが見 られ るよ うにな り、現在では3つ の信者カテゴリーが確認 されることを

紹介 してきた。以下では、馬鳴山鎮安宮 にお いて繰 り広 げられ るさまざまな祭祀活動の中

で も、集合的な祭祀で ある春祭 と秋祭 をそれぞれ概観す る。ただ し、本 章で扱 う祭礼は、

これ ら3つ のカテゴ リーの信者が、それぞれの祭祀活動 にどのような形 で参加 して いるの

かを理解す ることを主 目的 とす る。よって、一つ一つの祭礼を構成する個 々の儀礼につい

て、その意味を解 き明かす、所謂儀礼論 には立ち入 らない。

1.儀 礼 にお け る 〈五年 王 爺〉 の扱 い

 祭 礼 と信 者 との 関係 に入 る前 に、祭 礼 の対象 とな る 〈五 年 王爺 〉 が儀 礼 にお いて どのよ

うな扱 い を受 けて い るか を明 らか にしてお こう。馬 鳴 山鎮安 宮 の主神 は 、 〈五 年王 爺〉や 〈五

年 王Ngo・7-ni5 ong5〉 〈五 年 千 歳Ngo・7-ni5 chhian1-soe3〉 、 あ る い は 〈十 二 王 爺

Chap8-ji7 ong5-ia5〉 〈十 二 千歳Chap8-ji7 chhian1-soe3〉 と呼 ばれ る。 通常 信 者 の間 で は前

者 即 ち 「五年 ○ ×」 とい う言 い方 が よ く使 わ れ る。 これ は 、足か け五年 に一 度大 き なお祭

りを行 う こ とに由 来 して い る と考 え られ る。 一方 「十 二 ○ ×」 と い う言 い方 は 、鎮安 宮 の

主神 が 十二 尊 の異 な る 〈王爺 〉 によ って構 成 され て い る ことに由来 して い る。即 ち 、 〈五年

王爺 〉 あ るい は 〈十二 王爺 〉 は 、十 二尊 の 〈王 爺〉 のそ れ ぞれ を も指す と と もに、そ れ ら

の総称 で あ る とも いえ る(表6)。

 〈五年王爺〉、即 ちこれ ら十二尊 の 〈王爺〉は、信者たちにはそれぞれ個別 のもの として

認識 されて いるというよ りは、全てをまとめた一つのもの として考え られているようだ。

ほとんどの信者は十二尊 の 〈王爺〉の姓や聖誕の 日を憶えていない。せ いぜ い 〈五年大科〉

のような祭典時や 、信者の家で何か特別な行事行 うために 〈王爺〉 を勧請する必要が生 じ

た時に、鎮安宮か ら十二尊のうちの一尊 あるいは何尊かの分身を迎えて くることになるの

で、迎えてきた個別 の神の姓や神像の形、顔の表情等 を知ることになる程度である。また、

鎮安宮か ら神 を 〈分霊〉する場合 には、十二尊全てを 〈分霊〉す るとは限 らず、その中の

一尊あるいは何尊か を 〈分霊〉するため、〈分霊〉 して もらった神の姓が何であるか という

ことを認識す る機会 にはなる。 しか し、このような場合で も、信者が十二尊の 〈神〉全て

の姓や神誕 日を確認す ることはあ りえな い。また、ある信者によれば、〈王爺〉は一人一人



分掌 している任務が異なって いて、ある 〈王爺〉は医術 に長け、ある 〈王爺〉は武官であ

る、 といった具合である と説明 したが、そ の場合で も一人、二人に関 して例を挙 げるにと

どまった。 いずれ にしても、筆者 がイ ンタビュー した中には、十二尊の姓だけで も全てた

ち どころにそ らん じた という信者 は殆 どいなかった し、場合 によっては上記十二姓以外の

姓の 〈王爺〉 を挙 げて五年 〈王爺〉に属す ると主張す る信者 もいた。

 十二種類の 〈王爺〉は、それぞれ 〈値年tit8-ni5〉 といって十二支 に基づいて責任 を持つ

当番の歳 まわ りとい うものが決 まっている。そのうち、寅 ・午 ・戌の歳が 〈五年大科〉に

あたるため、それぞれの歳 の当番 にあたる 「侯千歳」・「薛千歳」・「盧千歳」は、他の 〈王

爺〉 に比べて責任 が重 いとされて いる。 しか し、このような個別性 が見 られ るものの、鎮

安宮の春秋二 回の祭礼では、〈五年王爺〉の十二尊が全て一括 して祭祀 されている。

2.祭 礼の種類

 鎮安宮 を焦点 として集合的 に行われ る祭礼 としては、春祭 と秋祭 の二種類 がある。前節

で紹介 した三つのカテ ゴリー の信者 は、それぞれの祭礼 に対 して関与の仕方 、参加す る儀

礼の種類な どに違 いが見 られる。 〈五股〉所属の諸村落は、鎮安宮 を支える最 も基層的な信

者層 と位置付 ける ことが出来 る。毎年農暦一月に行われる 「春祭」には、 〈五股〉の諸村落

が参加 して、 この地域 を 〈五年王爺〉の御輿が練 り歩 く。秋祭 を行 う主体 も 〈五股〉所属

の諸村落で ある。中で も特 に、四年に一度の 〈五年大科〉では、それぞれの村落が 〈五年

王爺〉を勧請 し、また 〈五年大科〉の中の最後に行われる 「〓」1の儀礼では、 〈股〉毎 に 「外

壇」2を設置 し、各村落の代表者の名義で 〈斗燈tau2-teng1〉3(写 真4)を 出すなど、鎮安

宮 の様 々な儀礼 は、 〈五股〉 による共同的な儀礼としての側面を強 く持 っている。

 〈香庄〉の諸村落 は、普段は鎮安宮 とは関係 をほとんど持 って いないが、〈五年大科〉の

時には、ほぼ毎回 〈五年王爺〉 を勧請 し、御輿の練 り歩きをす る村落である。これ らの村

落は、全部で250余 りあ り(附 録II参 照)、 雲林県、嘉義県市の比較的海岸部寄 りに位置 し

1 神が地域の平安を守護 した ことに対 し感謝するとともに、以後 も引き続き地域に平安 と繁

栄をもた らすよ うに祈願す るために行 う大規模な祭祀。詳細は、本章で後述する。
2 「〓」の法事に参加する各 〈股〉等が設置する祭場。それぞれの壇では、それを設置 した

〈股〉 に属す る人々が、供物を供 え、〈普度pho・2-to・7(施餓鬼)〉 を行 う。
3 〈斗燈〉は、道教の法会で安置される邪をよけ福を呼ぶための道具。鎮安宮では、決めら

れた金額を納めて 〈斗首tau2-siu2〉 となると、〈斗燈〉を得 られる。詳細 は、本章で後述す

る。



て いる。 これ らの村落 にとっては、足掛 け五年 の祭礼は、村落に とって最 も重要な宗教祭

祀活動であ るが、 しか し 〈五股〉 と異な り、鎮安宮の管理委員会 には所属せず、春祭 には

一切関与 して いない
。

 サング レン(Sangren 1987:55)も 述べているように、ある領域 を単位 とした祭礼には二

つの側面がある。一つは文化的な側面であ り、祭礼は、ある空間的な領域を管轄す るもの

として認識 され る 〈神〉 についての信仰 を統合す る。他方社会的な側面 にお いては、 こう

した祭礼は、共 同的な儀礼 によって構成 されて いる ということができる。即 ち、寺廟は、

儀礼共同体 の恒久的な シンボルとして存在 して いるが、領域的な祭礼を構築す るのは儀礼

行為 を通 してである。鎮安宮の場合には、「ある領域を単位 とした祭礼(Territorial Cults)」

として把握 できるのは、本論で 〈五股〉や 〈香庄〉 と呼ばれる諸単位が行 う祭祀活動であ

る。

 この他、鎮安宮か らの 〈分霊〉廟 ・壇や、鎮安宮 と比較的関係が密な廟や壇が台湾全土

に広がって いる。 これ らのカテゴ リーに属する信者 は、鎮安宮の祭に対 して特 に固定的に

参加 しな ければな らな い義務はない。それゆえ、彼等 と鎮安宮 の関係 は、個別のケースに

よって、固定的なものか ら臨機的な ものもある。 しか し、中には毎 回の 「〓」の時 に、多

額 の費用 を出して 〈斗燈〉を出 した り、多数の神像 を連れてきて「〓 」 に参加 させ る 「鑑

〓」4(写 真5)を 行 う信者 もお り、 このよ うな人々は、現在の鎮安宮 を経済的に支える重

要な人々で ある。

 以下の各 節で は、春祭 と秋祭 を分 けて、上記の信者 カテゴ リー の祭 りへの関わ り方 を中

心に記述す る。春祭は毎年 〈五股〉の諸村のみが参加する祭礼である。筆者は、1991年 農

暦正月十五 日に行われた行事に参加 した。一方、秋祭は、寅、午、戌年が 〈五年大科〉の

年 に当た る。 〈五年大科〉は大別す ると二種類 の活動か ら成る。一種類は、 〈五股〉および

〈香庄〉が鎮安宮へ巡礼 に訪れ、〈五年王爺〉の神像を勧請するもので、それぞれの地域で

祭祀 され、 また神輿 による巡行が行われ る。もう一種類は、農暦十月末に鎮安宮で行われ

る 「〓」 と呼ばれる道土を招いた避邪祈福の大祭である。この他、〈五年大科〉が行われる

農暦九月か ら十 月の期間中、台湾全島か らも多数の巡礼団が鎮安宮 を訪れ、廟 は毎 日参拝

4 神像が 「〓」の祭 りに参加す ること。その目的は、廟内の 〈神〉だけでな くより多 くの 〈神〉

が 「〓」 に参集 し、地域の平安 を祈 ること、また道士が 「科儀」を遺漏無 く行 っているか

監視する こと、及び 「鑑〓 」に参加す ることで、その神像が福分けにあずか り霊力を増 強

させることな どである(劉 還 月 1994b:86)。 詳細は、本章で後述す る。



客で ごったがえ して いる(写 真6)。 筆者が参加 した秋祭は、1990年12月 及び98年12月

の二回の 〈五年大科〉である。なお、〈五年大科〉の間 に挟 まる三年間の秋祭では、主 に 〈五

股〉所属の村落のみが関わる小規模な 「〓」が執 り行われる。

3.春 祭

 春祭は毎年の農暦正 月十五 日に、 〈五股〉の諸村のみが参加する儀礼である。廟の顧 問の

説明によれ ば、春祭の 目的は、〈王爺〉が 自身の管轄区域である 〈五股〉の村々を巡境する

ことによって区域 内の邪を祓い、平安 を祈ることで あるという。それ故、祭には 〈王爺〉

の御輿が 〈五股 〉内の地域 を練 り歩くことが必須の要素となっている。

 1991年 の場合、祭は早朝七時過 ぎか ら行われた。祭の神事 を執 り行ったのは道士ではな

く加持祈祷 を主目的 にしている 〈法師hoat4-su1〉5と 呼ばれる職能者である。春祭の儀礼で

は、 〈法師〉の法術 によって 「三軍」が天か ら呼び出され、練 り歩きの守護 として付き添 う

ことを要請 される。その後、御輿が廟を出て 〈五股〉の村 を練 り歩 くが、一 日で全ての村

を廻 らなければな らないため、隊列は東線 と西線 に分け られ、午前中はそれぞれが別の路

線 を廻る ことになって いる。 この年の練 り歩 きの路線図は図5の 通 りである。別々に分か

れ た隊列 は、昼食時 に決め られた村落に集合 し、昼食 をとった後、午後は一緒 になって再

び練 り歩 いた後 、夜七時頃に廟に戻 る。その後、早朝 に勧請 した 「三軍」 を解散する儀礼

を行 って、全行程 を終 了する。

 東西の隊列は、 どれ も 〈五年王爺〉の御輿及び 〈陣頭tin7-thau5(文 武 の芸を披露す る

グループ)〉 か らな っている。 〈陣頭〉は、それぞれの村落でアマチュアの組織 を持ってい

ればそれが担当 し、そうでなければ、村落でお金 を出し合 って村外から雇 って くる。〈五年

王爺〉 の御輿 は、それぞれの村か ら 〈轎班kio7-pan1(神 輿の担 ぎ手のグループ)〉 を組織

し、隊列が 自分 の村へやって くると、隣村との村境で御輿を受け取って担ぎ、村内を巡回

した後、次 の村 との村境 まで担いで、次の村 の 〈轎班〉に受け渡す。〈王爺〉は十二尊が 二

つの路線 に分かれ るため、各路線 には六尊がやって くるが、それ らが二台の御輿に分乗す

るため、〈轎班〉 も二班 、合計で二十四人が必要 になるといい、これ らの人を集めるため、

5 劉枝萬 によれ ば、 〈法師〉 は、道士 との対 比で 自らを 〈法教〉の職能者で ある、 と述べ るとい

う。 しか し、実際 には経 典が あるわ けではな く、符 呪を専 門にす る とい う(劉 枝 萬

1994a:180-188)。



村では村長が呼びかけて担 ぎ手 を集めるという6。

 春祭の行事の主要な活動 は、上記 の神輿 の練 り歩 きであるが、 この他 にもう一つ重要な

行事 として、〈流水席lau5-chui2-sek8〉 と呼 ばれ る昼食の共食がある。 この昼食は、東西の

隊列が午前の練 り歩きを追えた後 、〈飯担png7-tanl〉 と言 う昼食 の当番 となって いる村に集

合 し、祭 の参加者全てがとる食事 であるが、現在ではこの昼食の方が この祭を象徴 する目

玉 として、内外の関係者 の注 目を浴びている。 というのも、用意 される食事の量は、二万

人分位 と大規模 なものであるか らだ。当番は 〈五股〉の中で毎年順番 に回すので、一つの

〈股〉が一つの村落か らな っている場合 は五年 に一度、三つの村か らなっている場合 は十

五年 に一度回ってくる。二万人分の食事 は当番 に当たった村の個 々の家が 自発的に負担す

る。持ちよ られた様々な料理は、村 の中にある広大な空き地 に整然 と並べ られ、祭の参加

者達は思 い思いに気 に入った料理 のところへ行 っては食べたい分 を掬って 口にする。特 に

テー ブルや決 まった席が用意 されるわ けではな く、また堅苦 しい挨拶やマナーもない。 あ

る人 は立ったまま、またある人は空いた場所を見つけて しゃがみ こみ、お腹が膨れれ ば、

そ の場を黙って立 ち去れば良い。二 万人分とは、廟の管理委員、〈五股〉の村人、〈五股〉

の村 出身で都会に出て いったが祭に帰省 した人々、観光客等な ど様々な人々を想定 してお

り、また食事の量が足 らないというのは縁起が良くない。むしろ、余る くらいになって、

それ を 〈五股〉の村 の人々にお裾分けする ことが暗黙裡に望 まれて いるという。料理 のお

裾分 けは即 ち福分けの意味を持 っているか らだ という。

 練 り歩き と 〈流水席〉は、馬鳴山の 〈神〉が 〈五股〉の所属する地域 を守護する役割 を

持 って いることを確認 させる装置 となっているととらえられ る。なぜな ら、 この時 〈五年

王爺〉が練 り歩 く範囲は 〈五股〉の村の境域内に限 られる。即ち、〈五年王爺〉が責任 を持

って邪を追い払い、平安をもた らすべき範囲は、〈五股〉の範囲なのである。 また祭の経済

的な負担 は 〈五股〉の村で平等 に負 うか らである。各村は五年(あ るいは十年、十五年)

に一度は一大宴会 を主催 し、また この当番に当た らなか った村では 〈陣頭〉等の出 し物 を

用意することによって練 り歩 きをにぎわすな ど、〈五股〉内の全ての村が祭の成功 を目指 し

て力を出し合うのである。後 にも述べる 〈五年大科〉の場合には、〈五年王爺〉は 〈五股〉

だけではな く 〈香庄〉や遠隔地の信者にも開かれた存在 となるが、春祭では、 〈五股〉の信

6 御輿一台につき、担ぎ手は八人、「令旗」とよばれる大きな旗を持つ人が一人、「涼傘」と呼ば

れる円筒形の布が下がっている傘 をさしかける人が一人、「把轎」といって御輿が安定するよう

にと御輿の前後に渡 してある横棒を待つ人が二人、合計で十二人である。



者 のみを対象 と しているだけに、信者 にとっては 〈五年王爺〉 を最 も身近な存在として、

そ して 自分たちの守護者 として感知することができるのである。

4.秋 祭

 4.1.歴 史

 秋祭は、四年に一 回の 「〓」を含む大規模な 〈五年大科〉祭典 と、それ以外 の三回の小

規模な祭典 との二種類か らなっている。 しか し、このような二種類の形態の秋祭がいつ頃

か ら定着 したのは不明である。史料面での裏付けはなかなか難 しいが、 日本植 民地時代に

嘉義庁が行った庁下 の廟の調 査に依れば、鎮安宮では、大正年間初頭 には毎年 の農暦一月、

十月に例祭が行われ、また足掛 け五年 に一度、農暦十 月に大きな祭典が催 され、当時の土

庫支庁下 はもちろん、嘉義街や濁水渓を超えた彰化街か らも参拝者が訪れ、寄付金は五,六

百 円にも達 したという(嘉 義庁 1915)。 しか し、通常時の春秋祭及び四年に一度の祭典に

お いてどのような儀礼が行われたのか、 どのよ うな範 囲の人々また村落が祭の主催者 とな

ったのか、また嘉義や彰化か らやって くる参拝者が一体 どのよ うな資格で祭に参加 してい

たのかは全く不明である。

 そ もそ も、今 日見 られる祭 祀の形態 も、不変なものであったわけではないようだ。例え

ば、通常の秋祭 と四年に一度行われる大きな秋祭の二種類の区分に関 しては、今 日では、

四年 に一度の大祭では、道教でいわゆる 「三朝」と呼ばれる足掛 け五 日の大掛か りな 「〓」

を、その他の三 回に関 しては一 日だけの 「〓」 を行 っているという。 また大祭の年には、

台湾全島か ら信者が集 まって くるが、通常時の参加者は基本的には 〈五股〉の諸村落の人々

に限られ るという。しかし、1947年 の修廟の発起人を勤めた経験 を持つある老委員によれ

ば、かつては四年に一度の大規模な 「〓」は二 日間しか行われなかった し、小規模な 「〓」

は大きな 「〓」の行われる年の次の年 にだけ行い、そ の際には廟門 を閉めずに行った とい

う7。

 また、今 日のよ うに四年 に一度の 「〓」が これほ ど多 くの参加者を集めるよ うになった

のも比較的最近のことのようだ。例えば、「鑑〓」に参加する神像の数 も、1980年 代以降、

急激に増えているようだ。「鑑 〓」とは、信者の住宅あるいは廟 に安置されて いる神像が鎮

7「 〓」祭は穢れを忌むので、正式には廟門を閉め、参加者も 「天公(玉 皇上帝)」 を拝むまで

は精進潔斎 しなくてはな らない。



安宮 にやってきて 「〓」儀礼に参加す ることを指すが、〈神〉とともに 〈神〉を奉 じて多数

の信者 も鎮安宮 に巡礼に来 ることになる。 また 「鑑〓 」には参加費が必要 になる。た くさ

んの神像が参加すれば、参加費以外 にも一緒にや って くる信者の浄財寄附 も廟の収入とな

る。 ちなみに、1990年 と1994年 は、一尊につき600元 、また令旗や印、法器 の場合 には、

一件 につき300元 と決め られ、約一万尊が参加 したため、「鑑〓」のみの収入だけで も約六

百万元余 りに達 した8。

 「〓」 の日数や回数が増 えたことや参加者が増加 したことなどは、当然廟 の収入や支出

の増加 と関わって いる。 これ は、光復後の台湾社会の経済発展 によって可能 になったとい

えるだろう。『雲林県志稿 巻首 大事記』 によれば、1970年 に雲林県政府は、馬鳴山鎮

安宮の 〈五年大科〉 の祭典時にあまりに金や物資を浪費 しないように、 と呼びかけている

(雲林県文献委員会 1977b)。 台湾人の信仰心の厚 さか ら考えれば、た とえ余裕が乏 しく

て も 〈神〉への寄 附は怠 らないように心がけるのが普通であるが、経済的に裕福 になるに

つれ、信仰 にかける費用は当然のよ うに肥大化 して いる。 この傾向は、基本的 には現在 も

続 いているといえる。

 しか し、他方簡 略化 された り、廃止された りした行事や儀礼項 目もあったようだ。例え

ば、かつては毎年秋祭 の時期 には連続10日 間の台湾芝居の奉納 と、〈犒軍〉を行な って い

たが、浪費を避 けるため に現在では大きな 「〓」を行 う年に5日 間行 うだけに縮小 して い

るという。また、かつては大きな 「〓」を行 う時 には、同時に馬鳴村の最 も古 い神である

「朱王爺」のために別個に道士を招いてきて 「三献礼」9と呼ばれる道教儀礼 を行 っていた

という。つま り、本殿の中では 「〓」が、脇の殿では 「三献礼」が行われていたが、 これ

も現在では浪費であるとして廃止 されて いる。

 以上の二例は主 に経済的な理由あるいは手間の問題か ら廃止されたが、よ り祭 りの本質

と関わる部分で儀礼項 目が廃止 されたのが、光復直後を最後に して行なわれな くなった 〈送

王船 sang3-ong5-chun5〉 儀礼である。この儀礼がいつか ら行われたかは不明で あるが、日本

植民地時代の記録には残 ってお り、少な くとも20世 紀初頭以降約半世紀 は続 いた もの と思

81998年 の 〈五年 大科 〉では、神像1尊 あた り1000元 に値上 げを したた めに、参加神像 は約

9000尊 に減少 した とい う。 しか し、総収入は、900万 元 にな るので、前回 、前 々回を300万 元

も上回 る計算 にな る。

9「 三 献 礼」 とは 、神 々に三 回酒 を注 いで供 え る 「三 献酒 」 を基本 とす る祭神 形式 。 「〓 」

の 中で は最 も簡 単 な形式で あるが、あ ま りに小規模なた め、「〓 」 とは区 別 して考 え られて い

る とい う(劉 枝萬 1994a:40-41)。



われ る。例 え ば 、1918年 の新 聞記 事(『 台湾 日 日新 報 』 大 正 七(1918)年 十二 月七 日)に

依 れ ば 、 当時 の祭 の様 子 は次 の よ うで あった 。

五年王爺 相傳昔有五府千歳王爺。渡海來任諸羅山。因耳不聰。至西螺海豐堡変寮

庄西南之媽陵山。誤聴為任地。遂駐駕焉。居民雕像五尊。修祠崇祀。以地名廟。五年

一祭
,因 得五年王爺之名。靈感十方。西螺、土庫 、北港、樸仔〓諸處。信仰極深。毎

際豚疫流行。飼者祷之。若邀眷庇。必于祭年屠殺酬神。大有有求必應。無感不通之概。

賽會牲〓。半是〓 然巨 〓。今年値祭。舊暦十月九 日以來。北港、水燦林、蔦松、土間

〓。先後設祭。宰豚數百頭。十八 日起。本廟虔修道場。建〓三天。附近善信。大屠剛

鬣千餘頭以致肉不勝食。毎圓賤售四斤。台北飲食商。多來購買。二十夜祀事已畢。作

一竹筏。載以一般乞求所剰米包。放諸海畔。任其漂流。名曰送神。廟現有和尚。掛錫

其中。香火甚盛。島人信神之念。顧不深哉。

(和訳)か つて五府千歳爺(注:マ マ)が いて、海を渡って諸羅山に赴任 した という。

ところが、耳が聞 こえなかったので、西螺海豊堡麦寮庄西南 の媽陵山10に聞き間違 って

赴任 し、駐留 した。住民は五尊 を彫像 し、祠を作 り祭祀 した。地名 を以 って廟の名と

した。五年 に一度祭 りをするので、〈五年王爺〉とい う名前がつ けられた。霊験が四方

八方にあらたかだ。西螺、土庫、北港、樸仔脚11等あちこちで、信仰は極めて深い。

豚疫が流行す るたびに、飼育者 は此れに祈 り、もし勧請すれば、庇護 して下さる。祭

の年には、必ず犠牲 を殺 して 〈神〉に感謝 しなくてはいけない。求めあれ ば必ず応 じ、

感応 しないことはない。お祭 りの時は犠牲(〈 牲礼〉)を ささげるが、大抵は巨大な豚

である。今年 は祭 りの年である。 旧暦十月九 日か ら、北港、水燦林12、蔦松、土間〓

な どが相前後 して祭 りを行 う。豚 を数百頭 も屠る。十八 日か らは本廟で道場を設けて、

「〓」 を三 日行 う。付近 の信者は、千余頭を屠るが、最終的には食べきれず、四斤一

円で売る。台北の飲食商が大勢や ってきて買っていく。二十 日の夜に祭事が終わる。

一隻 の竹筏 を作 り、乞食が物乞い して残 った米の袋を乗せ、海岸に放 して流れるに任

せる。 これ を送神 とい う。廟には現在僧侶がいて錫杖 を中に掲 げている13。参拝者が

10 現、 馬 鳴 山 。

11 現 、 朴 子 。

12 現 、 水林 。

13 民間信仰の寺廟、特に 〈王爺〉を祀る廟に僧侶が住持として住んでいるというのは、一見奇



多く、本 島人 は神 を信 じる気持ちが深 い。

祭 りの年 とされているのはおそ らく足掛 け五年に一度の大祭 と思われるが、その最後の

日は 当時 は 旧暦 の十 月二 十 日で あ った よ うだが 、 そ の 日に米 の 袋 を乗 せ た 〈王船

ong5-chun5〉 即 ち竹筏 を流 して 〈神〉を送ったという。

また 、上 記 の新 聞記 事 とほ ぼ同 時期 の こと と思 わ れ るが 、嘉 義庁 によ る 寺廟 の取 調 書 に

も、毎 年 の 一 月十 月 の例 祭 の他 に、五 年 目に一度 大 祭 が行わ れ 、王 船 が送 られ た ことが記

され て い る。 た だ し、嘉 義 庁 の記録 で は 、船 は五 穀 砂糖 な どの糧食 を載 せ た後 、神 許 を得

て 焚捨 した 、 とあ る(嘉 義庁1918)。 焼 却す る(〈 遊 天河iu5-thian1-ho5〉)か 、 あ る いは

放 流す る(〈 遊 地河iu5-te7-ho5〉)か は、 毎 回神意 を確 か めて いた のか も しれ な い。

現存す る故老達によれ ば、彼等が小さか った頃即ち昭和初期 には四年に一度 〈送王船〉

が行われていた という。 しか し、1938年 、1942年 は皇民化運動や第二次世界大戦期の総動

員体制の中で、民間での宗教祭祀が禁止されたため中止された14。しか し、船 自体は作 られ、

異に思われる。しかし、王見川によれば、光復以後の台湾には、僧侶が住持 となっていた廟が少

なくとも27宇 あったという。その理由は、清朝時、法律では僧侶或いは道士以外の人が廟の住

持にはなることはできなかったにもかかわらず、台湾では出家道士が極めて少なかった為、僧侶

が代替 したという。そ して、こうした習慣は、今 日まで踏襲されていると言う(王 見川

1998:28,40-42)。
14皇 民化運動は、1935年 頃より推進された台湾本島人に対する同化政策である。台湾総督府は、

台湾領有当初か ら昭和初期までの間は、おおむね、台湾本島人の宗教信仰については強権的に排

除するということはしなかった。人心をつかむには、彼等の信仰を温存する方が得策だと考えた

か らである。しかし、日本の中国における戦線拡大に伴い、総督府は中国と同じ民族的な起源を

持つ台湾本島人が 日本の国策に反発 し、あるいは消極的抵抗を示すことを恐れ、彼等の日本への

同化を急いだ。具体的には、日本語の常用、日本名への改姓名、家庭における神棚の設置と大麻

奉祭、内地式葬儀の挙行、神社参拝、"旧慣による"信 仰の排除などを強力に推進 した。旧慣に

よる信仰の撤廃に関しては、実際の処置は各地方に委ねられていたので、厳格に対応した地域と

そ うでない地域がある。たとえば、有名な事例では 「中〓郡」のように、一街庄に一宇の廟の

みを残す という原則のもとに、保存することになった神像以外のすべての神像を提出させて"昇

天祭"と 称 してそれ らを焼却したところもある(宮 崎直勝1942)。 鎮安宮の所属 した虎尾郡で

は、状況は其れほど深刻ではなかったようで、鎮安宮では、台南州の知事と連絡を取 り、〈五年

王爺〉の像を隠 し、その代わ りに 〈観音菩薩〉像を正殿の中心に安置することにして、焼却を免

れたという。また、周囲の村で、廟や個人の家に安置していた神像の中にも、鎮安宮に隠して難

を免れたものもあったという。宮本延人によれば、昭和十一年(1936年)か ら昭和十七年(1942

年)に かけての寺廟数の変化から、当時台南州では、約44%の 廟が皇民化運動の中で整理され

たという。しかし、州内の状況は各郡によって異なっていた。虎尾郡では、昭和十七年現在の寺

廟数とそれ までに整理 した寺廟の数との百分比は21%、 北港郡では89%と 、ばらつきがある(宮

本1988:59-61)。 北港郡下にあったS村 の 〈温府王爺〉の場合にも、大陸か ら 〈王爺〉を招

いてきたと言われるO姓 の家の天井に神像を隠 して難を避けたという。



廟 の中に安置 されていた。 このため光復後1946年 の 〈五年大科〉では、当該年の船を含め

計三隻の王船が送 られた。ただ し、 この時は、船 は海岸か ら漂流させたのではな く、いわ

ゆる 〈遊天河〉 と呼ばれる焼却する方法が採 られた。

ところが次の大科すなわち1950年 か らは、 〈送王船〉儀礼は行われな くなったという。

とい うの も、船の龍骨の本数を決定す るために、 〈五年王爺〉 に 〈〓〉15によって うかがい

をたてた ところ、いくら聞いて も承諾の意を表わす とされる 〈聖〓sion1-poe1〉 が出なか

ったという。そ こで、〈聖〓〉が出ない理由を聞いた ところ、〈五年王爺〉 は 「大陸で既 に

宗教信仰が禁止 されているので大陸 には 〈神〉がいな くなったのだか ら、〈王爺〉も大陸へ

戻って も仕方がない」 と託宣 したのだという。それゆえ、それ以後鎮安宮では 〈五年大科〉

で船 を造って送 ることは しな くなった。 当時は、ちょうど戦後 の経済的 に苦 しい時期で も

あ り、また廟 を新たに建て直す という大事業 を計画 していた時で もあったため、船を造 る

だけの余裕 もなか ったとい う。

しか し興味深いのは、経済 といったプラクテ ィカルな理 由よ りも、王船送 りを止めた理

由として大陸の社会主義化が関係 しているという点である。詳細は第五章で述べるが 、王

船送 りの儀礼は、 しば しば 〈王爺〉が 「瘟神」であった ことを示す証左 と論 じられて きた

が、鎮安宮の信者たちの場合、〈送王船〉は 〈王爺〉が大陸へ帰還する ことを意味すると考

えていたのであって、瘟疫を追い払 うことを意味 しているとは考えていなかった可能性が

ある。大正年間の嘉義庁の調査報告書 においても、王船 を作 る理 由は、 「本尊ガ泉州ニ帰還

スルノ意 ヲ偶 シ」(嘉 義庁1915)と 記されている。少なくとも、今 日の多 くの信者が 〈五

年王爺〉 と 「瘟神」との関係 を意識 しない理由の一つ として、 〈送王船〉儀礼が行われて い

ないことが関係 しているといえよう。

4.2.〈 香 庄 〉 の 〈五 年 大 科 〉

前 節で 引用 した1918年 の新 聞記事(『 台 湾 日 日新 報』 大 正七(1918)年 十 二 月七 日)の

15　竹や木な どで作 られた、2枚 の三 日月型を した占いの道具。片面は平 らだが、裏は曲面にな っ

て いる。平 らな面は陽、曲面 は陰 を表す。通常、表面 に赤い色が塗 られて いる。先 に線香 を炊 い

て神 前ある いは祖 先の前で名前や住所、託宣 を願っている ことの内容な どを密念 してか ら、

〈〓〉を地面 に投 げ落 とす。 〈〓 〉を投げ る時 には、諾否 を聞 くという形式 で行 ない、陰陽が 出

れ ば 〈聖 〓sion1-poe1〉 といって、神が承諾 した と解釈され る。両方 が陰 を上 に して出た場合

には 〈陰 〓im1-poe1〉 とい い、 〈神 〉 が怒 って いる、 ある いは 同意 しな い ことを示す 。 両

方 が 陽の 面 を上 に して出 た場 合は 〈笑 〓chhio3-poe1〉 で あ り、吉凶 相 半 ばす る とい うが 、



中に見える北港、水燦林などの村が相前後 して行なう祭は、今 日の祭で言えば、〈香庄〉で

行 う行事にあたるだろう。水燦林 に関 しては、4年 後 の 〈五年大科〉についても 『台湾 日日

新報』(大 正十一(1922)十 一 月六 日)に 記事が掲載されて いる。その内容は概ね以下の通

りである。即ち、当時、台南州北港郡水林庄は戸数わずか に六十余戸だったが、〈神〉 を迎

えて祭祀 を行 うにあたっては巨費を惜 しまず投 じた という。十一月二 日に五年に一度の祭

典のため虎尾郡海 口庄馬鳴山 に赴 き、三 日には大きな祭 りが挙行 され、豚百六十頭、羊百

六十頭、総計三百二十頭が屠 られた。 このよ うな活動 に対 し、新 聞記者 は、小さな田舎の

村がお祭 りでは この様 に賑やかにな るのは、実 に不可思議であるとし、景気が悪いにもか

かわ らず、彼 らが節約 ということを知 らず、刹那的に豪奢 を尽 くしていることを憂えて い

る。

この記事 によれ ば、当時 〈五年大科〉の祭では、信者が馬鳴山へ巡礼 に行き、各戸 あた

り平均約五頭の犠牲が捧 げ られた。 当時 としては破格 の非 日常的な祝祭が繰 り広げ られて

いたようである16。今 日では、台湾経済の成長の結果、 こうした祭にか ける費用は、かつて

ほど突出 した贅沢 とはいえな くなって いるが、それでも基本的には 〈五年大科〉は水林の

人々にとって他 のどんな 〈神〉の行事 と比べて も規模 の大きな ものであり続 けている17。

以下では、S村 における1990年 の 〈五年大科〉祭典のプロセスを紹介する。S村 のや り

方が 〈五年王爺〉の全ての 〈香庄〉で共通であるか否かは、筆者 は残念 なが ら確認 して い

ないが、何人か のイ ンフォー マン トによれば、大同小異であるとのことで あった。ただ、

S村 のよ うに村人がほとんど全員信仰する村廟があるところと、そ うではないところでは、

儀礼を行 う場所 などにおいて相違 は見 られるよ うだ。村廟が ある ところでは、村廟に 〈五

年王爺〉 を迎えて いるが、村 廟がな い 〈香庄〉では、村の中の適当な空き地 に臨時の小屋

一般には、 〈神〉が笑っている、 という。
16　王見川によれば、蔡秋桐の 「王爺猪」にも、〈五年王爺〉の勧請に関して言及 されている

という。原作の出版年代が1936年 のr台 湾新文学』とあるので、ここで述べ られているの

は、1934年 頃の 〈五年大科〉の状況か と推察 される。当時はや はり豚を殺 して捧げるのが

普通であったようだ。また、余 りにた くさんの豚 を殺 して捧 げるのは、当時の政治状況か

ら考えて無駄であるとして、警察が住民達にあらか じめ殺す豚を申告させて、検査を行 っ

ていたようだ。 この文章の記述が どこの村に関す るものなのかは不明である。 〈五年王爺〉

のほかに 「媽祖」も勧請 してお り、このように 〈王爺〉以外に別 の廟か らも客分 として、 「媽

祖」な どを勧請す るのは、今で も同様である(王 見川1998:44-46)。
17　ただ し、個 々の家庭で今 日では豚や羊を殺 して丸々一頭ささげる習慣 は、下火 となって

いる。



掛 け を して 、そ こ に 〈五 年王 爺 〉 を迎 えて い る。

筆者がS村 において参加 した1990年 の場合 には、村の廟である 「T府」の管理委員会を

中心 にして入念な準備がな された。普段、「T府」の主神である 「温府千歳」の神誕 日であ

る旧暦六月二十 日には、〈巡庄un5-chng1〉 と呼ばれ る御輿の練 り歩きを含む盛大な祭が挙

行 される。 しか し、〈五年大科〉の年 には、 「温府千歳 」の祭 は規模が縮 小され、練 り歩き

は省略され、その代わ り 〈五年大科〉の祭の時に 〈五年王爺〉 と共に 「温府王爺」 も練 り

歩 く。つま り、〈五年王爺〉の勧請 は、T府 の 「温府千歳」の祭祀組織の母体であるS村 を

一単位 として行われる。

〈五年王爺〉の勧請 に関する準備 はT府 の管理委員会が中心にな り、村人が参加す る信

徒大会を経て決定される。また祭に際 しては 〈丁銭teng1-chin5〉 と呼ばれる分担金が家族

の人数に応 じて各戸か ら徴収 されて いるが、 これを出 した世帯の長 の中か ら 〈炉主〉 と1呼

ばれる祭の代表者が選ばれる18。〈炉主〉は、〈五年大科〉の練 り歩 きの行われた 日の晩にT

府で選出されるが、そ こでは、 〈五年王爺〉だけではな く、一緒 に勧請 される 「媽祖」、そ

してS村 の中に廟が あって まつ られているT府 の主神である 「温府王爺」、「観音仏祖」、

「天公」お よび、現在ではS村 ではT府 に次 ぐ公共性 を有する廟 とな っているL殿 の 「項

王」の 〈炉主〉が選 ばれている。〈炉主〉が選ばれると、翌 日か ら新 しい 〈炉主〉へ任務が

引き継がれる。

〈炉主〉 は、台湾 の地域共同体 の儀礼 において必ず と言って いいほど決 まって選 出され

る役職である。台湾ではどこで も大抵 の場合、〈神〉の前で有資格者たち一人一人について

〈〓〉を投げ、連続 して 〈聖〓 〉の数が最も多 く出た人が選ばれ る。有資格者 となる条件

には、地域によって違いがあるが、〈炉主〉に選ばれ る有資格者 の居住区域が即ち、その儀

礼の中心となる 〈神〉あるいは寺廟が管轄 している地域範囲となる場合が多い。ただ し、〈炉

主〉に選出 され るために必要な資格 は、居住地域のみでな い場合 も多い。S村 の場合 には

S村 の領域に住み、祭 に際 して 〈丁銭〉を支払 って いる戸主である ことが条件であるが、

台湾でも場所によっては、 もっと厳 しい条件-例 えば、内孫 ・外孫がいて、妻子 も健在な

老人-が つ けられ ることもある。 この場合には、長寿 と豊穣性 とが 〈炉主〉に求め られて

いるといえよう。 また、規模 の大きな祭祀を行 う地域の場合に、 しかもそれを 〈炉主〉が

全責任を持 って取 りしきる場合 は、地域の有力者でなけれ ば 〈炉主〉が務 まらない とい う

18 かつ て は 〈炉主 〉 の ほか に、 これ を補 佐 す る 〈頭家 〉 も選 出 されて い た。



場合 もある。なぜな ら、 〈炉主〉 には社会的、経済的な リー ダーシップが必要 とされるか ら

である。 しか し、いずれの場合にも 〈神〉か らの指名 を受けた という形 とな ってお り、選

ばれ ることは非常な名誉だ と考え られている。〈炉主〉 になれば、責任 も重 く、また自腹 を

切って祭祀の費用 として多額の寄付 を進 んで行 うな ど、負担 も多いことは言 うまで もない

が、S村 で も、 〈炉主〉はそ の職務 を全 うす ることが 、〈神〉か らの加護 を約束 される こと

として、喜んで引きうけるものだ、と考え られているよ うである。S村 の人々の語 りによれ

ば、〈炉主〉に与 えられる 〈神〉の加護には二種類があるように思われる。一つは、良いこ

とが続 くな ど、運勢が好転す る場合である。 もう一つは、 〈神〉が災難の予告 をして くれ る

場合である。例 えば前者の例 としては、筆者の調査時、「温府王爺」の 〈炉主〉をつ とめて

いた人物 によれ ば、彼 が 〈炉主〉に選ばれてか ら、息子の商売が とて も繁盛するよ うにな

った と言 う。息子は、台北で魚売 りの仕事 をしているが、彼が 〈炉主〉 をつ とめるよ うに

なってか らもうけが増 え、二階建 ての家を買い、更 に三階を建て増す ことができた。 これ

は、「温府王爺」の ご加護だ とい う。後者の例 としては、「観音仏祖」の 〈炉主〉のケース

で、彼の息子が耕運機の後 ろにつけて いた荷車 を盗まれた という。このエ ピソー ドは、盗

難にあった ということが、他 のもっと大きな災いの予告であると解釈 された。

実際に 〈炉主〉が責任 を持つ仕事 は、地域によって多様である。S村 の場合には、 どち

らかといえば、〈炉主〉 は名誉職的な色彩が強いと言え、祭の主要な段取 りは、ほ とん どT

府の管理委員会が引きうけて いる19。実際、祭の前には しば しば管理委員会の会議が開催 さ

れ、通常のT府 運営 に関わる事項以外 に、〈五年大科〉についての準備作業が話 し合われる。

管理委員会では、 〈炉主〉や 〈頭家〉以外にも、管理委員会委員、また村長や鄰長 といった

本来は行政サイ ドに属する人間を動員 して仕事の割 り振 りを行っている。 〈炉主〉に割 り当

て られた仕事は、以下 で紹介する信徒大会で決定 される奉納劇 を雇って くること、鎮安宮

への巡礼の順路のあち こちに、S村 か らの巡礼が通 る事を知 らせる広告 にあたる短冊の形

状をした 〈香條hiun1-tiau5〉 を貼 りに行 くな どの仕事であった。この他、 〈炉主〉の最 も主

19 〈炉主〉 は寺廟のあるな しにかかわ らず、ある 〈神〉 に関わる祭典事務 を行 うことを責

務 としてお り、廟宇の財産の管理 、 日常の運営を行 う管理委員 とは職務が異なっている。

かつては、管理人な どを置 かない廟はあっても、〈炉主〉のいない廟はなかった。 しか し、

日本が台湾 を領有 してか らは、土地調査のために董事、 〈炉主〉、あるいは 〈顧廟ko・3-bio7

(廟守)〉 を管理人として 申告 させた ことか ら、次第 に管理者の権限が強化 され、管理者 に

財産管理以外の祭祀の執行や法的な権限などが付与されていった。そ もそ も清国の行政法

によれ ば、廟の財産は僧侶な どの職能者が管理す ることになっていたが、台湾では このよ

うな人が止住 しない廟が大半であった(李 添春 1934)。



要な仕事 は、前年 の祭の終了時か ら、練 り歩 きの当 日まで、自分が担 当にな った 〈神〉の

香炉 を自宅の祭壇 に安置 し、毎 日参拝 を欠かさない事であ り、練 り歩 きの当 日 〈神〉の神

輿、香炉 とともに練 り歩きに随行する事である。即ち、〈炉主〉の職務 は、彼等 の言葉では

〈顧炉ko・3-lo・5>と も言うよ うに、村民を代表 して、一年間香炉の世話(香 炉の照顧(面

倒 を見 る)」)を することであ り、毎 日、果物などの一種か ら三種 の供物 とお茶な どを捧 げ、

線香を焚いての参拝 し、地域の平安を祈ることなのである20。

以下では、1990年 のS村 の 〈五年大科〉の約二週間前に行われた 「T府 」の信徒大会を

例 に、T府 の信徒組織 と行政組織が、微妙 に重な り合 いなが ら 〈五 年大科〉の祭祀 を支え

るている様子 を見て行 きたい。

信徒大会は、農暦10月1日(太 陽暦では、11月17日)の 夜7時 半か ら行われた。 ここ

での議題は、農暦9月26日(太 陽暦11月12日)の 夜 に開かれたT府 の管理委員会、農暦

9月30日(太 陽暦11月16日)の 夜 に開かれたT府 管理委員会 の主任委員主催 の鄰長会議

で決定された諸事項であった。ちなみに、鄰長会議では鄰長 と管理委員 とが会食を行 った

が、その費用は主任委員が負担 している。

信徒大会では、T府 の管理委員のうち14名 と信徒約250人 が参加 した。最初 は、T府 の

運営そのものに関係す る議題で、農暦10月 末までの一年間のT府 の収支決算 について報告

があ り、承認された。 しか し、その後は、全て 〈五年大科〉の祭典 に関す る議題が話 し合

われ、以下 の事が決定された。

1.〈 大戯toa7-hi3(廟 の公 費で 出す、 奉納 の舞台)〉1団 体 の費 用 は 、 〈炉 主〉 お よびS

N村 の村長 が 招 聘す る。

2.祭 の各 〈陣頭(鳴 り物)〉、参 加 団体へ の補 助 は以下 の通 り。太 鼓 陣:4,500元 、老 人

会:4,500元 、獅陣 、 虎爺 班 、神童 隊:9,000元

3.〈 陣 頭 〉は 、原 則 として 従来 の例 に倣 って 、三 鄰 で一 陣 、お よ び 各 業種 で 一 陣 とす る。

もち ろん、 そ れ以 外の 参加 も歓 迎す る。

20か つては、〈炉主〉は、自分の任期の終了時に翌年の 〈炉主〉、〈頭家〉 を招待 してごちそ

うす るのが慣わ しで あった と言 う。しか し、1980年 代 に入 ってか ら、 このよ うな習慣 はな

くなった という。ひ とつには、 〈頭家〉を選ぶのを止めた ことも関係 しているよ うだが、 「温

府王爺」の 〈炉主〉 によれば、今は皆暇がなくなってあらためて宴会 を して いる時間的余

裕がな くなった ことと、生活水準が向上したので、かつてのように祭 の ときにしか ご馳走

が食べ られない、 といった状況がなくなったためだ という。



4.〈 陣頭〉および祭典関係者の弁 当は、従来の例 に従 って分配す る。数量の申請は、農

暦10月10日 以前に鄰長や関係する館長(鳴 物などの団体 の長)、 雇用主(鳴 物な ど

の雇 い主)を 通 じて本府 に登録する。

5.〈 丁銭(分 担 金)〉 は毎丁(成 年男子)100元 。鄰 長 が集 め る。 これ に基 づ いて 、祭で

〈疏文so・3-bun5(天 に上奏 す る文 書)〉21に 名 前 を書 いて読 み 上 げ る。

6.祭 典の練 り歩きの路線は、従来の例 に従 って、SB村 、SN村 の村長が引率の責任

を追 う。村長が主体 とな り、各鄰長、館長、雇 い主は勝手に 〈陣頭〉を走 らせた り、

途中で 〈参神chham1-sin5(陣 頭が各家庭 の前あるいは中に入って演技する こと)〉

した りしてはな らない。スケジュールの時間配分通 りに祭典を進める事。正午 には

弁 当をN路 でSN村 長か ら分配す る。

7.「 項王」が練 り歩きに参加す ることを歓迎す る。 〈轎班〉は自前で準備す る事。待遇

は、他 の廟 と同 じとする。

これ らの議決事項か ら、以下のよ うな事が読み取れよ う。即ち、現在では祭 の指揮 に行

政的な組織系統が利用 されている。 また、 このよ うな行政組織 と重 なった地縁的な組織の

基本的な構成員は、各戸 の戸主(通 常、成人男性)で あ り、 これ を各戸の代表 として 、天

への 〈疏文〉即 ち上奏文 に書 きこんでいる。 この名簿は、 〈炉主〉の選出の基礎ともなつて

いる。なお、「項王」 について、特に合意を取っているのは、この廟が比較的新 しい廟であ

り、 これまでは村内の一部の人々のみが信者であったのが、最近信者の数が増え、廟 も大

きくなった ことによ り、私的な位置付けか ら村の中でよ り公的な位置付けを与え られ るよ

うになった結果であると推測 される。

信徒大会 を無事終えると、祭の準備は大詰めを迎えた。T府 の管理委員会では、農暦10

月8日 頃、鎮安宮へ連絡をとり、 〈五年王爺〉の勧請を正式 に申請 した。 また、同 じころ、

〈炉主〉は鎮安宮への経路 にあたる、北港、北港新街、元長、褒忠などへ赴き、〈香條〉を

貼 り出 した。10日 には 〈陣頭〉の申請が締め切 られ、巡礼や 〈巡庄〉の隊列がほぼ確定 し

21 〈疏文〉は、道士、〈法師〉あるいは僧侶によって天に対 して読み上げられる文書であり、地

域の災いを祓い、平安 を祈る文書である。〈疏文〉は、読み上げた後、〈金紙〉などの紙銭と共に

「天公炉(天 公祈願用の香炉)」 などの中で燃やされる。これによって、天に届けられると見な

される。



た。12日 には、最後の管理委員会が開かれて、S村 の 〈五年大科〉に関わるスケジュール

が再度確認 され、13日 にはT府 か らの布告 として、以下 のような 〈五年王爺〉行事 日程表

が廟に貼 り出された。

S村 の場合には、現在では 〈五年王爺〉の勧請は農暦10月14日 に 〈五年王爺〉と共に

北港 の 「媽祖」を客分 として出迎え、17日 に送 り返す ことに固定 しているようだが、他の

ところでは、毎回期 日を固定せず、〈〓〉をして 〈神〉の意向を尋ねて決定 しているところ

もある。附録IIの 〈香庄〉の 〈五年王爺〉勧請 日程 を見て もわか るように、10月15日 前後

に迎えるところが多いが、 このよ うな村では、 日程が固定 していることが多 く、たいて い

〈神々〉にこの一年が平穏無事であった ことを感謝する 〈謝平安sia7-peng5-an1>の 儀礼を

兼ねて 〈五年王爺〉 を迎えるのだ という。 しか し、S村 の この日程 もいつか ら固定する よ

うにな ったかは定かでない。そ もそ も現存す る村人 の記憶に依れば、かつては交通も不便

で徒歩で馬鳴 山まで行 くのは大変であ り、 また各村落がそれぞれ 〈神〉を勧請するには費

用がかかるので、い くつかの村の間で一尊の 〈五年王爺〉 を受け渡 ししていた とも言 う。

彼等の記憶では、1970年 代中葉まではそのような形式で行われていたという.

22 〈養 兵iong2-peng1〉 は 〈犒 軍 〉 に 同 じ。



次 に、 以下 で農 暦10月14日 以 降 の祭 典 を時 間 の経過 に従 って 、紹 介 す る 。

〔第一 日目 農暦10月14日(国 暦1990年11月30日)〕

午前6時 半頃か らぼつぼつと人がT府 の前庭 に集ま り始 める。獅子舞 の陣頭、 〈開路鼓

khai1-lo・7-ko・2〉が二団体23、〈五年王爺〉の神輿 と 〈轎班〉、 〈媽祖〉の神輿と 〈轎班〉等が

徐々に集まり始め、7時20分 頃には大方がそ ろい、〈陣頭〉な どがそれぞれT府 の前庭で演

技 を披露 した後、村の中心街 の方へ徒歩で移動 し、北港方面へ向かって行 って、中学校前

で一時停止 して、隊列 を整 えた。7時40分 頃、T府 の管理委員会の主任委員を乗せた乗用

車、引き続 いて 〈開路鼓〉を載せた トラックを先頭 に、神輿を載せた トラック、馬鳴山鎮

安宮へ 〈随香sui5-hiun1〉24す る村 民を乗せた大型観光バス三台、及び個人で乗用車を運転

して随行す る車60数 台が後を追 うようにして、巡礼の隊列が出発 した。途中、隊列が はぐ

れないように、無線 トランシーバ を持 った係員が4台 の車に分乗 し、連絡 を取 り合 うよ う

にして、一行はまず鎮安宮へ向か った。鎮安宮 に到着 したのは午前8時 過ぎである。一行

は鎮安宮の敷地のす ぐわきに設 け られて いる参拝客用の大駐車場で下車 した後、廟前の池

を廻 り込む順路 を取って、徒歩で廟へ入 った。 しか し、この 日は各地か らの巡礼客が最 も

多 い時期に当たっていた為、わずか数百メー トルの道を歩 くだけで、10数 分 もかかるほど

で、信者一人一人が持つ線香が前後左右の信者 に接触 して服 に穴が あくほ どで あった。ま

た、各地の巡礼団が連れてきた 〈陣頭〉 の演奏の音や爆竹の音、廟の前で同時 に奉納 され

ている何種類かの劇の演奏やせ りふがスピーカーを通 して拡大 されてお り、また廟の主催

者側でも巡礼団がや って くるたび に、歓迎の意 を表する放送 を流すので、廟の周 りは耳を

壁 くような喧騒状態で あった。

廟が非常 に混雑 していた ことや、多 くの巡礼団が 〈五年王爺〉の像を勧請 して行 く為か、

鎮安宮 に神輿が入 ってか ら出て くるまではあっとい う間であった。普通、〈分霊〉 した廟の

〈神〉およびそれを奉 じる信者たちが 〈祖廟cho・2-bio7(分 かれ出た元の廟)〉 の 〈神〉に

拝謁 した り、他所 の廟の巡礼団が 、特定 の関係 にあるか否かを問わずやって来て参拝 した

りす る場合 には、巡礼団が供物を供 えて参拝 した後 、しばらく時間を置いてか ら帰途 に着

23 〈開路鼓〉 あるいは 〈開路鑼〉は、巡礼や巡庄などの隊列の先頭 に立つ太鼓あるいは銅

鑼の演奏隊である。その目的は、沿道の住民に、某廟、某 〈神〉の隊列が通過する ことを

通知する ことである。演奏 とはいって も 「ドー ン、 ドー ン、ティー ン」 とゆっ くり銅鑼や

太鼓を打つだけで非常に単純である。
24 神輿 の練 り歩きな どに随行す ること。随行す る場合、長い時間焚 くことができる太 い線

香を焚いて手 に持 って付 き従 うのが普通である。



くものだが、今回は、廟 に到着後す ぐさま 〈五年王爺〉の 「分身(貸 し出し用の神像)」 と

香炉が神輿 に括 り付 けられ、そのまま廟 を後 にし、駐車場へ戻 って出発 した。北港には、

10時 半頃に到着 した。 ここでは、既 に迎えた 〈王爺〉の神輿は北港渓脇の土手近 くで待機

し、「媽祖」の神輿が廟の方へ入 っていった。 ここで も 「媽祖」の 「分身」が即座に朝天宮

の方か ら借 り出され、一行はS村 へ と戻って行 った。

この ころ、一行か らは無線によって村へ、まもな く彼 らが村へ帰 ることが告 げられてい

た。T府 で は、 この連絡 を受け、廟の拡声器で村 中へ、じきに 〈五年王爺〉 と 「媽祖」が

到着するので、村に残 っている人は皆、中学校の前の公道へ 出迎 えに出るよ うに、と放送

が流れた。一行がS村 の中学校前 に帰 りつ いたのは、12時 近 くであった。一行は全員が自

動車か ら下車 し、徒歩の隊列を整えた。

ここでは巡礼を迎える非常に象徴的な出来事が起った。 というのも、村 を背 にした 「温

府王爺」の神輿が 〈五年王爺〉の神輿 と相対 峙したのである。またそれぞれの神輿の前 に、

「温府王爺」と 〈五年王爺〉がそれぞれ憑依 した 〈童〓〉が登場 し、「温府王爺」の 〈童〓〉

が 〈五年王爺〉に道を明け、村入 りを促 したのである。 こうして、 〈五年王爺〉は村へ と招

き入れ られた。そ こへ村の信者が 〈王爺〉の神輿の前 にぬかず くように して列 を作 った。

神輿はこの人の列 の上を通過 して いった。 これは 〈鑽轎脚nng3-kio7-kha1〉 といい、厄祓や

病気の治癒な どの効果が ある という。こうして 「温府王爺」 をはじめ とする村 にある廟の

〈神〉を乗せた神輿が 〈五年王爺〉 と 「媽祖」の神輿 に合流 し、また鎮安宮へ行った村人

も行かなか った村人も一緒 になって中学校 か らT府 へ と練 り歩き、神像及び香炉をT府 内

に安置 して、〈神〉の勧請は終了 した。

この 日の午後3時 頃には、〈養兵〉の儀礼が行われた。 これは、神兵を拝む儀礼である。

〈神〉の出巡の際には、〈神〉に付き従 い、邪鬼などを退治す る兵卒が付き従っているので、

このような神兵に対 して、供物を捧げて、ね ぎらうのである。T府 内に設け られたテーブ

ルには、〈炉主〉達が供物を並べ、一般信者たちは廟の前庭 に出されたテーブルにそれぞれ

が持 ちよった供物を並べた。捧げ られた供物は、ご飯 の他、チマキ、〈紅亀〉 と呼ばれるも

ち米 の御菓子、果物、〈三牲〉25等である。また、廟へ供物を運んで こない信者で も、〈大辮

25 神への供物 の うち、最 も重要な もの。普通は 〈三牲〉 といって、豚 肉、鶏 肉、魚の三種類 を用

意す るが 、玉皇大帝のよ うな天の最高神 に対 しては、 〈五牲ngo・7-seng1〉 といって豚の頭、鶏 、

家 鴨、魚 、内臓 を供え る。しか し、最近では、必ず しもこのような しきた りに従 って いない場合

も多 い。



金toa7-pan7-kim1〉 と呼 ばれ る 「紙 銭」 だ けは、廟 の前庭 に持 って きて並 べ た。5時 頃 にな

る と、 〈童 〓 〉が 現れ 、供 物 の ご飯 を 「七 星剣」 とよばれ る 〈童〓 〉 が使 う剣 で ほ じ く りな

が ら、 供 物 の台 の 間 を歩 き 回 った後 、 解散 とな った。 この 〈童〓 〉 の動 作 は 、神兵 が 供 物

を消 費 した 事 を象 徴 的 に示 して いる と い う。

〔第 二 日目 農 暦10月15日(国 暦1990年12月1日)〕

第 一 日目の深 夜11時 頃か ら、村 人が 三 々五 々T府 に集 ま り始 め た。 それ ぞれ 羊や 豚等 の

供 え物 を持 参 して い る。 この夜 の行 事 は 、 「拝 天公 」す な わ ち 、 「玉皇 上帝 」 を祭 祀 す る行

事 で 、S村 の 〈五年 大科 〉 の祭 の 中で は重要 な プ ログ ラムで あ る。11時 半 頃 、T府 の管 理

委 員 会 委 員や 「天公 」 の 〈炉 主 〉 を は じめ と した 〈炉 主〉 達 が焼 香 した後 、 道士 によ る儀

礼 が始 ま った。儀 礼 の重要 な 部分 は、 〈読 疏thak8-so・3〉 即 ち、 〈疏 文 〉を読 む ことで あ る。

〈疏文 〉に は、 〈丁 銭 〉を 出 した戸 主達 の姓 名が 記載 されて いる。これ を読 み 上 げる ことで、

今 回 の祭 に参 加 し、平 安 を祈願 した人 々 の存 在 が天 に報告 され る ので あ る。また 、この人 々

が 次 回 の 〈炉 主 〉選 出 の候補 者 と もな る。道 士 によ る儀 礼 その ものは30分 ほ どで終 了 し、

しばらく時をおいてか ら、再度委員たちが焼香拝礼 した後、「天公」の 〈炉主〉が 〈〓〉で

神意を占い、 〈聖〓 〉による承諾 を得た。 またこの後、 〈五年王爺〉、「媽祖」以下の天界の

〈神〉への拝礼も行われた。全体 の儀礼が終了 したのは、午前2時 過ぎであった。

二 日目の昼間は、午前中に各戸か ら自由意思でT府 に 〈三牲〉、酒、その他の供物を持参

して 〈五年王爺〉、「媽祖」、その他の 〈神〉を拝み、午後 に昨 日と同様の 〈養兵〉の儀礼が

行われたが 、祭祀儀礼の点で は、比較的静かな一 日であった。む しろ、 この 日の主要な行

事 は、各家で行 った宴席である。 この宴 席は、各家々が、 自分たちの親戚縁者、友達、仕

事の関係者な どを招待 して行 うもので、たいていの家庭では、三、四卓(即 ち、30-40人)

程度の食事 を用意 して いた。かつて は、 このような大人数 を招 いての、 しか も肉や魚をふ

んだんに使 ったな饗応は、年に一度、「温府王爺」の祭典時あるいは 〈五年大科〉の時に限

られていたため、祭典時の宴 席は、招待される側にとって も、また招待 され る側にとって

も贅沢な食事 を口にす る数少な い機会であった。またかつてはこのような宴席の料理は、

一家の女手が 自分で こしらえていたが、現在では、大抵の家では、仕出し屋 を呼んできて、

家の裏手な どに臨時のか まどを据えて、料理を作って もらうのが一般的だ。宴 席は、招待

客が少なければ、昼食だ けだが、筆者が参加 した年は、大抵の家で昼食 と夕食の二回行 っ

た。今 日では、宴席は料理の内容の面よ りも、む しろ家族や親族 との再会の貴重な機会 と



なっているため に、大変 に重要視されている。なぜな ら参加者の中には、 日ごろ台北や高

雄な どの都市 に出て働 いている子供達及びその家族 も含 まれているか らで、場合 によって

は、小さな子供 を田舎 の老人に預けたまま、祭 りの ときだけ里帰 りす る親 も少なか らず見

られる26。

〔第三 日目 農 暦10月16日(国 暦1990年12月2日)〕

第三 日目は、いよいよ 〈五年王爺〉、「媽祖」、「温府王爺」な どが神輿 に乗せ られて村の

中を巡行す る、祭 のクライマ ックスである。開始予定は6時 であったが、神輿の担ぎ手達

が集合 したのは7時 をまわ った頃であった。隊列は、以下のような順序であった。鳴物の

種類の後 ろに記 したカ ッコの中は、鳴物 を雇 ってくるためにお金 を出 し合った人々、ある

いは鄰の名称である。

1.開 路鼓 2.馬 隊(個 人 三 人) 3.楽 隊(SB村7鄰)

4.「 永 春 堂 」獅 陣27 5.電 子琴28(SN村L氏) 6,電 子 琴(SB村 老 人会)

7.電 子琴(SB村12鄰) 8.楽 隊(SB村6鄰) 9.「 徳 義 堂」 獅陣

10.電 子 琴(SN村7,8,9鄰) 11.電 子 琴(SN村13鄰) 12.楽 隊(SB村10鄰)

13.電 唱機(SN村 老 人会) 14.電 子 琴(SN村5,6鄰) 15.龍 陣29(T府 委 員 会)

16.電 子琴(SB村8鄰) 17.楽 隊(SB村15鄰) 18.電 子琴(SB村12鄰)

19.電 子 琴(SB村11,13,14鄰) 20.電 子 琴(SN村18,19,20鄰)

26 例 えば、ある家庭での宴席での参加者は次のようであった。昼 の宴席では、戸主の次女(高

雄在住)及 び彼女 の勤め先のオーナー、戸主の妻の妹婿及びその子や孫、戸主の友達、戸

主の教え子(台 北在住)、戸主の亡 くなった息子の妻(台 北在住)、戸主の勤め先の学校長 、

同教務主任が参加 した。 この うち、戸主の次女、戸主の亡 くなった息子の妻 にはそれぞれ

中学生の娘、小学生 の息子が2人 いるが、彼女及び彼 らは、招待 した戸主の家に暮 らして

お り、母親 は祭 りのときを含め、年 に数回 しか戻 って こない。なお、夜の宴席では、戸主

の息子(S村 在住)の 取引先関係者、調査局関係者、戸主の孫娘(S村 在住)の 勤め先の

同僚が参加 した。 この他、他の家の宴席にも招待 されている人が、 この戸主の宴席にも顔

を出 して、短時間ではあるが挨拶 をし、お酒を飲んで立 ち去 る、と言 う光景も見 られた。
27 獅子舞。

28 「電子琴」や 「電子琴花車」は、1980年 代初期 に雲林県沿海地域で生まれた新 しい形式

のア トラクションで、迎神賽会だけではな く、婚礼や葬礼などでも登場する。これは、 ト

ラックの荷台 を改造 して舞台 を設 けたもので、その舞台にきらびやかな装飾や電飾をつけ、

電子 ピアノの演奏に合わせて、若い女性が挑発的な衣装で歌を歌 うという移動ステージで

ある。 しか し、この刺激性 のために、非常な勢 いで人気 を得 るようになった。S村 の隊列

で も分か るように、「電子琴花車」は従来の伝統的な 〈陣頭〉を駆逐 していった。
29 ドラゴンダ ンス。



21.電 子 琴(SN村1,2,3鄰) 22.電 子 琴(不 明) 23,電 子琴(SN村15鄰)

24.車 鼓 陣30(SB村16,17鄰) 25.電 子琴(個 人3人) 26.電 子琴(SB村9鄰)

27.神 童 団 28.八 家 将31(SN村K氏) 29,虎 爺神 輿

30.温 府 王 爺神 輿 31.項 王神輿 32.鎮 安宮五 年 王 爺神 輿

33.関 羽 殿(仮 称)関 帝 神輿 34.順 風 耳 ・千里 眼32 35.聖 母壇(仮 称)天 上 聖 母

36.北 港朝天宮媽祖神輿 37.観 音仏祖神輿

〈陣頭(鳴 物)〉 は、 信徒 大 会 で決定 され てい たよ うに、3鄰 で1団 体 を 目安 に して いた

が、 実際 には 、1鄰 で1団 体 の場 合 も見 られた 。各 戸が 寄付 の基礎 とな るが 、1990年 の時

に は、大体1戸 あた り500元 か ら2,000元 を負担 して いた。 これ らの 隊列 は 、1日 をか けて

村 の主 要 な経 路 をゆ っ く りと練 り歩 いた。 各家 で は 、神 輿や 〈陣 頭 〉 の隊 列 が通 る時 間 に

合わ せて 、家 の玄 関先 に供 物(〈 金紙 〉や花 、果 物な ど)を 並べ て待 ち うけ、隊 列が 通 りか

か る と、線 香 を持 って 参 拝 し、爆 竹 を鳴 らして 歓 迎 した 。 また 、 この 日の 午後 も、 前 日、

前 々 日にな らい、 〈養兵 〉 が行 わ れ た。 夜、10時 過 ぎ に神 輿が 廟へ 戻 った後 、解 散 とな り、

村 人 は 〈養 兵 〉 のた め に持 参 して いた供物 を持 って 、帰 宅 した。

夜10時 にな る と、 廟 の中で は管 理委 員た ち によ って、来 年 の 〈炉 主〉 の 〈〓 〉が 始 ま っ

た。 しか し、 この儀 礼 を見 に来 る一般 の村 人は ほ とん どお らず 、 〈炉主〉 に当た る事 は 名誉

で あ る、 とい う 〈炉主 〉 の言葉 ほ どに は、村 人 の関 心 をひ いて い るわ けで は な いよ うに思

わ れ た。 選 出 され る の は 、 〈五 年王 爺 〉、 「媽祖 」、 「温 府 王爺 」、 「観 音 仏祖 」、 「天公 」、 「項

王 」 の6種 の 〈炉主 〉 で ある。 各 〈炉主〉 は 、 まずSN村 かSB村 の どち らか ら選 出す る

30 台湾では清代か ら人気 を博 してきたパフォーマンス。道化役者1人 と女形1人 ない しは

2人 で構成され、月琴、殻仔弦 、二弦な どが伴奏する。道化役者 は四宝 と呼ばれ る打楽器 を

打ち、女形は片手に団扇を、もう片手にハンカチを振 りなが ら、掛け合い漫才のような事

をした り、お互 いに秋波を送 ってみた り、罵倒 しあった りしなが ら観客を笑わせる。もと

は舞台の上で行 うものであったが、80年 代以降 は、迎神賽会 にも 〈陣頭〉 として登場す る

ようになった。 日本統治時代には、風俗教化に害がある、ということで禁止 された(劉 還

月 1994c:162)。
31 八 人 の武 神 の 〈陣 頭 〉。それ ぞ れ顔 には隈取 りを し、手 には羽 団扇 や剣 を もち 、刑 具 な ど

を持 つ 「使 役」を伴 って いる。 〈童 〓〉の よ うに憑 依す る場 合 も多 いが、そ の 主要 な役 割 は 、

罪人 を捕 まえ るパ フ ォー マ ンス を行 う ことで 、 民衆 の災 いを祓 うと言わ れて い る。 日本 時

代 に台南 県 下麻 豆 で 生 まれ た 〈陣頭 〉 とい う(劉 還 月 1994c:120-126)。

32 順 風 耳 と千里 眼 は 、 「媽 祖」 の 「主席護 衛」。 「媽 祖」 の出巡 に際 しては 、必 ず随 行 し、 「媽

祖」 の神 輿 の 前 で道 を 開 け る。 順 風耳 は、 千里 の先 まで耳 が聞 こえ、千 里眼 は、 千里 の先

まで見 通す 事 がで き る とい う。



かを 〈〓〉で決める。その決め方 は、〈聖〓 〉が連続 して出る回数の多い方を 〈神〉が選択

した、とする。その次に、選 ばれた方の村の第何鄰か ら 〈炉主〉 を出すか を1鄰 か ら順番

に 〈〓〉 してい く。そ して、最後に選ばれた鄰の戸主を一人一人 〈〓〉していった。

〔第 四 日目 農 暦10月17日(国 暦1990年12月3日)〕

早朝5時 に、T府 か ら拡声器で、村人に 〈五 年王爺〉 と 「媽祖」を送 り返す前の最後の

〈養兵〉 に各戸 か ら供物を必ずT府 へ持参するよ うにとの連絡が入 る。 しか し、人々が集

合 し出 したのは、7時 頃になっていた。

7時 過 ぎ に、 祭 りの最 後 の行事 として 、今 回 の 〈炉主 〉 の 自宅 か ら、 〈炉主〉 が香 炉 を運

び 出 し、それ を神 像 を乗 せ た各神 輿 とと もに次 回の 〈炉主 〉の 自宅へ 送 って い った。また、

香 炉 と とも に、 〈顧 炉 〉用 の神像 、 ち ょうちん二 個 、 〈糖塔thng5-thah4〉 と呼 ばれ るキ ャン

デ ィな どで 出来 た タ ワー 状 にな った供 物な どが運 ばれ 、そ れ らは次 回 の祭 りを担 当す る新

しい 〈炉 主〉 の神 棚 に安 置 され た 。 この 日か ら、新 しい 〈炉 主〉 は 、一 年 間S村 の全 て の

住 民 を代表 して 、香 炉 と神 像 に対 して 、 日々 の参拝 を行 う事 にな る。

〈炉主〉の交代が無事終わると、神輿は全ていったんT府 に戻 り、いよいよ北港よ り迎

えた 「媽祖」及び鎮安宮か ら迎 えた 〈五年王爺〉を送 り返すのみとなった。T府 か らは村

内放送 を使 って14日 にお迎えに参加 した人は馬鳴山まで送 りに行 くのが礼儀であると呼び

かけがなされためか、〈随香〉す る村人の数は、迎えたときよ りむ しろ多 いくらいであった。

「媽祖」及び 〈五年王爺〉の神輿 、及び 〈随香〉す る人々は、T府 か らまず徒歩で隊列は

大通 り沿 いにあるS村 のはずれの中学校 まで練 り歩いた後、「温府王爺」、「項王」、「観音

仏祖」および 〈随香〉 しない村民などの神輿 に見送 られた。中学校で これ らの神輿や人々

に別れ を告 げた後 、 トラック、 自家用車 、バスな どに分乗 した隊列は、北港、鎮安宮の順

番で、神像 を返納 し、帰途につ いて、〈五年大科〉の全ての行事が終 了した。

4.3.「 祈安清 〓」

前章で記述 したよ うな 〈香庄〉 による 〈五年王爺〉の勧請、巡境 は、寅 ・午 ・戌年の主

に農暦9、10月 に行われる。参加する 〈香庄〉は1990年 時で二百五十余村に及んでいるが、

その多 くは10月15日 前後 に巡礼団を組んで鎮安宮 に押 し寄せて くる。 こうした巡礼活動

の後、大祭典の最後 を締め くくるのが、月末に行われる 「祈安清 〓」である。



台湾 における 「〓」

「祈安清〓 」とは、多種類の 「〓」のうちの一種である。「〓」の歴史は大変古 く、時代

によって儀礼 の 目的や方法は異なっているが、現代台湾では、ある地方 が 〈神〉の守護 を

期待 して願掛 け(「 下願」 という)を したことによって、〈神〉か ら地域 の平安を もた らさ

れた ことへ感謝 し、願 ほどき(「還願」という)を す るために行う大規模 な祭典を指す(劉

枝萬 1983b:1-7)33。 劉 によれば、「〓」 にお いて重要なのは、〈神〉 の降臨を賜 り、福を

願 う事であるが、 これは供物を捧 げ、〈神〉を饗応す ることによって得 られ る、と考 えられ

ている点である。 この際、祭 が 「〓」 として成 り立つ には、道士を招 き、道場 を設 け、道

教科儀(道 教 の規範 と儀礼)を 伝統的なプ ロセスに従って しきた り通 り順序 良く実行 し、

時間 も一昼夜以上か けることが必要 とされる。つま り、道士が介在 した しきた りにのっと

った儀 礼 を行 う ことが 、一般 の人 々だ けで行 う儀 礼 との大 きな相 違 で あ る(劉 枝萬

1983a:389-406)。 また、このときに道士が勧請 した り加護を請い願 う相手は、「三清」、「玉

皇上帝」「紫微大帝」などをは じめ とす る職能者 としての道士達が奉祀す る 〈神〉であ り、

地域で祀 られている 〈神〉ではない。つま り、「〓」 とは、地域の廟が主催す る儀礼ではあ

るが、直接的に儀礼を執行す るのは道士である し、そ こで儀礼によって展開 される世界は、

道教 のコンテキス トにのっとった ものである。

さて、 「〓」 と一 口に言 って も、実 際 には様 々 な種 類 の ものが ある。 台湾 にお いて 最 も一

般 的 な 「〓 」 は 、鎮 安宮 も行 って い る 「祈 安清 〓」、 ある いは 「清 〓」 「平 安〓 」な どと呼

ばれ る 「〓」 で あ る。 台湾 で は 「祈 安清〓 」 とは、地 域社 会 に何か 不 吉 な事 が 生 じた場 合

に 、 〈神〉 に懇 願 して解決 して も らい、 も しも霊験 が あった とき に感 謝 の気 持 ち を表 す ため

に行 う盛大 な 祭 典 で あ り、 この とき 同時 に未来 の地 域 の安 寧 も祈願 す る 事 を 目的 と して い

る。っ ま り、 「許願 祈 神 」と 「謝 願酬 神 」の二 つ の意味 を持つ(劉 枝萬 1983a:390、1983b:1-7)。

元 来 は地 域 に 問題 が起 きて それ を解決 して も らった とき に行 うので ある か ら、 「〓」は不定

期 的 な もの で あ るが 、馬 鳴 山 の よ うに足 掛 け五 年 に一 度 、 と言 った具 合 に定期 化 され て い

33 劉 枝 萬(劉 枝 萬 1983b)に よれ ば、 「〓」 の変 遷 は、次 の四つ に区分 で き る と言 う。第

一期 で は、 「〓 」 は古 代 の祭儀 で あ り、 そ の 目的 は天 神 を祭 祀す る こ とで あっ た。 第二 期 、

即 ち漢 末 の道 教 成立 以後 、 「〓 」 は夜 間に露 天で 天神星 宿 に供 物 を捧 げ、災 い を祓 い、福 を

祈 る もの とな った 。第 三期 は、 唐代 か ら明代 までで 、僧侶 や道士 が壇 を設 け、祈 祷す る事

を指 して いた。 第 四期 が 、 上記 の今 日の台湾 で行 われ る 「〓」 で ある。 しか し、 この よ う

な 区分 は あ ま りに単純 で あ る、 とい う批 判 も有 る。例 え ば、康豹 1997:90-91参 照。



る場 合 もあ る34。

この他 には 、 廟や 公共 の建造 物(橋 梁 、道 路 な ど)な どが 落成 した 折 に行 う 「慶 成 〓 」、

「〓」 の中で も最 も格 式が 高 く盛 大 な 「羅 天 大 〓 」、瘟 疫 を駆逐 す る 為 に行 う 「瘟〓 」(あ

る いは 「王 〓 」、 「王 船 〓 」 と も言 う)、 「水 〓」 「火 〓 」 な どもあ る35。

鎮安宮の 「〓」

「〓」の祭典は、道教の祭神儀礼であ り、一般信者がなかなか見 る機会がない事や、機

会があってもなかなか儀礼の詳細な意味まで理解す るのが困難なために、一般庶民が 「〓」

に対 して抱 くイメー ジは、道士の祭祀挙行 の 目的 と微妙にずれを見せている。 これは祭祀

の対象となる 〈神〉の違いに表れる。 というのも、「〓」は基本的には道士がまつっている

天神地祇及び儀礼を行って いる地域の 「城隍神」、「土地神」などを対象 としてお り、その

他 の一般庶民が奉祀する 「媽祖」や 〈王爺〉な どは、廟の中に設け られる〓 壇に安置する

事 は出来て も、厳密 には これ らの 〈神〉は 「〓」の儀礼を見るだけであって、道士 はこれ

らの 〈神〉を祀っているわけではない。道士にとっては、「〓」の挙行 は、その 「〓」を行

う廟において まつ られている 〈神〉 の種類 とは必ず しも関係はない。一方、一般の信徒 に

34 屏東県東港で行 われる 「〓」や台南県西港で行われ る 「王〓 」は、三年に一度定期的に

行われる(康 豹1997、 劉枝萬 1983b:285-402参 照)。 しかし、不定期 に行われる場合 も

ある。た とえば、台南市 において 「広沢尊王」 と 「小城隍」をまつる鳳山宮では、1988年

に初 めて 「祈安慶成〓」を挙行 した。 この廟が管轄 している信者の境域内で事故や災害が

頻発 したため に、広沢尊王の託宣によって、「〓」を行 って事故の原因をなす と思われる亡

霊 を追 い払い、境域 を清める事 になった という。 この廟がいつ創建されたかは不明である

が、伝承によれば、「小城隍」は、鄭成功の入台よ り前に台南でまつ られていた らしい(古

家信平1999)。 このケースは、何か 「〓」を行わなければならない理 由があったときに行

われる不定期 の 「〓」である。

35 劉枝 萬(1994a:38-40)に よれ ば 、「〓」 は、次 の12種 類 に分類 で き る と言 う。1.平

安 〓(地 方 の平 安 と厄除 けのた め)2.瘟〓(王 〓 とも言 う。疫病 神 の放 逐す る)3.慶

成 〓(廟 の新 築 や 大規模 な修 築 が 完成 した時 に行 う)4.火〓(大 火 災後 、火 王神 を放逐

して 厄祓 い し、罹 災者 の供養 をす る)5.水 〓(水 死者 の出た水 害 を鎮 め、 水死者 を供 養

す る)6.祝 寿 〓(廟 の 守護神 の誕 生 日を祝 う)7.海 〓(台 風 ・津 波 の被 害 を鎮 め、航

海 安全 を祈 る)8.春 秋 〓(春 秋 に豊 作 を祈 る)9.開 光 〓(新 しい神 像 の 開眼 の祭 に行

う)10.船 〓(航 海 の安 全 と大漁 を祈 る。船 中 で行 う)11.牛 瘟 〓(牛 疫流 行 時 に行 う)

12.雷 公 〓(雷 よ けの ため に行 う)た だ し、10以 下 は、 現在で は廃絶 した と言 う。 現在見

られ る 「〓 」 は、 ほ ぼ1か ら4に 限 られ る。 しか も、2や3の 「〓 」 が行 われ る時 も、1

の 「〓 」 の中 間 に挟 み込 まれ た り、1の 後 につ けた され た りしてい る とい う場合 が多 い。

つ ま り、1が 最 もス タ ンダー ドか つ ポ ピュ ラーな 「〓」 であ る。鎮 安宮 の場 合 に も、1990

年 は1に2の 一 部 が付属 した形 、1998年 は1に3が 挟 み込 まれた 形式 を とった。



とっては、彼 らが 日頃か ら奉祀する 〈神〉の恩沢を謝 し、更 なる加護 を願 うことの一環 と

して、機をとらえて 「〓」 を挙行す る。このことによって、地域 に、よ り一層の平安が訪

れることを願 う。鎮安宮の場合 には、その 〈神〉とは、〈五年王爺〉である。また 「〓」と

いう機会 をとらえて、 〈五年王爺〉のみな らず信者それぞれが奉 じる様 々な 〈神〉の霊力の

強化 も祈願する。

道教の文脈 における 「〓」 と、道士 に祭儀の実行 を依頼する廟の主宰者や一般の信者た

ちの経験す る 「〓」 における解釈 の違 いは、この他 にも様々な面 に見 ることが出来 る。附

録IIIは鎮安宮 の管理委員会が 中心 とな って結成 して いる建〓準備委員会が、1990年 に全国

の信者達に 〈五年大科〉への参加 を促す為に作成 し、主 に 〈分霊〉廟や、委員が事前 に参

加を呼びか ける為 に訪問する相手な どに配布 した案 内状である。そ こには、まず始めに 「〓」

を行 う意義が述べ られている。それ によれ ば、三つの意義が読み取れ るが、そ の第一は、

「〓」を行 う事によって人々に善い行 いをして地域に福をもた らし、国家に貢献すること

を勧めること、第二に護国 の英霊 を慰め、身寄 りのない魂 を済度する こと、そ して第三 に

よい天候 と国家 人民の安泰 、六畜がた くさん増 える ことなどの天の恵み を願 い、それ らを

天か ら賜 ることとな っている。即 ち、主宰者側か らの認識 としては、天の恵み に感謝する

ことだけではな く、む しろ人々の教化や国家に貢献 して亡 くなった人の慰霊などを強調す

る ことな ど、む しろ 「〓」 に対 して社会的な意味付 けを付与 させようとしていることが注

目される。また、附録IVは1998年 の台中の道士 が中心 になって行われた 「〓」の場合の案

内状であるが、そ こにも 「〓」を行 う意義 としてほとん ど同様の文章が記載されている。

また、道士 による 「〓」の位置付 けと、一般信者 との位置付 けとの違 いを物語 るもう一

つの例 として、 ここで特記 してお きたいことは、正殿で廟門を封鎖 して道士の主宰による

「〓」が行われていた とき、それ と平行 して、後殿において在家の仏教信者 による読経が

行われた点である。1998年 の時には、階上の皇宮殿で行われた。鎮安宮 には、1988年 に成

立 した在家の住民が組織 した読経団があ り、そのメンバー達が、「〓」の行われた農暦の十

月二十七 日か ら二十九 日にかけて、儀礼を行った36。読経団が公開 した儀礼のプログラムは

36 在家の仏教信者が自発的に開いている読経会 の参加者 の多 くは女性であることが多 い。

鎮安宮の場合、読経団 には主に鎮安宮付近の在家の女性が参加 してお り、仏教経典を定期

的 に勉強 している。発足当初は 「老師」と呼ばれる男性の在家の指導者がいて、参加者は

彼 に仏教 を習 っていたが、98年 に再訪 した時には既 に物故 してお り、その後は新たな 「老

師」を招かず に、信者同士が集 まって自習 して いる。台湾では、民間信仰の廟に観音菩薩

などの仏教的な神像 を安置 し、そ こで在家の仏教信者が読経会を自発的に開いて いること



表7の とお りであるが、「発表」を行って儀礼 の開始を仏 に告 げ、次 に仏 を丁重にお迎え し、

読経 を行 った り供物を捧げた りし、最後 に 「普施(普 度)」 を行うなど、基本的な儀礼の構

造 は、後述する 「〓」の場合 とさほど変わ らない。 このよ うに仏道両形式 による祭典の同

時挙行が台湾 において どの程度普遍的に見 られ る現象であるのかは、筆者 には不明である

が、劉枝萬 は、 「〓」において施餓鬼だけ特に僧を招 き、道士 と同時 に同 じ広場で両壇 に分

かれて儀礼を行 う地方 もある、 と述べている(劉 枝萬 1994a:231)こ とか らも、必ず しも

特殊な事例ではないと思われ る。劉枝萬 は、 この理 由として、民衆は中元節な どの施餓鬼

の機会に、仏僧 を招 いて儀礼 を行 うことにな じんできたため、道教的な普度には違和感を

覚える場合が多 く、民衆 に安堵感 を与えるために、「〓」であっても仏僧 を招 くこともある

という(劉 枝萬 1994a:231)。

いずれ に して も鎮安宮では、道教の儀礼 と仏教の儀礼が同時に行われ ることに違和感は

な いよ うに見受け られた。 どち らの形式であって も、鎮安宮の 〈五年 王爺〉の祭を盛大に

挙行 し、地域の安寧や人々の平安がもた らされる限 り、両者の間 に衝突は起きないようだ。

ただし、双方の儀 礼は、同 じ日程で、また同 じ廟の中で行われているものの、両者 の間に

は、全 くと言 ってよいほど相互関係 は見 られない。それぞれが儀礼 を行 う場所 を分け、ま

ったく別個 に儀礼 を行っていた。

さて、既に述べたように、道教 の 「〓」の儀礼執行 には、〈司公sai1-kong1〉 と呼ばれる

道士の関与が不可欠である。 しか し、どの道士に儀礼 を依頼するか については比較的融通

性 があるよ うで ある。また依頼 した道士によって、儀礼のプログラムや内容は異なってい

る場合がある。筆者が参加 した1990年 の場合には、台南 の道士が請け負 っていた。彼は、

その前の86年 、その後の94年 も鎮安宮の 「〓」を執 り行った。 しか し、98年 には、彼が

年 をとったため、〈五年王爺〉の 〈〓〉の決定 に基づいて、彼 に替わって台中の若い道士が

依頼 を受けた。前任者 と台中の道士では、所属 して いる派が異なっていたため、儀礼のプ

ログラムの組み方や 日数、内容は異なるもの となった37。しか し、依頼す る廟の委員会関係

が 少な くな い。観 音 菩薩 や 仏教 と女 性 との関係 につ いて は、 三尾(1998b)参 照。

3798年 の 〈五 年 大科 〉の行 事 を請 け負 った 台 中の道士 は、自分た ちが 属す る のは 「正 一 派」

で あ り、台 南 の道 士 は 「霊 宝派 」で あ る、 と語 った。 しか し、劉枝 萬(1994a:179)に よれ

ば、 「霊宝 派」 とい う派が 実在 す るか どうか は疑 問で あ り、 しば しば北部 の道 士が 南部 の道

士 に対 して蔑称 と して使 って いる とい う。 台湾 の南部 即 ち濁水 渓以 南 の道士 は 、 〈烏頭 司公

o・1-thau5-sai1-kong1〉 とも呼 ばれ 、 「救 生(あ るいは度生)」-即 ち神 に対 す る吉事 に属す る

儀 礼 、人 間 に対 す る加 持 祈祷 の法 術-の みな らず 、 「度 死 」-即 ち葬 式や 「做 功徳 」 とよば

れ る追 善 供 養な どの死 葬儀 礼-を 専 門 にす るが 、北 部 には 、 〈紅 頭 司公ang1-



者 によれば、道士の派別は選定 の条件にはなく、一定の金額の中で、遺漏や トラブルな く

儀礼が進行す ることが重要な ことであるとのことで あった。つま り、道士 による儀礼 のプ

ログラムの違 いは、儀礼の行われ る目的や期待され る効果 を左右するとは考 えられて いな

いよ うだ。「〓」の儀礼を実際に目にすることが出来 る人はごく限 られた人であること、ま

た儀礼の内容は非常 に複雑で、見ているだけでは何が行われているか一般の信者には理解

しにくい こと、また道士の側 も儀礼の場に線香 を捧 げもって参加 して いる人々に対 して、

儀礼の意 味をわ ざわざ説明することが無い こと、な どか ら、信者たちが道士の行 う儀礼 の

適切さを判断す る基準 も明確 にはな りえないようだ。

そ こで、本論 では、鎮安宮では台南の道士の方が何度 も儀礼 を行 ってきたと言 う点でど

ち らか というとな じみのあった道士であったと思われるので、1990年 の祭を中心 に記述 し

て行 く事 とする。

鎮安宮で行われた 「〓」は、正式には 「金〓三朝祈安清〓」 という。 「金〓」とは、金色

の 目録 とい う意味であるが、先行研究によれ ば、 この 目録は想像上のものであり、天 に関

わる 〈神〉の名前の他 、天 に対 して向け られた道士や民衆 の功徳の量が記録 され るものと

考 え られているという(丸 山宏 1994:272)。 「金〓」のつ いた儀礼は、天に働きか ける目

的をもち、清法 に属す る。 「清法」 とは、肉食 を避け、心身をきよめる ことによって、 自然

の清 らかな気が上昇 して形成 された天 に働きか けることを意味す るという。天 には道教の

高い位 の 〈神〉が官僚組織 を形成 してお り、道士はその末端の官僚 として、村の安泰 を願

う(即 ち、 「祈安」)文 書 を整 えて、天神に奏上 し、裁可を得る役割 を果たす という(丸 山

宏 前掲書:272)。

thau5-sai1-kong1〉 と呼ばれ る 「救生」のみに特化 した道士がいる。98年 の 〈五年大科〉の

行事を請 け負 った台 中の道士 も、「救生」のみを専門としていた。地理的な ことを考 えれ ば、

鎮安宮のある一帯は 〈烏頭司公〉の地盤であるはずで、台南の有名な道士 に依頼 していた

のも、旧来の慣習 に沿った ものと思われる。鎮安宮の信者の全国化に伴ない、依頼す る道

士 について も地域性はあま り考慮の対象にな らな くなってきたものと推察される。ただ し、

道士の分類や、法師 との区別、 自称 ・他称は複雑に入 りくんでお り、ここで筆者が紹介 し

た説明 と異なる説 もみ られ る。詳 しくは、古家信平1999を 参照の こと。鎮安宮の儀礼に

関 しては、道士の派系 による違いの他、1998年 の儀礼が90年 の儀礼 と大きく異なった点

が、「慶成科」の儀礼 を盛 り込んだ事である。 これは、廟の建物の落成時な どに行 う 「〓」

であ り、通常の 「祈安清〓」の中に挟み込まれた り、後ろに付 け加え られた りする。鎮安

宮 では、ちょうど廟の前 の池 を埋めたてて大きな公園を作って初めて迎えた 〈五年大科〉

であったため、 この儀礼を付加 したよ うだ。



また、「金鎌三朝祈安清酢」の 「三朝」とは、三 回朝を迎える 「〓」の意味である。だが、

附録Vに よれば、プログラムでは 「〓」は第一 日目か ら第五 日目となって いる。第一 日目

は、夕方か ら始ま り、第五 日目は夜が明ける前 に終了するので、矛盾はないが、劉枝萬に

よれ ば、最初 に行 う 「発表」 と 「啓請」 は必ず縁起の良い時刻を選んで行わなければな ら

ない為、発表が初 日の行事であるにもかかわ らず、 これだけ前 日に回される こともあると

のことで、公式 的には、第一 日目と第二 日目は、同 じ初 日として数えるのが正 しい という

(劉 1983a:543)。 また、プ ログラム上五 日目の儀礼 となっているものは、四 日目の夜半

の儀礼か ら連続 して行われて いる。 しか し、 ここでは、プログラムの記載 に従 った 日数の

数え方 を用いることにする。

本論 は、「〓」についての儀礼論を行 う事が目的ではないので、プログラムや儀礼解釈の

検討 には深入 りせず、 ここでは道士 によって認識 されているところの儀礼の基本的な構造

のみを提示 してお こう(以 後文中で示す番号(No.)は 、附録Vの 道士 の作成 による儀礼プ

ログラムの番号 を示 している)。 「〓」の儀礼は、基本的 には、外部か ら遮断された廟の内

部 に設け られた道壇で行い、廟の外側で行われ る儀礼 は多 くはない。それ故、以下 では特

に断 らない限 り、儀礼は廟内の道壇で行われているものとする。また、「〓」の空間構成に

ついての詳細 は、次項で、参加者のカテゴリー との対応関係 を考察す る中で、詳述す る。

「〓」は、既 に述べ たよ うに、ある地方が 〈神〉の守護を期待 して願掛 けを し(許 願祈

神)そ の ことによって 〈神〉か ら地域の平安 をもた らされたことへ感謝 しての、願ほどき

をす る(謝 願酬神)一 連の儀礼である。そ こで、まず 、天上か ら丁寧に道教の 〈神〉 を招

き降 ろして こなければな らない。初 日に行われる 「発表」 と 「啓請」(No.3,5,6)が これに

相当する。奏楽担 当の道士 たちの打ち鳴 らす銅鎌や太鼓(No.1-2、 「起鼓」ともいう)の 後、

道士達が儀礼で用 いる法具や文書、参加者の式服などを清めた後、「発表」 と 「啓請」が行

われ る。「発表」によって、 〈神〉に表章を送 り、「〓」への招待 をし、「啓請」によって、 〈神〉

を出迎 えるという。また、 「張天師」や 「玄天上帝」、「山神」や 「土地神」38などの 「開光

点眼」(No.4)を 行 うのも、張子の像 に諸 〈神〉 の来臨を願 い、 〈神〉の魂 を像 に込める儀

礼である39。「張天師」 と 「玄天上帝」については、道士の師聖 として特 に仰がれて いる為

38 「山神」や 「土地公」は、〓 場に邪鬼が侵入するのを防 ぐ役割 を担 う 〈神〉。詳細 は、注

49 も参照の こと。
39 実際には、「山神」や 「土地神」などの廟の外側 に置かれた 〈神〉の像の 「開光点眼」は



に、 こ の と き だ け で は な く 、様 々 な 儀 礼 の始 ま りに は 必 ず 拝 礼 して 来 臨 と加 護 を希 い

(No.25,32,36,43)、 儀 礼 の 終 了後 に は感謝 の参 拝 を繰 り返 す(No.29,36,40,46,71)。

諸 々の 〈神 〉 を招 き降 ろ した後 、 「〓」 の意義や 日時参 加す る人 員、儀 礼 の 内容 な どを招

き出 され た 〈神 〉 に明 示す る為 に、 廟 の内壇 の出 口の あた りに、 「榜」 が貼 り出 され 、 「〓」

の 開始 が文 章 に よ って 通 告 され る(「 懸掛 金 榜 」No.10)。 この 通告 とい うの は 、 天 上 の

〈神 々〉 に向 けて 告 示 され る も ので あ るが(Lagerway 1987:6]-64)、 道 壇 の 外側 のち ょう

ど 〈斗首 〉 等 が 出入 りす る入 り口の近 くに張 り出 され る こ ともあ り、信 者 達 に とって も目

に しや す い もの で ある。 鎮 安宮 の場 合 にも、 「榜 」 には 〈斗首 〉 と して 〈五股 〉 の 村落 の名

称 、 村長 名 、鎮 安 宮 の 委員 た ちの 名前 が入 って い るの で、多 くの人 が足 を止 め て 、確 認 し

て い た(附 録VI参 照)。 道 士 の儀 礼 で 、しば しば 同内容 の 〈疏文 〉も読 み上 げ られ るよ う に、

「榜 」 や 〈疏文 〉 によ って 、 どこの地 域の信者 た ち が 〈神 〉 の加護 を願 い、 〈神 〉 を招 いて

い るのか が繰 り返 し、 強 調 され る。

「〓」で は 、 さま ざ まな 〈神〉 が招 かれ るが 、 〈神 〉へ の感謝 や更 な る加護 の祈 願 を伝 え

るた め に重 要 な儀 礼 は、 天 の最 高位 の 〈神 〉 で あ る と ころの玉 皇上 帝 に まみ え る ことで あ

る。 そ れ ゆえ 、台湾 で は 「〓」 にお いては必 ず 『玉皇 経』 が唱 え られ る。1990年 の鎮 安宮

の 「〓」で は、二 日目の午後 に 『玉皇 経 』が読 まれ た(No.17,18)。 また、 この 日の晩 に は、

「分 燈 」か ら 「鳴 金撃 玉 」 に至 るまで の一連 の儀 礼(No.21-24)が 行 わ れた 。 この部 分は 、

道 教 の文 脈 にお いて は 、最 も重要 で 重厚 な儀試 の ひ とつで あ り、宇 宙 の創 造 を象徴 す るパ

フォー マ ンスで あ る と言 う(康 豹 1997:108、Schipper 1975)。 「分燈 」で は 、廟 内 の一切

の 灯火 が す べ て消 され た後 、 一 人 の道士 が た い まつ に清浄 な火 をつ けて 内壇 に入場 し、三

清 燈 に点 灯 した後 、他 の道 士 た ち め いめ いが持 って いた た いまつ に火 を移 して か ら廟 内 の

蝋 燭 に火 をつ けて い く。 次 に 、廟 内 の 「三 清壇 」 の前 、 つ ま り科儀 を行 う儀 卓 に掲 げて い

た 「闕」の字 が書 か れ た御 簾 が徐 々 に巻 き上 げ られ 、道 士 たち は、正 式 に玉皇 上 帝 に まみ

え る こ とにな る(「 捲 簾覲 帝 」)。4日 目 には、道 士 は再 び玉 皇 上帝 に拝謁 す る(登〓 拝表

No.53お よび 、52,54)が 、 この とき には、表文 を上 呈 し、鎮安 宮一 帯 の信者 が 恭 しく玉皇

上帝 を祀 って きた こ とを報告 し、今後 も引 き続 き恩 沢 を与 え て いた だ ける よ う に願 う。 「登

〓拝 表 」 は 、廟 の 外 の 「大戯 台 」 で行 われ る為 に、 斗首以 外 の一般 の信 者 も見 る こ とが 可

能 で あ る。 この とき には 、道 士 らは、 高 い下 駄 をは き、黒 い傘 を さ し、体 の何 箇 所 か に護

2日 目の朝 、No.9の 終 了後 にお こな われ た。



身 符 をつ け、浄 水 を振 りか けて か ら、祭場 とな った 「大戯 台 」 に上 が っ て い く。階 段 の一

番 上 には 、香 炉 が 置 かれ て あ り、 それ を跨 ぐよ うに して体 を浄化 す る 。 これ は 、道士 が天

地 の穢 れ を遮 断 して 、清 浄な 姿 で 〈玉 皇 上帝 〉 らを拝 す るた めだ とい い 、一 般 の信者 に と

って も、 玉皇 上 帝 へ の拝 謁が 、非 常 に清浄 な 状態 で 行 われ な けれ ば な らな い ことが 目に見

え る形 で理 解 され る。 道士 は台 上 に上 が る と、下 駄 を脱 ぎ布靴 に履 き替 え 、傘 を閉 じる こ

とが で き る。 続 い て 、浄水 を各 自で 振 りか けた廟 の委員 た ちや 〈斗 首 〉 等 を台 上 に上 が ら

せ 、線 香 を持 って礼 拝 させ 、ま た台 の下 へ下 が らせ る。 なお 、 「拝表 」 に合 わ せて 、 〈五 股 〉

の村 の各 戸 にお い て も 〈拝 天公 〉 を行 う事 にな って い る。 つ ま り、 「〓」 を行 って いる廟 に

属 して い る家 は、 廟 での 「拝表 」 にな らい 、須 ら く同様 に 〈天公 〉 を祭 祀 す る。

「〓」 で は、 この よ うに天 上 か ら 〈神 〉 を招 き、 また玉 皇上 帝 に拝 謁 して 、地 域 の 平安

を祈願 した り感 謝 す る様 々な儀 礼 が行 わ れ る。 そ こで 、 こ うした儀 礼 の合 間 には、 儀 礼 を

行 う場 を 〈神 〉 を迎 え る にふ さわ しい場 所 とす るた め に、道 壇 を浄 化す る儀 礼 を行 っ た り

(No.26-28)40、 〈神 〉 の加護 を感謝 し、更 な る加 護 を祈 願 す る こと を可視 化 す るた め に、

一 日に何 度 も様 々 な供 物 を捧 げ る儀 礼 が 行 わ れ た りす る(No .14,15,33,39,44,45,55,56)。

捧 げ られ る もの は 、線 香 、花 、蝋 燭 、お 茶 、酒 、 ご飯 、饅頭 、果 物 、 法水 、財宝(金 銀、

宝 石)な どで あ る。 また 、衆 生 の災 い を流 し、福 を招 く事 を祈願 して 、随 所 で経 が 唱 え ら

れ る(No.35,41,51)。

と ころが 、 「〓」 の儀 礼 の プ ログ ラム を詳細 に考 察 す る と、 「〓」 で は 道教 の 各種 天神 地

祇 を祭 祀す る以 外 に 、 も うひ とつ重 要 な機 能 と して 〈鬼 〉 に対す る供 養 とい う側 面 が あ る

ことに気 が つ く41。1990年 の鎮 安宮 の儀 礼 で は、例 え ば、第二 日目の夕 方5時 頃か らお こな

40 例 えば、「禁壇」、「宿啓」は、〈鬼〉を駆逐する儀礼である。虎の衣装をまとい 〈鬼〉の

お面 をかぶ った 「命魔」が、符の張 られた香炉を奪お うとするのだが、道士に阻 まれ、っ

いには香炉を放棄 して逃 げ出す。〈鬼〉 を駆逐 した後は、道士が鬼門をふさいで、〈鬼〉を

完全に追い出すのである。 また、五方の聖なる気か ら出来ている 「真文」 を安置 して宇宙

の再生 をはかる。 これ らのパフォーマ ンスは、長 い読経や、複雑な しぐさ、歩行などが繰

り返される 「〓」の儀礼の中では、参加 している 〈斗首〉にとって も、大変 に理解 しやす

く、まるで演劇を見ているような印象を与 えられ る。 このためか、これ らの 「科儀」は、

道教儀礼 としては 「〓」の中で も予備的な ものであったが、一般の信者 にとっては現在で

は内壇 における 「科儀」のクライマックスのように考え られているという。しか し、「禁壇」

も、また 「鳴金撃玉」にして も、その本来 の意味は、より重要な 「科儀」の前触れとして、

道壇などか ら邪悪 な 〈鬼〉 を祓 い、浄化す ることであるという(大 淵1983:297)。

41 劉枝萬によれ ば、「〓」において行われる 〈普度(施 餓鬼)〉 は、仏教か らの模倣である

という。即ち、道教 の施餓鬼は、仏教の孟蘭盆の祭場の設備や儀礼 のや り方をまねて いる

とい う。 「釈教盗北斗、道教盗焔 口(仏 教は道教の北斗星礼拝をまね、逆 に道教は仏教か ら



われた 「水燈請孤」「引孤安座」(No.19,20)が これに相当する。「水燈請孤」では、〈五股〉

内の各村落で一つづつ作 った 「水燈」を、鎮安宮の前庭の先にある池(こ の池 は、98年 時

には公園に変って いてな くな った)に 流 し、川や海 で水難 に遭って亡 くなった亡霊達を招

いて くる。第四 日目の夕方4時 には、道 士達が、 〈普度〉を行 う為にしつ らえ られた大戯台

に現れ、〈普度〉儀礼が行われた(No.59,60,61)。 「大戯台」が、道士が 〈普度〉科儀 を執

行する 「普度坐台」 とな る。鎮安宮では、周囲 にめ ぐらされた堀に沿って 「燈〓(天 神 ・

地祇が降臨する目印となる旗)」 が立て られたが、それ らの前に板で臨時 に高さ1メ ー トル

く らいの 「孤棚(施 餓 鬼用の供物 を置 く棚)」 をつ くり、そ こに、「孤飯籠」を並べ、上に

三角形 の旗を立て、献 じた信者の名前を書き入れる。 これは、廟の委員が出すことになっ

てお り、一人が二籠を用意 し、 うち一籠には綜、 もう一籠 には餅菓子 の 「紅亀」 を山盛 り

にする。 またこの他 、お米や飲料が山積みされている。 これは、餓鬼たちに与えて満腹さ

せ るための食物である。

道衆 はまず張 り子の 「仏陀岩」42が置かれているところへ行って線香 をあげてか ら、「普

度坐台」の方 に向かうが、このとき、道士 は小旛 を持ってお り、それで餓鬼たちを召集 し、

浄化す る。道士たちは、「普度坐台」にあがると、孤魂に経を読んで聞かせ、説教 をしてか

ら、台上か ら饅頭やお菓子、果物、てんこ盛 りにした ご飯な どを投 げ、孤魂 たちに施食す

るのである(「巡筵 洒孤 」)43。

「施食」が終わる と、道士は 「牒」と呼ばれる文書 を読み、普度のための 「榜」(附録VII)

を剥が し、「寒林所」、 「男堂 ・女堂」な どの餓鬼が 〈普度〉にやってきた際のよ りしろ、「仏

陀岩」 とともに水辺に持 っていって焼却 した。

〈普度〉が終わると、「〓」の主要な 目的は達成されたことになる。後 には、今回の 「〓」

のために降臨 した 〈神〉へ感謝 して送 り返す行事(No.60)及 び、参加 した信者などの祈福

に関連する行事(No.64,66,72)を 残すのみ となる。

ただ、1990年 の場合 にこの他 に、プログラム には書かれていないが、廟の外の祭壇で 「和

施 餓 鬼 の儀試 を借 用 して、 あ い こにな った)」 と台湾 の道 土 は 自認 して い る とい う(劉 枝萬

1994a:231)。

42 「観 音菩 薩 」やそ の 化 身で あ る 「大士爺 」、 「天師」、 「北 帝」、印度 に取 経 にいった 三蔵 法

師 な どの張 り子 像 か らな る。 これ らの像 は岩石 を模 した 山のよ うな形 の 土台 の上 に立 て ら

れ て いる為 、 「仏陀 岩 」 と呼 ばれ る。大士 爺 は、 「〓」 の場 を鎮 守 し、諸 々の 〈鬼 〉 を監 督

す る(劉 還 月 1994b:123-125)。

43 上記 の施 餓 鬼 の趣 旨 は、道 士 、信 者 に共有 され て いる。 しか し、実 際 には、 台の 下 に信

者 た ちが群 が り、投 げ られ る もの を手 に入れ よ う と待 って い る。



瘟科儀」の中か ら、 「金〓 和瘟五雷神燈科儀」「和瘟正〓 科」がお こなわれた。 これ らの儀

礼の存在 は、おそ らく鎮安宮の 〈五年王爺〉が 「瘟神」 としての性格 を有 していることと

の関連を示す もの と考 えられ る。大淵 によれば、和瘟の儀礼は、「祈安清〓 」な どが終わっ

た後で行われるもので、「祈安清〓 」な どとは区別されるもので、独立 した 「〓」であると

いう(大 淵 1983:383)。 しか し、鎮安宮では、「祈安清〓 」のプログラムにも載せ られて

いな いことか ら、その扱いはかな り卑小化 されていると推測 される。また、鎮安宮では、

送王船儀礼 を行っていないため、 「和瘟正 」の締め くくりとなる、「船〓 科儀」は行わな

かった。

「〓」空間 と参加者の配置

以上、儀礼 を執行する職能者 が組み立てたプログラムにしたがって、道教儀礼 としての

「〓」儀礼の構造 と意味 につ いて記述 して きた。次 に、このような儀礼が行われ る空間に

ついて、主 に空間の区分によって儀礼に参加可能な信者が どのよ うに規定されて いるのか

を考察 しよ う。 どのような人々が どの空間 に入 る事ができるのか、また入るにあたっての

条件の有無を考察する事によって、鎮安宮 と社会 との関係性が見えて くると考えられ るか

らである。

既 に述べたように、「〓」にお ける最も重要な儀礼が行われたのは、廟の本殿の中である。

鎮安宮 の場合には、正面入 り口の門を閉め切 り、本殿内に神聖な空間を確保 している。本

殿の中の道場は、廟の奥の本来 の主神 を祀る神棚 を背 にした 「三清壇」 と、手前の廟門を

背 にした 「三 界亭」 に分かれている。 「三清壇」は、儀礼を行う最 も主要な場で、道教の最

高神である 「玉清 ・上清 ・太清」の画像(掛 け軸)を 掛けて、「三清宮」としている。また、

その両脇 には、 「玉皇上帝」の画像を掛けた 「玉皇天宮」、「紫微大帝」の画像 を掛けた 「紫

微天宮」を配 している。「三 清宮」の前の卓上には、〈斗燈〉が所狭 しと置かれている。そ

の前方に、狭 い通路 をはさんで、道士が儀礼 を行 う 「科儀卓」が置かれるのである。「科儀

卓」の両脇 には、天地水嶽な どの群神、高元帥などの監守役の 〈神〉の像が掛 け軸で掲げ

られる。

他方 、これ と向かい合 う形にな る 「三界亭」は、天地水三界十方 の 〈神〉の座である。

その斜め前方の脇 には、紙製の張子の 「玄天上帝」と 「張天師」の像が置かれている。「張

天師」 と 「玄天上帝」は道士か ら 「師聖」 と仰がれてお り、「科儀」のはじめ と終わ りには

道士が必ず参 拝す る。「張天師」 と 「玄天上帝」の任務は、道士たちが法事 を確実に行 って



いるかどうか を監視す ることと、〓場の安全を確保す ることだと言 う(劉 還月 1994b:110)。

既 に述べた ことだが 「〓」の期間 中、廟は外部か ら遮断され、神聖 な空間が作 られてい

る。側面 の入 り口は開けて あるが、本殿向かって左側の入 り口は道士 たちの部屋への出入

り口となるので、一般 の信者はほとん ど出入 りせず、右側の入 り口が信者や廟の関係者の

通路 となる。 中に入 る ことがで きたのは、廟の委員、後述す る 〈斗首tau2-siu2〉 の他に

は人類学者 を含め例外的 に許可された人 々のみであ り、 しか も、斎戒期間中に戒 を破 って

いる人は入場できない。1990年 の場合には、農暦10月25日 早朝か ら28日 早朝 までの三 日

間、1998年 の場合 には、農暦10月23日 よ り25日 まで、〈五股〉内のあ らゆる人 々及び 〈斗

首〉は肉食 を慎み、斎戒することが義務付けられた(附 録III、IV参 照)。 また、月経中の女

性 も入場できない し、靴や ベル トなどで皮革製品を身に付けている場合 には、事務所で布

靴や布のベル トに換 えてか らでな いと入る ことはできない44。このよ うに、本殿の道場は、

最 も厳しい禁忌が課せ られる場所であ り、一般信者が気軽に出入 りできる場所ではない。

道士や廟の委員以外で道壇に入ることが許される 〈斗首〉 とは、〈斗燈〉 を安置 している

人々である。 〈斗燈〉(写 真4参 照)と は、邪をよけ福を祈願するための道具で、樽状の 「斗」

と呼ばれる入れ物に米 を入れ、油燈(現 在は蓮の形をした蝋燭などを使用)、二本の木剣、鏡、

鋏、ものさし、秤、コイ ン、土、英盤など、厄を祓い福を呼ぶ ことを象徴する様々な器物を入れ

て供え、福を祈る。また、〈斗燈〉には、かな らずそれぞれの 〈斗燈〉を奉納 した人の姓名が

書かれた 〈斗燈籤tau2-teng1-chhiam1〉 が指 し込まれてお り、奉納者 は一 目瞭然となってい

44 劉枝萬 によれ ば、古代中国では、祭の際には穀物の他に生賛 を供 えていた。 しか し、唐

代以降道教では仏教の影響 を受 けて、一般 の祭 と「〓 」 を区別 し、「〓」ではなまぐさもの

を使用す ることが禁止 された。劉 によれ ば、今 日の台湾の 「〓」では、三清 には酒、茶、

餅菓子 、果物が供え られ、信徒 も 「〓」が始まる前か ら肉食 を慎む ことが求 められている

が、「拝天公(天 公 を拝む儀式)」 が終わると精進落 としとなるのは、古代の伝統的な習俗

と道教儀礼の折衷であるという(劉 枝萬 1983a:407-408)。 劉による一般論 と比較すると、

鎮安宮の場合には、斎戒 の期 間が更 に前倒 しされてお り、1990年 では 「拝天公」の前 日に、

1998年 は 「〓」その ものの前 日で斎戒期間が終わっている。 この理 由は不明だが、おそ ら

く 〈五股〉以外の外来の信者が 「〓」に参加するケースが増えたため、儀礼期間中斎戒 し

て いない信者の儀礼参加 を規制することが難 しくなったため と思われる。1998年 の 「〓」

では、1990年 と比べて 「台湾郷土文化」 として 〈王爺〉信仰が注 目されるよ うになってき

たため、作家な どが儀礼を参観す るケースな どにも遭遇した。信者ではないが鎮安宮 に興

味を持 って 「〓」に短 い時間参加する人の場合には、その直前に斎戒 している可能性は非

常に低いと言わ ざるを得ない。革靴や革のベル トのような 目で見てわか るものについては

規制しえて も、個人の胃の中までは規制できない。 このように、斎戒期間の変動か らも、

鎮安宮の存在が、地域社会に限 られていた状態か ら、よ り外へ開かれ たものとなってきた

ことの影響が推測 され る。



る。 〈斗首〉 にとっては、 〈斗燈〉を奉納 して、自己及び関係者の福を祈る ことが 「〓」に

参加す る重要な意義を持つ ことにな る。

〈斗首〉となる人の範疇はいくつかに更に細分化できる。1つめは廟の管理委員会関係者、

2つ めが 〈五股〉所属集落 の村長45、3つ めがそれ以外の 〈斗首〉である。 これ らの うち、

前二者 は 〈五股〉 を基盤 として選出された 〈五股〉信者の代表 と考える ことができる。 こ

れ らの 〈斗首〉名で出される 〈斗燈〉は、毎回の 「〓」 に必ず無条件で安置される固定的

なものである。他方後者は、資格制 限はなく、どんな人でもあって も廟が決めた金額 を出

して 〈斗燈〉 を出すな らば 〈斗首〉 になれ る。 このよ うに 「〓」への参加者 の分類 という

点か らいえば、その基本は 〈五股〉を基礎 として選 ばれた代表であ り、鎮安宮の 「〓」が

あくまで 〈五股〉を中心と して執 り行われている ことが読み取れる。

しか し、費用 という点か ら言 うと、また別の見方ができるのである。というのも、 〈斗燈〉

を安置する費用 は、〈五股〉の場合 には必要な く、委員や村長の場合 にも安めの値段が設定

されて いるが、一般信者の場合には多額の出費 となるか らだ。1990年 の場合、一般信者の

〈斗燈〉の値段は一万元 と二万元 の二種類であったが(附 録III参照)、98年 では最 も安いも

ので二万元、その次が十九万六千元、二十三万二千元… と 〈斗燈〉が大きくなるほ ど値段

が高 くな り、最 も高 い 「総主首斗」 と呼 ばれる 〈斗燈〉では九十六万元が設定 された(附

録IV参 照)。 このよ うな高額の 〈斗燈〉を出す信者は多 くが馬鳴山鎮安宮か らの 〈分霊〉廟

あるいは く交香kau1-hiuｎl(相 互に往来関係がある)〉 廟の信者であ り、台北や高雄な ど

遠路遥遥神像 を携えて参加する人が多い。つ まり、祭 りの構造的な基盤は、〈五股〉組織に

あるが、祭の財政的な基盤を支 えているのは、外地か らやってきて高いお金 を払 って 〈斗

燈〉 を手に入れる人々なのである46。

鎮安宮の 「〓」の構造的な理解、 という点か ら言 えば、〈斗燈〉という装置一つか ら我々

は、領域的な祭祀 と個人 による参加を許容する祭祀の二つのあり方を見 る事が出来よ う。

つ まり、一方では、必ず く五股〉、〈五股〉の所属村落、〈五股〉を基礎に選出される委員た

ちの 〈斗燈〉が安置 され、 これ らを通 して、領域内の厄祓 いと招福 とが祈願 される。 しか

し、他方では、〈五股〉に関わ らない人々にも鎮安宮の 「〓」は開かれてお り、定め られた

45 村長は、行政上の村長である場合 もあれば、行政村落に属する一部の自然集落が単独で

一単位 ととなって いる場合には、行政上 とは関係のな い在地の有力者が村長 として村の代

表 とな って いる。
46 98年 に 「総主首斗」となったのは、嘉義県長であった。彼 は、選挙の当選 を 〈五年王爺〉



多少高額のお金 を納めれば、 〈斗燈〉を通 して、自らの平安 を祈願す る事 も可能なのである。

しか し、台湾では、あ らゆる 「〓」で、鎮安宮のように台湾全土の誰で も望めば 〈斗首〉

になれるわけではないよ うだ。1960年 代に調査を行った劉枝萬の報告 によれば、台北県の

樹林鎮で は、 〈斗燈〉を得る資格のある人は、廟の周囲の地域に属す る信者 に限 られていた

(劉枝萬 1983a:503)。 樹林の場合、現在で も同様のや り方を行 っているか否かは不明だ

が、当時は、廟が地縁性を持って いる ことが、即ち 〈斗首〉の資格 に反映 していた。他方、

鎮安宮同様、全台湾 において有名な屏東県の東港東隆宮では、康豹が1988年 に論査 を行 っ

た 「〓」の場合 、〈斗首〉にな るにあたっては、全く何 の資格制限 もなかった という。 〈斗

燈〉の種類は、8種 類 に分かれ、二万元か ら三十万元 までのランクが設定され、〈斗首〉の

人数は全部で268名 であった(康 豹 1997:94-95,216-22D。 おそ らく、東港や鎮安宮の

ように、信者の範囲が伝統的な地縁的な範囲を超えて広がって しまって いる場合に は、 〈斗

首〉の資格 にも地縁的な制限を設 ける必然性が失われているものと思われる。

さて、道壇 内の空間配置 において もうひ とつ注意すべきなのは、道教の諸神 の張子像 あ

るいは掛 け軸 の後方に設 けられた階段状の棚 に安置 された 「鑑〓 」する神像である(写 真

5参 照)47。 既 に述べたよ うに、「〓」は基本的 には道士が まつっている天神地祇 を対象 と

してお り、その他 の一般庶民が奉祀する諸々の 〈神〉 は、廟の中に設け られる〓 壇 に安置

す る事 は出来て も、厳密にはこれ らの 〈神〉は 「〓」の儀礼を見るだけであって、道士が

これ らの 〈神〉を祀って いるわけではない。 しか し、「〓」の挙行 を道士に依頼 した廟の側

にとって は、これ ら一般庶 民が奉祀す る 〈神〉の像 も非常に重要な儀礼の"参 加者"で あ

る。「鑑〓 」とは、神像が 「〓」の祭 りに参加することであ り、そ の目的は廟内の 〈神〉だ

けではな く、よ り多 くの 〈神〉が 「〓」に参集す ることによって、共 同 して地域の平安を

祈 る事 と考 え られているようだ。 また、道士が遺漏な く科儀を行っているか を監視す る。

更に、廟 に神像 を預ける側が期待す るのは、自分の祀る神像を 「〓」に参加 させる事 によ

って、その神像が福分けに預か り、霊力を強化 させる ことである(劉 還 月 1994b:86、 康

1997:95も 参照)。

鎮安宮の場合、「鑑〓 」 には台湾全土のいかな る神像が参加する事 も可能である。 また、

に祈願 していたので、その御礼 として 〈斗首〉 になったので ある。
47 正殿 内に入 りきらな いものは、その外の事務室 との間の通路や二階 にも雛壇が作 られて、

置かれて いる。



神像以外 にも、付属の令旗な どの法器 も一緒 に預 ける事ができる。その費用 は、神像の場

合1990年 、1994年 は、600元 であったが、98年 は1000元 に値上げされた。 「鑑〓 」におけ

るこれ らの神像の参加が、廟にとっての重要な収入源 と成っている事は既に述べたとお り

であ り、 この意味で、 「鑑〓 」の重要性は、道士 と廟の運営者 との間では大 きく異なってい

る。

「鑑〓 」する神像が どこか らや って くるのか という問題は、廟が地縁的な性格を持 って

いるのか、超域的であるのか、を知 る一つの 目安 になる点で注目すべ きである と考え られ

る。劉枝萬 によれば、樹林鎮の場合 には、 「鑑〓 」の神像は次のような方法で集 め られる。

即ち、「〓」を取 り仕切 る組織である 「〓局」の役員が、県内の樹林鎮及び周 囲の各郷鎮、

台北市、桃園県な どの範囲内で霊験があ り、かつ 「〓」 を主催する 「済安宮」 と縁故の深

い廟を選んで出向 き、予約 を取 り付 け、 「〓」の当 日には再 び役員を派遣 して神像 を迎えて

道場内の三界壇に安置 した という。主催者の側か ら神像 を招 いたため、一切無料であった

という。また、招かれたのは公的な性格を持つ廟の 〈神〉だけであ り、個人の家で祀る神

像は 「鑑〓 」 を許 されなかった(劉 枝萬 1983a:519-521)。 また、中歴で1967年 に行われ

た客家系の人々による 「慶成〓 」の場合 にも、付近 の郷鎮の公的な性格 を持つ廟に委員 を

派遣 して 「鑑〓 」に参加するよ うに頼んだのだ という。このように公的な廟の神像 を招待

するや り方 は、台湾北部では一般的なものであるという(劉 枝萬 1983a:610-612)。 この

ように、おそ らく地域の廟 として地縁的な性格を色濃 くもつ廟の場合 には、「鑑〓 」に招く

神像 も、地縁的な結びつきがある公的な(即 ち"地 域の")廟 から招 くといえよ う。

一方、東港の場合 には、やは り全 く地域の制限はな く、「鑑〓 」を希望する人が自ら神像

や法器などを持参す ることになっている(康1997:95)。 「鑑〓 」の場合にも、鎮安宮や東

港東隆宮のように、信者の分布が地縁的な範囲を超 え、また個人単位で信仰する人々が増

えている場合 には、そ のよ うな信者のニーズに応えるためにも個人単位での参加を許容 し

て いるものと思われる。また、「鑑〓 」においては、周囲の廟にお願い して参加 して もらう、

という形ではな く、信者のほうか らお布施をしてでも 「鑑〓 」させていただくことによ り、

参加 した神像 も祭典の恩恵 にあずかれるものと認識されて いるものと考え られる。

以上、 ここまで廟の内部に設置 された道壇 について考察 してきた。道壇は、道士が取 り

仕切 る空間であり、そ こに参入できる資格をもつのは、〈五股〉の信徒の代表 としての管理

委員 と村長で ある ことが確認された。 また、それ以外の信者の場合には、相当の金額 を支



払 って 〈斗燈〉 を手 に入れなければな らないこと、 また決め られた金額 を支払 えば、台湾

全土か ら 〈神〉の像 を 「鑑〓 」させ ることがで きる ことも、明 らか になった。つま り、道

壇内は、基本的 には 〈五股〉の信者 を加護す る空間であるが、鎮安宮 のような地域 を越え

た広 い地域 に信者 を抱えている場合、一定の条件(つ まり、お金 を払 うこと、そ して壇内

に入るための斎戒な どの禁忌 を守 る事)の もとで、外 にも開かれた空間 とな っている。

すでに述 べたよ うに、一般の信者は、無条件では正殿内の道場 には入れない。そ こで、

彼 らが参拝するために、廟の正門の外に、臨時の屋根 を掛 けた参拝所が設 けられて いる。

中央には大きな供物の台があ り、人 々はそ こに持参 した供物をおき、廟門の前 に置かれた

〈五年王爺〉像 に参拝す る。両脇 には、「山神 ・高元帥 ・康元帥 ・朱衣公 ・土地公 ・温元帥 ・

趙元帥 ・金 甲神」な どの張子 の像が置かれ、〓場 を邪鬼の侵 入か ら守っている48。また、〈香

庄〉や遠方か ら神像の勧請 にきた信者の団体などがまずや って くるのもここである。それ

ゆえ、 この場所 の前の空間は、いつ も信者 と共 に神輿、獅陣、龍陣などの文武 の 〈陣頭〉

が入れ替わ りたちかわ りや って くる。

この臨時の小屋掛けの向か って左隣には、〈普度〉を行 うための用具が並べ られる。「仏

陀岩」には 「大士爺像」が配置 され 、獰猛な顔つきをして、孤魂野鬼を統率するという。

さ らに、餓鬼の霊魂のよ りしろとしての張子 の 「寒林所」 「男堂 ・女堂」が置かれている。

道士は、道教 のもろもろの科儀 を行 う中で、「拝表」〈普度〉などい くつかの儀礼を行 う

時には、正殿内の道場か ら外 の 「大戯台」に出て、臨時に儀礼用の しつ らえを して、儀礼

を行 う。

また、廟 の前の広場には、前面の堀に沿 って、「燈〓 」が建て られる。 「燈〓 」は 「〓」

が行われる数 日前に建て られるもので、天神 ・地祇が降臨す る目印となる旗を意味 してい

る。「燈〓 」の前 には、「孤棚」が設け られ、孤魂野鬼 に施すための食料が置かれ る。

この他、廟の前庭 の空 いたところには、信者が奉納 した布袋戯、歌仔戯、電子琴の舞台

な どが所狭 しと陣取 ってお り、普段は広々とした鎮安宮の敷地内も、「〓」の期 間中は、立

錐の余地 もないほど人や物で ごった返 し、爆竹やスピーカーの音で耳 も破れんばか りであ

る(写 真6参 照)。

廟 の最 も外側 、つま り敷地の外周 の空き地-台 湾では、多 くの場合収穫が終わった農地

48 この うち、高 元帥 ・康元 帥 ・温元 帥 ・趙 元 帥は 「四大元 帥」 と呼 ばれ、 「〓」 には不 可欠

な存在 で あ る。 これ に 、金 甲、朱 衣 を加 えた 場合 「六騎 」、更 に土地 と山神 を加 えた場 合 を

「八 騎 」 と い う。 どの 〈神 〉 も動 物 の 背 にまたが って いる(劉 還 月 1994a:106-109)。



が使われる-に は、〈五股〉の各股が 「外壇」を設置 している。 「外壇」 とは、各股の祭場

であ り、天地の諸 〈神〉をまつ り、壇の前で各 〈股 〉の信者が 〈普度〉 を行な うための場

である。木材で足場 を組み、宮殿のような2層 、3層 の極彩色の装飾 を施 した豪華な もので

あるため、廟の内部 に入 らない一般の信者 にとってはもっ とも目立ち、もっ とも祭の意義

を可視的 に理解 しやすい大道具 といえるだろう。

「外壇」には、 「〓」の期間中、毎朝午前 中に三人の道士が派遣 されて 、「早参」 と 「献

供」の儀式が行われ る(劉 枝萬 1983a:509)。

「外壇」設置 には、98年 の場合では、 ごく普通のもので40万 元か ら50万 元の費用がか

かっている。 これを各 〈股〉で負担 しあ うのだが、この年の場合には36万 元が鎮安宮か ら

各 〈股〉へ補助 されていたため、各 〈股〉では不足分 を補 う程度済 んだ という。補填の仕

方は、各 〈股〉所属 の各戸か ら 〈丁銭〉 を徴収する場合や、村長やその時の祭事責任者で

ある 〈炉主〉あるいは 〈股〉所属の人で鎮安宮 の委員 にな っている人が負担する場合等、 〈股〉

や村落によって異なっている。

1990年 の場合 と1998年 の場合の 「外壇」 に関して、目に付いたのは、「〓」全体 におい

て 「外壇」の設置に期待される信者層の相違である。附録III及びIN、すなわち1990年 と1998

年を比較 してみると、1998年 に関しては、布告のあて先は台湾 の全土のあらゆる人々を想

定 しているにもかかわ らず、 「外壇」に関 してだけは、 〈五股〉が設置す ることを明確 にし

ている。一方、1990年 の場合には、 〈五股〉以外にも、設置を希望す る寺廟などの団体があ

れば受け付 ける、と記 し、「外壇」設置 も全台湾の人々に機会を設けている。 しかし、おそ

らくこの点については、費用が多額 になることか らも、〈五股〉以外で設置を申し出るケー

スはほとんどないために、98年 の場合 には、当初か ら 〈五股〉以外の設置を考慮 しないこ

とにした と推測され る。〈五股〉であってす ら廟か らの補助がなけれ ば 「外壇」を設置でき

ないことを考えれ ば、鎮安宮の基層的な信者組織 として 「外壇」設置が義務付 けられない

限 り、任意で他 の信者が 「外壇」 を設置す る ことは、経済的にもや さしいことではないと

いえるだろう。 このような ことか ら、 「外壇」は基本的には 〈五股〉の成員が設置するもの

として考えてお いてよいだろう。

以上、 「〓」 を行 う空間 と人や神像 の配置についての考察か ら理解 される事は、 「〓」

が基本 としては大 きく 〈五股〉の信者 と 〈五股〉以外の信者 とを区分 して扱っている点で

ある。前提 として は、 「〓」も 〈春祭〉同様 〈五股〉信者 を参加者 として規定 しているもの

の、〈五股〉以外の信者 も参加 しうる(あ るいは、 〈五股〉以外の信者 を取 りこみ うる)チ



ャンネル を用意 している事、 しか し、 これ らの人々の役割 としては、「〓」 を構造的 に支え

るそれではなく、個 人の守護 と安寧を願 う信者の 自由意思 による参加で あると同時 に財政

的に 「〓」を支える役割 が期待されていることな どが確認されよう。

5.小 括

以上、本章では鎮安宮の主要な集合的な祭祀儀礼の検討 を通 して、主 に鎮安宮の信徒の

カテ ゴリー と鎮安宮 との関係について論 じてきた。

春祭では、これを挙行する主体であ りまた挙行する責任 を有するのが 〈五股〉所属 の諸

村落である。当日の御輿 の巡境 もこの範囲に限 られ、 〈飯担〉を請 け負うの も 〈五股〉の村

落単位 となる。一方 〈五年大科〉の場合 には、様々な信者が参加 して いる。主 に農暦 の十

月十五 日を中心 としてその前後(始 ま りは農暦九月)に は、〈五股〉及び 〈香庄〉の諸単位

が鎮安宮に巡礼 に訪 れ、神像を勧請 し、これを御輿に乗せ、 自分たちの村落や廟の信者の

居住域を練 り歩 く。他方、最後 の 「〓」の儀礼では、〈五股〉には特権的な参加資格がある

ものの、〈五股〉に属さない信者であって も一定の条件のもとでの参加が可能であ り、強固

な地縁性 に基づ く閉鎖性 と、経済的な負担 を負 うという条件をクリアした上での開放性 と

が共存 して いることが明 らかにされた。

以上、儀礼の参加資格 という点か ら、鎮安宮には 〈五股〉〈香庄〉及びそれ以外の信者 と

いう三つのカテゴ リーが存在する事 を確かめた。 このカテゴリーのそれぞれがどのような

特徴を持 った ものなのか、それぞれ のカテ ゴリー に属する信者が 〈五年王爺〉 に対 して い

かなるイ メージを持ち、 どのよ うに 〈五年王爺〉 と関わ りを持 っているのかが以下の諸章

での考察 目的である。



第 四 章 地 域 にお け る 〈五 年 王 爺 〉 像

第四章か ら第六章までは、〈五年王爺〉及び 〈王爺〉 とはいかなる 〈神〉であるのか を、

鎮安宮の信者 の語 り、及び歴史的な文献、先行研究などか ら追 い、 またその中で、〈王爺〉

と台湾漢人の霊魂観 との関連性 につ いて考察す る。 〈王爺〉に関する研究は、従来その起源

を論 じるものが多か った。しか し、それぞれの学者の説明は、かな らず しも同じで はない。

更に、彼 らは、起源 を探ることに集中 したため、現代の台湾で実践されている 〈王爺〉信

仰 を、彼 らが古 い文献で 〈王爺〉の起源 と同定するもの と直接結びつけて考えて しまう傾

向が強い。そのため、 〈王爺〉の性格の変化のプロセスには注意が向いていない。また、そ

もそ も古 い文献の中の記載が、現代の台湾で実践されて いる 〈王爺〉信仰につなが るもの

であるのか どうかの検証も、十分にな されてきたわ けではない。む しろ、現代の当事者の

宗教実践の一部分が、古代のある儀礼 と類似 していることか ら、それ らを同 じものと推断

しているように思われる。

〈王爺〉を信仰 して いる当事者たちの解釈は、学者が主張する起源説 と必ず しも一致 し

ていない点は注意 を要する。つまり、現代 における宗教実践の担 い手にとっては、起源が

何で あるか ということよ りも、今 この時点において、〈王爺〉が彼 らにもた らす ものは何な

のかが重要なのであろう。筆者の問題意識は、実践の担い手の 〈王爺〉についての解釈 と、

研究者がこれまで提示 して きた 〈王爺〉像 との相違がはなはだ しいのはなぜか、とい うと

ころか ら出発 している。

本章では、本題 に入 る前 に、まず台湾 における 〈王爺〉および 〈五年王爺〉につ いての

概説的な導入 を行 った後、鎮安宮の信者の うち 〈五股〉 を含む 〈香庄〉の諸単位 を対象 と

して、伝統的に嘉雲平原地域の領域守護神 として意味付 けられて きた 〈五年王爺〉が、い

かに語 られてきたのかを明 らかにする。そ こでは、二つの点が明 らかにされる。まず現在

の信者にとって、〈五年王爺〉が、従来研究者が主張 してきた 「瘟神」と関係付けられて語

られるのではな く、"楽 士 としての進士"伝 承の典型的なパターンとして記憶 されているこ

とを見る ことがで きる。第二 には、〈五年王爺〉が天神 として、「玉皇上帝」か ら派遣 され

た強大な権力 と権威をもった 〈神〉である という側面 と、横暴かつ理不尽で 「属鬼(横 死

あるいは祭祀を行 う子孫 を残 さずに亡 くな った人の霊魂)」と彼 らが通常考えるような側面

を持つ両義的な存在として意識 されて いることが理解 される。



1.〈 王爺〉の多様性 の中での 〈五年王爺〉

既に序章で紹介 したように、〈王爺〉には様々な種類がある。どのような 〈王爺〉が知 ら

れているかは、附録Iに も挙げた通 りである。鎮安宮の 〈五年王爺〉 については、本章次

節以下で詳 しく論ずるが、この附録の中では、Aの 楽士 としての進士系の 〈王爺〉が これ

に当たる。

その他の 〈王爺〉の歴史的な考証 については、次章に譲 るが、 ここでは、附録Iを 通覧

して次のことをひ とまず確認 してお こう。即ち、まず、多 くの 〈王爺〉は歴史的に実在 し

た とされ る人物であった とされて いるが、松や樟、石や場所な ど、非人格的なものも 〈王

爺〉 とされている。 また、Dの 〈池府王爺〉のように、二 人の別々の人物に同 じ 〈池府王

爺〉という名称が与え られている場合 もある。 〈王爺〉は、姓 のみを上に冠す るので、一見

同一名に見えて しまうのである。更に 〈池府王爺〉は、単独の場合だけでな く、Eの 場合

のように五人の 〈王爺〉の一種である場合 には、上記のDの 場合 とも異なる伝承 を持つ。

同様な事例 は、 〈李府王爺Li2-hu3 ong5-ia5〉 にも当てはまる。即ち、Jの ような単独の

場合 と、Eに お ける五人の うちの一人である場合 とでは、異なる人物像 としてイ メージさ

れている。

〈池府王爺〉や 〈李府王爺〉の事例が示すように、〈王爺〉は単独で祀 られる場合 と、何

人かの集団で祭祀 され る場合があるのも特徴的だ。〈五年王爺〉も別名 〈十二王爺〉と呼 ば

れ るように、十二種の 〈王爺〉が一セ ットになっている。 〈王爺〉が何人で一セ ットになっ

て いるかは、様 々であるで。劉枝萬 によれば、一人、二人、三人、四人、五人、六人、七

人、九人、十二人などの組み合わせがあるという(劉 枝萬 1983b:281-284)。

このように、 〈王爺〉には様 々な種類、組み合わせがあ り、実に多様性 に富 んでいる。更

に、 〈王爺〉と名のついた 〈神〉を祀っている廟を数え上げてみると、台湾では他の種類の

〈神〉と比べて も圧倒 的に多い。台湾漢人が建てる廟には、様 々な種類の霊的存在を具象

化 した像、位牌な どが、通常複数安置 されているが、その中で最も重要な 〈神〉-本 論で

は これを"主 祀神"と 呼ぶ ことにする-は 、廟の主殿の中央に安置 され る。廟の"主 祀神"

として何が祀 られて いるか を見 ると、〈王爺〉で あるケースが非常に多 い。表8(余 光弘

1982)に よれば、日本統治時代に行われた二回の寺廟調査(即 ち、1918年 、1930年)で 、

〈王爺〉を主祀神 とす る廟の数は、「土地公(福 徳正神)」 を主神とする廟に次いで二番 目

に多か った。中華民国時代 に入ってか らの四回の調査(1960年 、1966年 、1975年 、1981

年)で は、いずれの場合において も、〈王爺〉を主祀神とす る廟の数が第一位 を占めて いる



という(余1982)。 「土地公」は、 「福徳正神」 とも呼ばれ、客家方言の話者は これを通

常 「伯公」と読 んでいる。「土地公」は、ある区域の土地領域 の守護 を司る神であり、人々

が入植、定着 していく過程で、集落や集落の下位単位などの地縁的なまとまりが意識 され

た ときに祀 られるという意味では、最 も普遍性のある 〈神〉である。 しばしば 「田頭田尾

土地公」と言われるが、これは、「土地公は、そ こらじゅうに祀 られている」という意味で

ある。一方、 「土地公」以外1の 〈王爺〉を含む台湾の漢人の崇拝する 〈神〉は、それを信

奉する人々とともに中国大陸の福建省や広東省か らもた らされた り、なん らかの託宣によ

って祀 ることになった り、台湾で建て られた廟か ら別れ出た りした といういくつかのパタ

ー ンに分けることができる。人々がどのような 〈神〉 を信奉 し廟におさめて祀るかは、歴

史的な経緯や偶然の出来事 、誰かの選択による。つま り、その意味では、〈王爺〉は、どこ

にも偏在する 「土地公」 とは異な り、何 らかの理 由で、様 々な選択肢の中か ら選ばれてい

るので ある。このような ことか ら、〈王爺〉が 「土地公」と並ぶ程の多数の廟に祀 られてい

るということは、〈王爺〉が他の 〈神〉と比して人気を得て いることを示 していると言える

だ ろう2。

ただ し、〈王爺〉の台湾における分布は、台湾への漢人入植の歴史 とある程度重なってい

るために、一定の偏 りが見 られる ことは注記 しておきたい。図6、7、8は 住民 と 〈王爺〉

との対応関係 を示 した地図である。図6に よれば、台湾の開拓 は、膨湖、台南及び現在の

北港 にお いてオ ランダ入植以前か らはじまっているが、以後は台南 を中心 としておおむね

その周 囲の台湾西部の沿岸地域へ と広がるように開拓 されていることがわかる。 これ を図

1 厳密 には、ある区域 を守護することを専管する 〈神〉としては、「土地公」以外 にも何種

類かがある。その うちで代表的なものは 「城隍」であるが、 これは主 に都市を守備領域 と

して いるため、台湾ではこれ を主祀神 とする廟は、それほど多 くな い。

2 余が整理 した統計のもととなっている資料は以下の通 りである。1918年 時については、

台湾総督府の 『台湾宗教調査報告書』(1919〔1993〕)、1930年 時 については、台湾総督府

文教局社会課の 「寺廟台帳」である。 また1960年 時 については、当時台湾省文献委員会

委員であった劉枝萬が行った調査である。1975年 の ものは、台湾省民政庁編の 「台湾省各

県市寺廟概況表」に依 っている。ただ し、台北市の資料が これ には欠けていたため、1977

年の台北市政府民政局による 「台北市寺廟総覧」を加えた という。ただし、余 によれば、

台北市の資料は不完全で ある という。最後の1981年 の ものは、仇徳哉による 『台湾廟神

伝』によって いる。 もちろん これ らの資料に提示 されている廟の数が正確であるとは言い

切れな い。例えば 「土地公」の場合 、様 々な規模の 「土地公」廟があり、路辺の小さい祠

まで数 に入れ るな らば、もっと数値 は増えるであろう。また、上記 のように、調査者によ

っては網羅的でな く、意識 ・無意識 に選択あるいは見落 としをしていることは十分考 えら

れる。統計資料は、あくまで 目安 と考えることが妥当だろう。



7の1926年 の台湾漢人の居住地と祖籍地 との関係を示 した地図と対照させると、次のこと

が読み取れる。つま り、初期に開拓 された地域-台 湾西部の沿海地域-の ほとんどでは、

泉州系の人々の子孫が人口の過半 を占めている。さて、以上の ことを踏まえた上で次 に図

8を 見てみよう。図8は 仇徳哉 による 『台湾廟神伝』をもとに、〈王爺〉を主祀神 とする廟

の数 を県 ・市別 に示 した地図である。これによれば、〈王爺〉廟の数が最 も多 いのは、台南

県 ・市であり、周囲の高雄県 ・市、嘉義県 ・市、雲林、台中、屏東、彰化な どの沿海地域

が これに続 く。つま り、台湾 における 〈王爺〉廟は、泉州系を中心 とした所謂〓 南系の人々

が入植 した地域 に主に分布 してお り、かつ、台湾における入植 の歴史の古 い地域にあたっ

ていることが指摘 できる3。それゆえ、開拓が比較的遅い台北や北東部の宜蘭は少な く、原

住民が多く居住す る花蓮、台東、山地でやは り原住民が多 く居住する南投県、客家系の漢

人が多 く分布す る苗栗、新竹は非常に少ない(劉 枝萬 1983b:280も 参 照の こと)4。

さて、附録Iと 表8を 比べて見 ると一 目瞭然なのは、〈王爺〉の種類 の数よりも 〈王爺〉

廟の数がかな り多い、ということである。それは、同じ 〈王爺〉 を祀る廟が台湾に通常複

数あるか らである。 このことを、本論で扱 う 〈五年王爺〉を例 として、説明 してみよ う。

〈五年王爺〉を祀 る廟は、他の 〈神〉と同様、鎮安宮以外にも複数存在 している。さ らに、

3 このような傾向は、台湾漢人の故郷である福建省 における状況 をおおむね反映 している

と推測され る。福建省の 〈王爺〉廟の分布状況については、筆者 は1996年 、97年 に概況

調査 を行った。詳 しくは、三尾1997a、1997b、1999bな どを参照されたい。 旧泉州府

の地域にお いては 〈王爺〉は村の守護神などになっているケースが多 く、非常に普遍的に

見 られる神格で ある。 これに比べれば、旧〓州府に所属 していた地区において は、〈王爺〉

廟の数は少ない。また、1998年 に筆者は福建省内の客家地域に関 して、民間信仰の実態 を

調査 したが、〈王爺〉という名称 の神を祭祀する事例は見当た らなか った。なお、福建省の

客家人が地域の守護神 として祀る神格 としては 「民主公王」 というものが比較的多 くみら

れ、〈王爺〉と機能的には近いものを想像 させた。 「民主公王」については、今後の調査課

題である。
4 ただし、これらの非〓南系の地域においても、〈王爺〉信仰が見られないわけではない。

例えば、末成は、苗栗県にお いて、原住民との抗争の中で亡 くなった九人の客家開拓民を
「九王爺」として祀 っている事例を紹介 して いる(末 成 1991:67-68)。 また劉枝萬は、

現台中県神岡郷において漢化した原住民である「平埔族」の一支パゼッヘ( P a z e h )が乾

隆年間に 「文興祠」を共同で建立 して、「包王爺」を祀ったという事例を挙 げて いる(劉

1966[1983b:265])。 「包王爺」については本章でも言及するように、「包公」 を 〈王爺〉と

して祀った事例 も見 られる。九王爺や文興祠の事例は、周囲の〓 南系の影響 を受けたため

に 〈王爺〉として祀 られたもの と思われる。筆者は1998年 、鎮安宮で 「祈安清〓 」が行

われていた際、苗栗か らきたとい う客家人の夫婦が、願 ほどきと称 して廟の前庭で甘餅を

作 って参拝者達 に配って いたのを 目撃 した。 このお餅がおいしいとい うことで参拝者の間

では、「客家人が餅を配 っている」とうわさにな り注 目されていた。このことか らも、確か

に客家人が 〈王爺〉を拝みにや って くるというのは、めず らしいことと捉えられている。



不思議な ことに、それ らの廟同士 にお いて、〈五年王爺〉に含まれる個別の 〈神〉は必ずし

も一致 してはいな い。鎮安宮 と最も主祀神 に類似が多 く見 られるのは、台南県安定郷の長

興宮や台南県佳里鎮金唐殿である。表9、10と 表6を 比較すると分かるように、長興宮や

金唐殿で奉祀されている 〈五年王爺〉は、丑年 の 〈王爺〉の姓が余姓である。 ところが、

鎮安宮では丑年 は徐姓である。しか し、その他 の 〈王爺〉 については、長興宮や金唐殿 と

鎮安宮の間に姓 の不一致 はない。ただ し、鎮安宮の 〈五年王爺〉は姓は明 らかにされて い

るが、名は不明であるため、名前の一致不一致までは確かめ られない。、嘉義県朴子鎮竹囲

の鎮安宮の場合 には、馬鳴山鎮安宮 と同じ十二尊の他 に、魏府、薫府、雷府の三尊が付 け

加わっている。これ ら十五尊 の 〈五年王爺〉は、成豊五年(1855年)に 船 に乗って漂着 し

た と言 う5。また馬鳴山鎮安宮 とは、「兄弟廟」と認識 して いたので、民国壬寅年(1972年)

には、信者たちが団体で馬鳴山を訪問 した事 もあったという。 しか し、朴子の鎮安宮は、

大陸の泉州富美宮 を 〈祖廟〉と仰いでいる(朴 子鎮鎮安宮管理委員会1991)。 一方、馬鳴

山鎮安宮は、第二章で紹介 した とお り、伝承によれば、泉州晋江県南沙坑寮に 〈祖廟〉が

あるという伝承を伝えてお り、互いが 〈祖廟〉としている先は異なっている6。お互いの 〈祖

廟〉が異なるにもかかわ らず 、「兄弟廟」と認識 していた こともあったという事実は、矛盾

しているよ うに思われなくもない。 この点 については、日本統治期の大正年間に行われた

寺廟調査の記録か ら次のよ うな推測が成 り立つ。嘉義庁による 『社寺廟宇ニ関スル取調書』

によ ると、朴子鎮の鎮安宮は、麦寮の 〈王爺〉廟の 〈分霊〉であると記 されている。 この

麦寮の 〈王爺〉廟は、筆者の実地調査 によれば、おそ らく中山開元宮鎮安宮の 〈王爺〉と

考 え られ る。 ところが、中山開元宮鎮安宮での筆者 の聞き取 り調査では、馬鳴山鎮安宮が

麦寮か らの 〈分霊〉であるという。 この伝承は、馬鳴山鎮安宮では聞かれてお らず、麦寮

の中山開元宮鎮安宮による一方的な主張のように見えるが、朴子の鎮安宮が麦寮の廟か ら

の 〈分霊〉 と考 えられていたことか ら、朴子の側では、同じ廟-中 山開元宮鎮安宮-か ら

の 〈分霊〉 として、朴子 と馬鳴山の間に 「兄弟廟」 という認識があっても的外れではない

だ ろう。ただ、『社寺廟宇ニ関スル取調書』には、朴子竹囲の鎮安宮 の 〈王爺〉は、更に遡

れば中国大陸の 〈馬霊山Ma2-leｎg5-san1〉 か ら迎えたものであるとも記載 されている。ま

5 嘉義庁による 『社寺廟宇ニ関スル取調書』では、「大清同治甲子年(1864年)」 の扁額が

あるというか ら、船が漂着 して程な く廟を建立 したとも考え られる(嘉 義庁 1915)。
6朴子鎮の鎮安宮は、1988年 に富美宮 に 「謁祖進香(〈祖廟〉の 〈神〉に拝謁す るための巡

礼)」 を果た して いる(朴 子鎮鎮安宮管理委員会 1991)。



た、〈馬霊山〉の所在 は不明であるとも但 し書 きがつけられている。 〈馬霊山〉の音は、〈馬

龍山Ma2-liong5-san1〉 あるいは 〈馬鳴山Ma2-beng5-san1〉 と近似 しているため、馬鳴山鎮

安宮 との関連性を想起 させ るが、この場合、〈分霊〉の方向は、ずれている。即 ち、朴子の

鎮安宮は、麦寮か らの 〈分霊〉である可能性が あるが、それ以前の大元の 〈祖廟〉 を 〈馬

霊山〉として いる。一方 、馬鳴山鎮安宮は、自己認識 としては大陸の泉州晋江県の廟か ら

〈分霊〉 したが、麦寮や朴子の廟 とは無関係であると認識 して いる。 この他 、朴子の 〈王

爺〉が十五尊であることは、麦寮や 〈馬鳴山〉の 〈五年王爺〉 と異なっている点であり、

この三者の関係 は、近 い関係を想像 させる要素はいくつ もあるものの、筆者 の調査の範囲

ではそれ らの間の関係 について確実な裏づけを見つけることはできなかった。

嘉義県 には、東石郷 にもう一宇 〈五年王爺〉をまつる 「先天宮」という廟が ある。 この

廟は、「五府王爺」が主神 と思われ るが、民国十二年(1923年)に 天よ り 〈五年王爺〉が降

臨 した という。ただ し、ここの 〈五年王爺〉は、十二尊ではな く李府、太府、盧府、侯府、

知府、白府、方府、羅府、伍府 、薜府、葉府、武府、包府 の十三尊か ら成ってお り、また

鎮安宮 と姓が一致す るのは、わずかに盧府、侯府 、羅府、薜府の四尊のみである(先 天宮

管理委員会 1980)。

この他、仇徳哉(仇 徳哉 1985)に よれば、1981年 に政府に登記 されている台湾全土の

廟の うち、 〈五年王爺〉 を主神 としている廟 としては、6宇-台 北県樹林鎮鎮南宮(1957

年創建)、台北市 中山区保新宮(1965年 創建)、彰化県〓 頭郷保安宮、元長郷下寮村鎮平宮、

嘉義市先天宮、朴子鎮竹 囲里馬霊山五年王爺廟(威 豊年間創建)-が 挙 げられているのみ

である。その うち、朴子鎮竹囲里馬霊山五年王爺廟は上述 した朴子鎮の鎮安宮である。ま

た、4宇-即 ち、台北県樹林鎮鎮南宮、彰化県〓 頭郷保安宮、元長郷下寮村鎮平宮、嘉義

市先天宮-は 馬鳴山鎮安宮か らの 〈分霊〉と思われる7。当該書においては、〈王爺〉を"主

7 これ らの中で、樹林鎮鎮南宮は、本章で後述する 〈五年王爺〉の霊験の6番 目のエ ピソー

ドに関係 している。仇徳哉の記載によれ ば、主祀神の欄 に 〈五年王爺〉 と記載 されている

のは、6宇 のみだが、馬鳴山鎮安宮は、「五府王爺」が主祀神 と記載 されている。これ は、

仇徳哉が参照 した政府 登記がそのようになっているのか、あるいは仇徳哉の記載 ミスかは

不明である。また、先に紹介 した台南県安定郷長興宮 については、主祀神 として 「玉勅代

天巡狩」が記載 されている。 このように、仔細に検討すれば、上記6宇 の他 にも、 〈五年

王爺〉を主祀神 とす る寺廟は若干あるかもしれない。 また、馬鳴山の 〈分霊〉廟の数は、

実際には仇徳哉の記載よ りも格段に多い。 この原 因は、馬鳴山の 〈分霊〉廟が、仇徳哉が

把握 し得た1980年 代以降に数が増えた可能性が高い こと、さらに今 日の馬鳴山の 〈分霊〉

廟は、その多 くが登記 をしていない所謂 「私壇」である可能性が高いことなどが推測 され

る。鎮安宮 の 〈分霊〉廟の詳細 については、第八章で再度述べる。



祀神"と する廟が、全部で689宇 が挙げられている。そのうち6宇 のみが 〈五年王爺〉 と

いうことか ら、 〈五年王爺〉は 〈王爺〉の仲間の中ではそれほど一般的な部類ではないとい

えるだろう。

最後 にもう一点、気を付 けてお くべきことは、同 じ種類の 〈王爺〉 を祀 る廟が複数あっ

て もその中で廟の規模や信者 の数、霊験の有無に差が あることである。例えば本論で扱 う

〈五年王爺〉廟の場合でも、今 日、廟の規模が最 も大 きく、信者数が最 も多いのは、鎮安

宮 であると思われるが、鎮安宮か らさほど遠 くない麦寮郷の中山開元宮鎮安宮は、規模 も

小さく、信者はおそ らく村人にほぼ限 られる と思われる。鎮安宮が中山開元宮鎮安宮の 〈分

霊〉廟であった とすれば、〈分霊〉廟の方が、そのもととなった廟 よりはるかに栄えている

ことになる。また、 「兄弟廟」ともいわれる朴子の鎮安宮やその他の 〈五年王爺〉廟も、馬

鳴山の鎮安宮 に比べれば、規模 も小さく、信者の数 も少ない。

以上の説明か ら、留意 してお くことは、次の諸点であろう。第一に、台湾漢人の"民

間信仰"で は、〈王爺〉は廟の主祀神 として最も好まれる種類の 〈神〉であるが、内実はか

な りの多様性が見 られる。第二に、 〈王爺〉廟の分布地域は、台南を中心 に台湾の西側平野

部の、泉州人を中心に〓 州系を含む所謂 「〓南人」が入植 した地域である。第三 に、同じ

名称の 〈神〉であって も、その 〈神〉の由来 についての伝承が同じとは限 らない。第四に、

同 じ名称の 〈神〉であって も、それが祀 られ る廟によって、その廟の規模や霊験の有無が

異なって いる。

以上を確認 して、以下では鎮安宮の 〈五年王爺〉が如何なる霊魂であると信者たちに認

識 されているか、 という議論 に焦点 を移 して行 こう。以下では、これを二つの側面か ら考

察す ることにす る。第一は、 〈五年王爺〉の由来 、即ち 〈五年王爺〉が 〈神〉となるにいた

った経緯、〈神〉の前身であ り、第二は 〈五年王爺〉が 〈神〉とな った後の事績である。最

初 に次節で前者 を考察 した後、次々節で後者を論 じることにする。

2.〈 五年王爺〉の由来

鎮安宮 につ いては、廟の公的な出版物である 『馬鳴山鎮安宮沿革誌』が存在することは

既 に述べた。この冊子 には、鎮安宮の管理委員会及び信者が正しいと認める廟の歴史や 〈五

年王爺〉像が記 されて いることは既に指摘 した通 りである。

そ こで、その冊子の中で、〈五年王爺〉の由来、前身を記述 した個所を探 してみると、実

は これがほとん ど見つか らない。 〈五年王爺〉の姓について、またそれぞれが管轄する年ま



わ りにつ いての記載はあっても、 〈五年王爺〉が 〈神〉になったいきさっにつ いては、考慮

されてお らず、あたか も初 めか ら 〈五年王爺〉は 〈五年王爺〉で あったかの如きである。

これに対 して、筆者が主に1990年 か ら91年 にかけて鎮安宮やS村 な どを中心 として 〈五

股〉 〈香庄〉 に属する信徒へ行った聞き取 り調査では、様 々な 〈五年王爺〉像が得 られた。

これ らを分類す ると、以下の次の6つ の類型 に分けられる。

① 〈王爺〉は、もともと進士 であった。ある 日、皇帝は張天師の法術 を疑 い、彼の腕

前を試そ うとして、進士達 を地下室に集め、奏楽させた。皇帝は天師に 〈鬼〉 の魂 を鎮め

よ、と命令 した。天師は、やむな く法剣を床に突き立て、彼等 を殺 して しまった。驚いた

皇帝は、進士たちの魂 を慰撫するために 〈神〉 として封 じた。

② 〈五年王爺〉は、商王朝紂 王の息子が天か ら招いてきた王である。 しか し、結局周

との戦いに、敗北 した。ただ、周王朝 もこれ らの王を正 しい者たちと認め、 〈神〉に封 じた。

③ 〈五年王爺〉は周の文王の家来が 〈神〉 になったものである。

④ 〈五年王爺〉は海賊 を捕まえる 〈神〉である。五年に一度、海賊を捕 まえるため に、

舟の中に穀物を積んで回っていた。しか し、暴風雨にあって海 に沈んで しまったので、〈神〉

としてやは り五年 に一度祀ることになった。だか ら、祭 りのときは舟の中に穀物や豆 を入

れて流す。

⑤ 〈王爺〉については、道蔵経の中に典故がある。彼等五人は、唐朝 の進士の試験を

受けにきたが、不合格 になった。そのため、彼等は失望 し、故郷 に帰 るに帰れず、山の洞

窟 に身を隠 した。その頃、第十三代張天師 はまだ無名だったが、技術は優れていた。そ こ

で、その技試 しに、洞窟に隠れている怪 しげな五人が邪か人かを試 してみよう、という話

が持ち上が り、その結果、法剣で彼等五人を殺 して しまった。この五人は地獄 に落ちたが、

地獄で彼等がいわれな く殺された ことを告訴 したので、世間で祀 られるようになった。

ところで、 この話 には別のバージョンもある。李世民(唐 太宗)が 張天師 を招 いて、山

の中の悪者 を殺せ、といったので張天師が殺 したところ、この山中の五 人が冤罪を告訴 し、

あの世で拝 まれ るよ うにして くれ といってきた。しば らくして、李世 民は病気になって し

まった。張天師がその原因を突 き止めたところ、殺された五人が災いを及ぼ したことがわ

か り、五人に代巡 という官位を与え、〓 南や琉球へ赴 くようにと命令 した。

⑥ 〈五年王爺〉は、李世 民の時代に結拝 した360人 の進士だ。李世民が彼等 を王にして、

36人 につき一省 を与えた。我々の信奉する 〈王爺〉は泉州の 〈王爺〉で、海軍 を管理する



のが任務だった。あるとき、皇帝 に地下室で、奏楽するよ うに命 じられた。皇帝は、張天

師の法術の力を試そ うとして、彼 に地下の音は妖怪だか ら、鎮めるように、 と命令 した。

このため、張天師はやむな く彼等 を法術 を使って剣で斬 り殺 して しまった。 ところが、彼

等が死んだ後、様 々な異変が起 こるので、天子(「 玉皇上帝」と思われ る)が 皇帝に王に封

じてや るよ うに、 といった。そ こで、彼等は 〈王爺〉に封 じられ、その後彼 らは県 に行け

ば、県で食べ られ、省に行ったら省で食べ られるようになった。その結果、以後 〈王爺〉

はたた らな くなった。

 以上の諸例か ら、〈五年王爺〉に関 しては、誰 もがほぼ大筋 を共有す るような由来伝承は

認め られな い、ということが読み取れよう。この点は、朝廷が編纂す る礼制の書物である

「祀典」 に取 りこまれ記載がある 「媽祖」などが、かな り均一な由来伝承 を有 して いるの

と比べると、非常 に異なっている。ただし、① と⑤ 、⑥はかな り共通 した部分 を有 してい

ると言えよう。⑤ はある特定の人物が語ったものであるが、彼の場合 には、「道蔵経の中に

典拠がある」 と述べている点が目立 っている。 もちろん、実際道蔵経 を読んでいるか どう

かは不明であるが、一般の信者よりも比較的鮮明な 〈王爺〉像 を描いて いる点は注 目に値

する。② と③ は、後に紹介するが、『封神演義』との関係性を見出せる。④ については、お

そ らくこれが最も彼 らの 日常生活に密着 した 〈王爺〉像か もしれない。即ち、船に乗って

やって くる 〈神〉であ り、また船 によって流す という儀礼を行 う意味を、彼 らと無関係な

過去 の中国の中央で起 こった出来事ではなく、彼 らの身近で発生 したもの として彼 らの日

常世界の範囲内で想像できる解釈 を生み出して いる。しかし、多様性を認めた上で、 ここ

ではまず とりあえず、①か ら⑥のいずれの場合 にも、〈王爺〉の前身が、道教史研究 におい

て起源 とされる 「瘟神」 と関係 しているという語 りは見出せないことを確認 しておこう。

3.〈 五年王爺〉の事績

 〈五年王爺〉が 〈神〉 となった後、如何なる霊験 を発揮 し、信者たちにどのような影響

力をもって いるのかを明 らかにするために、ここでもまず、廟 の公的な出版物であるr馬

鳴山鎮安宮沿革誌』か ら出発 しよう。同書 には、〈五年王爺〉の霊験 についての事跡がいく

っか紹介 されている。これ らは、おそ らく鎮安宮の信者 にとってはよく知 られた事例であ

り、またかれ らにとって誇 るべき 〈神〉の偉業 として認め られたものであろう。そ こで、

まず沿革誌 に列挙 された 〈五年王爺〉の事績 を紹介 してお こう。



1.清咸 豊六年(1856年)、 下痢や嘔吐を伴う疫病が流行 し、医者 という医者が治す事が

 出来なか ったため、患者が廟 にや ってきて呪符 を求めた。〈神〉のお告 げで、青草を

 縛って作 った呪物 を持 ちかえったところ、病が癒えたので、それ を伝 え聞いた人々

 が陸続 とや って きて、病気 を治療 して もらった。

2.清 光緒五年(1879年)、 口湖郷下崙 村 と四湖郷泊仔寮の間で、婚姻問題で双方が打ち

 合いにな り死者十余名が出たが、役人では処理が出来なかった。そのときち ょうど

 下嵜村の 〈神〉、「殷千歳」が顕われて、 〈五年王爺〉が今南巡 しているので、速やか

 にお迎え して事態 を円満 に解決 してもらうべきだ、と指示 した。そ こで、村では 〈五

 年王爺〉を招 き、審判 を仰いだ。しかし、下崙 村の当事者 は審判 に異議 をとなえて

 呪符を燃や して しまった。すると彼は、突然気絶 した。翌朝にな ると、彼 は自ら祭

 壇の前 に身を投 じ、ひ ざまずいた。また泊仔寮の当事者 も祭壇 の前 にやってきた。

 そ こで亡 くなった人一人当た り百両の銀を賠償 として支払 うよ うにとの神託が告げ

 られた。以後、両村落の村民は神威 に感 じ入 り、敢えて事 を構えようとしなかった。

3.清 光緒 甲申年(1884年)四 湖郷羊稠肝村民の呉国、呉安が耕牛数頭を内湖の呉湾に

 強奪 された。持ち主 は激憤 し、争いが生 じ、双方仲間 を集め、付近の飛沙、三姓寮、

 三塊暦、規子山などの村落が三年間にわたって数度の決闘 を繰 り返 し、一七人が亡

 くな った。そ こで内湖 の人が 〈五年王爺〉を迎 え、審判 を仰いだ。当事者 はこのこ

 とによって、綿羊の如 く従順にな り、異議を敢えてとなえなかった。ただ し、その

 後 、善悪 ははっき りした。

4.清 光緒十九年(1893年)夏 、馬龍山村(現 馬鳴村)の 村民である陳国(当 時鎮安宮

 管理人)が 亡 くなった後のある 日、強盗の一団が入 りこみ、牛や財宝を奪 った。家

 人が 目を醒 まし、賊に怒鳴った ところ、賊は驚いて逃げて行 ったが、村の東南 の辻

 のところで、数千人が賊 を追 いかけた。賊の中には 口か ら血を吐いて、重い病にか

 か るもの も数人出た。人口の少ない馬龍 山村で数千人が追いかけて くるのは 〈五年

 王爺〉の顕現 に違 いないと賊の首領は悟 り、翌 日自ら廟へ赴 いてざんげし、梨園を

 奉納 した。

5.清 光緒二十年(1894年)(マ マ)台 湾が 日本に割譲 されたとき、天罰が下 り疫病で死

 ぬ ものが絶 えず、四湖郷林〓 寮では死者が200名 程 にまで達 した。当時 この村の人

 が鎮安宮か ら 〈五年王爺〉 を勧請 し、村を練 り歩いて もらい、呪符 を水に溶か して



 服用 した ところ、疫病はお さまった。

6.民 国三十 四年(1945年)台 北県樹林鎮の医者が 日本時代罪に問われて刑が重 く苦痛

 に堪 えきれな いほどだった。短気 を起 こしかけた彼 に、ある晩か ら続けて突然老人

 が現れ、 「もうす ぐ出獄できるので我慢せよ」と告 げた。最後の一晩 には 「鎮安宮五

 年王爺」 と告 げて,遂 に跡形 もなく見えな くなった。ついに8月15日 日本が投降 し、

 彼 も出獄 した。その後 、彼は神恩 に答える為、台湾 を遍 く歩いて数ヶ月後 に鎮安宮

 〈五年王爺〉を見つけ出した。そ こで、〈五年王爺〉に願 い出て 〈分霊〉を樹林に持

 ちかえ り 「鎮南宮」を開いた。

7.民 国四十年(1951年)春 鎮安宮を改築する為に、数千本の木材と屋根を葺 く草を廟

 の前庭 に積み上 げた。ある 日、鎮安宮の委員が集 まって、「上梁 」の儀礼を行 う日時

 を 〈五年王爺〉の前で 〈〓〉で選んだが、指定された日はあまりに目前に迫 ってい

 て行 うことが出来ないので、 日時を変える ことにしたところ、数時間後、積み上げ

 てあった木材の上の草が突然燃 え出した。人夫が発見 したときには、草は燃え尽き

 ていたが、建材 は全 く被害がなかった。よって、これは 〈五年千歳〉が顕現 したも

 のであろ う、ということで、もとの日程通 りに儀礼 を行った。

8.霊 感 の予告:民 国五十五年(1966年)閏3月22日 台北県板橋天后宮の読経団が 「拝斗

 会」8を主催するので、鎮安宮の読経団 と委員たちが車 を雇 って参加することになっ

 た。21日 の深夜、ある顧問 と廟守が廟で寝ていたところ、突然正殿か ら楽の音が聞

 こえたので、起 きてみたが誰も見えなかった、といった ことが何回かあった。翌朝 、

 委員たちが 〈千歳〉 にうかがいを立て ると、道中注意せよ、との ことだった。案の

 定、車 は后龍 という場所で故障 し、車輪のネジが落ちそ うになっていた。幸いにも

 発見 し、危険を免れたのは、〈千歳〉の予告 のお蔭であった。

 以上の記述か らわかるように、1856年 から1966年 にか けての8件 の事蹟が列挙されて い

るが、そのうち瘟 疫の流行 を退治 したのはわずかに2件 である。その他は、紛争の解決が

2件 、強盗事件の解決が1件 、無実の医者の救助が1件 、廟の建築 日程を守 らせた事例が1

件及び事故の予告が1件 である。疽疫の退治の例 は、どち らも清代であることか ら考えて、

疫病退治が 〈五年 王爺〉の得意とする分野であった可能性は否定できないが、それだけが

8 「礼斗植福」の こと。〈斗燈〉 を安置 して長寿 と幸福、消災を祈願する道教儀礼。



〈五年王爺〉の司る分野で もなかった事は確認 してお こう。

 鎮安宮 の 〈王爺〉 と瘟疫 との関係が今 日見えて こないのは、一つには瘟 疫が台湾 におい

てすでに過去 のことになっているということによるだろう。また、鎮安宮は今 日では全省

レベルで信者 を抱える大規模な廟 となったこともあ り、特定の問題 に関わ る 〈神〉ではな

く、む しろあらゆる問題に解決策 を与 えてくれる万能神 として認識 されている9。あるいは

そ もそ も信者にとって は最初か ら鎮安宮の 〈王爺〉 と瘟神とは無関係であったという可能

性 もないわ けではない。 〈五年王爺〉が馬鳴山に漂着 した時の状況が、上述 した伝承通 りだ

とすれば、〈王爺〉が乗っていた船に十二尊の 〈王爺〉についての何 らかの説明 を施 した記

録が載せ られていたか、あるいは当時 の庶 民が十二尊の 〈王爺〉は瘟神であるという知識

を常識 として持っていたかどち らかでな ければな らないだろう。

 さて、次 に廟の運営 を司る側か ら少 し離れ、〈五股〉や 〈香庄〉の一般の信者の側か ら 〈五

年王爺〉を観察 してみよう。彼 らにとっては、〈五年王爺〉はその祭祀の形式か ら見て、基

本的に集落 において共 同で奉祀する対象である。 〈五股〉の場合には、年に一度、 〈香庄〉

の場合 には実質四年 に一度 と、その頻度は異なっているとしても、村人が こぞ って決まっ

た日時 に 〈五年王爺〉を村落 に勧請 し、村落の適当な場所一村の公廟の中、あるいは村 の

広場-に 一定の期間安置 し、御輿を担いで村の中を巡視 して もらい、鎮安宮へ送 り返す と

いう構造は同じである。そ こにおいて祈願されるのは、村の安寧であり、村 の各家庭 の平

安である。 しか し、この"村 の安寧 と各家庭の平安"と いうのは、必ずしも個別具体的な

村 内あるいは各家庭 の特定の問題の解決を意味 しているわけではな く、むしろ非常 に抽象

的な ものだ といえる。 もちろん、 〈五年王爺〉の巡境の際に、〈鑽轎脚〉によって、厄祓 を

行 うこともできる。〈鑽轎脚〉は、地面 にぬかずいた人々の列の上を神輿が通ることで、こ

れによって、 〈神〉の加護が得 られ、病気が平癒すると信じられてお り、鎮安宮 に限 らず、

台湾で 〈神〉が巡境す る場合に、しば しば目にする ことができる。また、 〈五年王爺〉が廟

の中に安置 されて いる際に、参拝のついでに 〈〓〉 と呼ばれる占い道具によって個別具体

的な問題につ いて何が しかの託宣 を得 ることもできなくはない。 また、S村 の場合のよう

に、村内に 〈五年王爺〉が憑 依すると自称す る 〈童〓 〉即ちシャーマ ンが いるような場合

9 筆者が鎮安宮の現在の委員たちか ら聞き取った 〈王爺〉の霊験 の事例の中にも、瘟 疫 と

関係する事例 はなかった。畜疫 の退治 に効果がある、という一般的な語 りはあったが、そ

れ以外は、紛争の解決や泥棒の犯人探 しなどが多か った。



には、彼を通 して、 〈五年王爺〉に個人的な相談事を持ちかけ、解決を依頼する こともでき

るだろう。しか し、村で共 同で 〈神〉を勧請す るような機会においては、勧請 された 〈神〉

が村人一人一人 に個別 に向き合 い、個別具体的な諸問題に関 してその内容 を聞き、調査 を

し、解決策 を教授す る、ということは不可能である。 〈鑽轎脚〉をすれば、病気があっても

健康 になれる、 と人々は言 うものの、それ も個別具体的な病に対 しての個別具体的な災 い

を祓 うための儀礼を して くれるわけでもないし、特定の病気の治療の為に呪符を出 しても

らえるわけでもな く、非常に漠然とした一般的な意味での厄祓 いでしかな い。

 そ こで、共 同で奉祀 し、地域の平安を祈願する対象と個別具体的な問題 を相談する対象

とは分けて考 えられる傾向が強い。個別具体的な問題 は、村の中にある村 の公廟か、ある

いは村内外 にある私壇を訪れたほうが、時間的 にも早くかつ適切な解決策 を得やすい。も

ちろん、この中には、 〈五年王爺〉の 〈童〓 〉や、鎮安宮か らの 〈分霊〉廟も含まれるだ

ろう。また、「大家楽」という賭け事の流行以降、各地に個人が主宰する私壇が林立するよ

うになってか らは、私壇へ行 くことによって、〈童〓 〉を通して 〈神〉 と仔細な ことにま

で亘ってコミュニ ケー ションをとる機会が増えている。 しか し、村人にとっては、鎮安宮

へ出向いて迎えて くる 〈五年王爺〉は、 「総統が地方にやってきて視察す るような もの」あ

るいは 「皇帝か ら派遣 された 〈神〉が地域 の人民に何か問題がないか どうか見にやって く

る(す なわち、「代天巡狩」)」といった存在 として譬 え られる。すなわち、ある地域の全体

としての平和、安寧が維持 されているか どうか、またその阻害要因があればそれを取 り除

くことが第一の関心事であり、個別具体的な個人の問題 の解決は二義的な ものとなる。ま

た、〈王爺〉のイ メージは、世俗における非常に位の高い偉 い権力者、即ち、一般の人々に

とってはあま り身近に接す る機会がない人、というものである。それゆえ、 このような地

位の高 い人(あ るいは 〈神〉)を村 にお迎えする事 は非常に光栄なことであるし、彼の恩沢

に浴 したいけれ ども、逆に饗応 に粗相があってはな らず、非常 に気 を使 う。

 そ こで、以下では、地域 の 〈神〉としての 〈五年王爺〉が地域住民に如何に観念 されて

いるのか、を中心 に見てい こう。最初に取 り上げる伝承は、S村 に限 らず、筆者が調査 を

行 った 〈五股〉、〈香庄〉の諸村落の多くで共通 して聞かれた伝承であり、 〈五年王爺〉が近

寄 りがたい非常に恐 ろしい 〈神〉であることを端的に示す事例である。それは、例えば 「〈五

年王爺〉を勧請 した際に用意する供物は、〈五年王爺〉に供 える前に味見に してはいけな い。

先に味見をすると体が不快になり、ふ らふ らした り卒倒 した り、お腹が痛 くなる」、あるい

は 「供物を 〈五年王爺〉に供える前に味見すると死 に至 る」といったものである(例 えば、



嘉 義市 竹仔 脚保 徳 宮 No.f3,水 林郷 水林 村 No.k12,口 湖 郷過 港村 No.j11,麦 寮 郷興 化

寮 No.v3,虎 尾鎮 芳草 里 No.q4な ど10)。 この他 、 「神 輿が 通 って い ると き、そ の前 を向

か い側 か らや って き た り、横 切 っ た りして はい けな い」(新 港郷〓 仔 村 No.g8)と か 「〈五

年 王 爺〉 の前 で整 然 と歩 か な い と、お なかが痛 くな る」(嘉 義市 竹仔 脚保 徳宮 No.f3)と

も言 われ て いる。 また 、子供 に対 して は非常 に厳 しい とも言 わ れて い る。 上 記 の供物 の 味

見 の場合 で も、 「子 供 が供 物 を先 に味見 して はい けな い」と伝 え られて い る場 合 が多 い。そ

して 、そ の場 合 には 、 「子 供 が 〈五 年王 爺〉 の御輿 の前 で蹟 い た ら、 死 に至 る。 〈王爺 〉が

この子 の命 を召 し、神 兵 にす るの だ。」とい う伝 承が 付加 して い る こと も多 く(例 えば 、北

港鎮 大 北里 No.12,北 港 口庄 No.14、 北港 好収里 No.13,嘉 義市頭 港里彰 武 宮 No. f1,

新 港郷〓 仔 村 No.g8、 水林 郷 水林 村No.K12)、 「子供 はで きるだ け、 〈五年 王爺 〉には近づ

け な い方 が い い」 とす ら言 わ れて いる(北 港 口庄No,14,北 港 好 収里No.13)。 子 供 には 、

〈五年 王爺 〉の神 輿 が 通 る とき に 〈鑽轎脚〉 は させ な い、 と言 う人 もいる(水 林 郷水 林村

No.k12)。

 このよ うに、人々には、〈五年王爺〉は、敬 して遠ざけてお くのが無難であるといった意

識が見 られる。 これは、確 かに、人々が世俗における地位 の高い支配者 に対 して感 じる畏

れ多さ、として理解する事 もできるだろう。〈五年王爺〉は、決 して親 しみやす く、相談事

を持ち掛 けやすい相手であるとは思われて いないようだ。

 一方、〈五年王爺〉の凶暴性 と関わるもう一つの側面を示す伝承 として、"耳 の不 自由な

〈王爺〉"伝承が ある。この伝承 も、〈五股〉〈香庄〉の諸単位で非常にポピュラーな伝承で

ある。まず、〈五年王爺〉は、耳が不自由であったがために、馬鳴山へや って きた、という

伝承か ら紹介 しよ う。

「〈五 年 王爺 〉 は 「玉 皇上 帝 」が 「代 天巡 狩」 と して派遣 した。 当初 、 「諸羅 山(現 、

嘉義)」 に赴 任 す る よ うに 、 と いわ れた の に、耳 が不 自 由だ ったの で、 聞 き間違 えて

「馬 鳴 山」 へ行 って しま った。」(四 湖郷 四湖No.m4,麦 寮郷後 安村No.v4,虎 尾 鎮芳 草

里No.q4,北 港鎮 大 北里No.12,北 港 鎮番 溝No.11,北 港 鎮新 暦里No.9,水 林郷 水林 村

No.k12,褒 忠郷 馬 鳴 村,な ど)

10 同様の伝承は、嘉義庁による調査 において も記録 されている(嘉 義庁 1918)。 なお、

地名や廟名の後の番号は、附録II記 載の各"単 位"に ふ りあてた番号である。



 この伝承は、20世 紀初頭に 日本植民地期に行われた調査の記録である 『社寺廟宇ニ関ス

ル取調書』の記述である 「初 メ諸羅 山(嘉 義)ニ 安置 スベキモノナ リシガ、何カ ノ行違 ノ

為 メニ、明治二十年三 月二 日、此地ニ廟宇 ヲ建設セ リト云フ」 という伝承を想起させる。

日本 の調査では 「何カノ行違 ノ為」だったものが、人々の記憶の中では 「耳が不 自由だ っ

たため」 に入れ替わって いる11。当時か ら 〈五年王爺〉が耳が不 自由であった と観念 され

ていたか どうかは不明だが、調査者あるいはそれをまとめた日本人の側が、台湾の人々の

述べる伝承 を迷信 と考 え、そのまま記載す る事 をため らったと考える事 も十分に可能だろ

う。

 と ころ で、"耳 が不 自由な 〈王 爺〉"は 、そ れ ゆえ に信 者 に害 を与 えて しまう存在 に もな

って いる 。これ は、落花 生収 穫 に関わ る伝 承 で、 「好 土 豆冬 」を 「好土 豆公 」に聞 き間違 え

た、 とい うも ので あ る。 〈好 土豆 冬ho2-tho・5-tau7-tang1〉 とは、 「落 花 生の収 穫が 沢 山あ

る こ と」、 す なわ ち 、即 ち落 花生 の豊 作 を信者 は 〈五 年 王爺 〉 に祈 った。 とこ ろが 、 〈五 年

王爺〉 は、そ れ を 〈好 土 豆公ho2-tho・5-tau7-kang1〉 と聞き 間違 えた。 〈公kang1〉 は、オ

ス ある いは雄 花 とい う意 味で あ るが 、 〈空khang1〉 と も音 が似 通 って い るため に、落花 生

の 中身が 空 っぽ に な るよ うに祈願 した 、 と聞 き間違 えた、 とい うの で ある(例 えば、水林

郷 水林No.k12、 口湖郷 過港 村No.j11等)。 また、 もっ と詳細 な伝 承 には 次 ぎのよ うな もの

が ある。

 「あ る信 者 が 〈好 土 豆冬 、〓 猪 羊ho2-tho・5-tau7-tang1 thai5-ti1-iun5〉 と祈願 し

た。 つ ま り、落 花 生が 豊作 にな るよ うに して くだ さ い。 も し、豊 作 だ った ら、豚や 羊

を殺 して感 謝 の気持 ちを表 わ します 、 と祈 願 した。 と ころが 〈五 年 王 爺〉 は耳 が悪 か

った ので 、 〈好 土 豆公 、〓 子女thai5-chu2-niu5〉 と聞 き間違 えた。 つ ま り、落花 生が

中味が 空 っ ぽだ った ら、若 い女 を捧 げます。と聞 き間違 えた。それ でそ の年 の落花生 は 、

粒 が大 き い くせ に中が 空洞 で 、 しか も多 くの若 い女 が死 ん だ。」(褒 忠郷 馬鳴村)

この伝承は、 〈五年王爺〉の耳の悪 さを強調 した物語であり、漢人の 〈神〉と現世の人間

11 非常に数は少ないものの、この他麦寮中山開元宮鎮安宮の場合のよ うに 「馬鳴山の方が

風水がよいため、諸羅山には行かなか った」 という伝承 も聞かれた。



との平行関係が ここにも示 されている。つまり、〈神〉は完全無欠かつ万能なのではな く、

人間同様、障害のある身体 を持 っている場合 もあるのだ。しかも、 〈神〉であるにもかかわ

らず、耳が悪かった とはいえ、信者の願掛 けの内容について、それが理 にかな ったもので

あるかどうか を考 えず、願掛けしたその時 の約束通 りのお礼を必ず受け取る、というある

意味では非常 に杓子定規な性格である ことも示 して いる。

 このように、 〈五年王爺〉は、信者が願掛 けした以上は、それがどんな内容であれ、〈神〉

とのいわば契約関係 をきっち り履行することを要求する。 このように有無を言わさずに約

束を履行 させ る横暴 さは、先程紹介した 〈五年王爺〉の沿革誌 に掲載された第7番 目の霊

験 、即 ち 「上梁 儀礼」の 日時を守 らせた、とい う事例 を思 い起 こさせ る。この事例か らは、

〈王爺〉が必ず しもいつ も信者のサイ ドに立って物事を処理 しているとは限 らず、む しろ

〈王爺〉の権威 を誇示 し、信者を有無 を言わさず従わせる専制君主的な側面を示す ことも

ある、という 〈王爺〉像を信者が認 めている ことを示 している。あるいは、そのよ うな 〈王

爺〉像 を信者たちが構築 してきた、 と言ったほうがよいだろう。

 この他、 〈王爺〉が非常 に厳 しい 〈神〉で、専横的で あるというイメージは、しば しば信

者が語るところである。例えば、「〓」の前3日 間の精進を破 り、こっそ り肉を食べると、

その信者 は、必ず食べたものを吐き出させ られるzい う。 また、馬鳴村では、ある人が豚

を殺 して 〈五年王爺〉を拝む、と約束 した。 しか し、豚を殺すのが惜 しく、結婚するとき

に拝 むときまで豚 を捧 げるのを延ばして しまお うと思 っていた ら、ある日、なんと豚が 自

分で歩いてきて廟の まえで倒れて しまった。つま り、 〈五年王爺〉は捧げると約束 した豚 を、

自らの力で引っ張 り出 し、捧げさせて しまったのだ と言 う。新港郷湾仔 内(No.g4)で は、

ある女性が願掛 けの際に約束 した祭祀を怠った為に中風 になった という。

 信者によっては、〈五年王爺〉について、更 にもっと凶暴であると観念 しているケー スも

み られた。た とえば、「〈五年王爺〉はもともと海賊だった らしい。だか ら、 〈五年王爺〉

の拝拝の年(「 五年大科」の年)は 暴風雨が多かった り、作物の出来が悪かった りする」と

いう(虎 尾鎮芳草里 No.q4)。 この伝承でも、やは り 〈五年王爺〉の存在 と作物の不出来

とが関係付け られて いる。

 また、次のような伝承 も聞かれた。このイ ンフォーマ ントは、〈五年王爺〉の起源につい

て、"進士 としての 〈王爺〉"と いう由来 を語 ってか ら、 〈五年王爺〉と彼等 との関わ り方に

ついて筆者 に語 って くれた。



 「私の村落では、かつては、5-6戸 が信 じるのみだったが、第二次世界大戦後 、

全村 を挙 げて 〈五年王爺〉を信仰するようになった。 〈五年王爺〉 は、李世民の時代

に結拝 した360人 の進士だ。李世民が彼等 を王にして、36人 につき一省を与 えた。

我 々の信奉する 〈王爺〉は泉州の 〈王爺〉で、海軍を管理するのが任務だった。ある

とき、皇帝 に地下室で、奏楽するように命 じられた。皇帝 は、張天師の法術の力を試

そ うとして、彼に地下の音は妖怪 だか ら、鎮めるよ うに、と命令 した。 このため、張

天師はやむな く彼等 を法術を使って剣で斬 り殺 して しまった。ところが、彼等が死 ん

だ後、様 々な異変が起 こるので、天子12が皇帝に王に封 じてやるよ うに、といった。

そ こで、彼等 は 〈王爺〉 に封 じられ、その後彼 らは県 に行けば、県で食べ られ、省に

行けば省で食べ られるようになった。その結果、以後 〈王爺〉はたた らなくなった。

 ところで、〈五年王爺〉が出巡す るのは、〈五年王爺〉のための飯炊 き役や兵卒を徴

集するためだ。兵 として狩 りたて られると、人は死んで服務する。五年たつ と退役 し、

〈陰間im1-kan1(あ の世)〉 に住む。その後、何年かたつ と生まれ変わる。そのよう

な ことが分か る訳は、「なぜ有る人が死んだのか」 と 〈童〓 〉にきくと、「〈五年王爺〉

が兵に して連れて行った」 と答 える ことがあるか らだ。 しか し、もし糧食や供物をた

くさん出して 〈五年王爺〉を拝めば、兵 につかまる ことはない。」(嘉 義市大渓〓No.f2.)

 この伝承は、非常に多様な 〈王爺〉の側面を映 し出す ものとして、興味深い。まず、〈王

爺〉がいわれない理由で殺 された進士であり、死後 もなん らかの恨みを持っていた ことを

想像 させる。その後 、〈王爺〉に封 じられたが、現世に現れ る時には、神兵を調達するとい

う。この部分 については、〈王爺〉の前で躓 いた り、供物の味見をして しまうと命 を取 られ

る、 という伝承 との関連性 を想像 させる。また、供物 を豊富に捧 げればこのような災厄 を

防 ぐ事ができる、という観念は、後の第六章で述べるように、〈好兄弟ho2-hian1-ti7(孤 鬼)〉

に対する人々の見方 に非常に近似 して いる。即ち、〈五年王爺〉は、〈好兄弟〉のように、

できるだけたくさんの供物を捧げる事 によって遠 ざけておきたい存在であると考えられ る。

しか し、 このよ うな 〈王 爺〉 の恐 ろ しい一面 は、一 方 では過去 の話で あ って、現在 では

12 玉皇 上帝 の ことと思わ れ る。



〈王爺〉は もっと慈悲深 くなって いる、と言 う説明も 〈五股〉や 〈香庄〉の信者 には共通

の認識 だ。それは、必ず 「媽祖」をひきあいに出 して語 られ る。以下では、"「媽 祖」によ

る 〈王爺〉説諭"伝 承の典型例 を示そ う。

 「〈王 爺〉 は とて も性 格が 悪 い(〈歹 性 地 phain2-seng3-te7〉)。 子供 が 供物 の味見

を して しま う とそ の子 供 は死 ぬ し、 〈王 爺〉 の行 列 の前で つ まず いた りしよ う ものな ら、

〈王 爺〉 はそ の子 を連 れて い って しま う。 つ ま りや は り、そ の子 は死 んで しま うのだ。

あ ま りに 〈王 爺 〉が 性格 が 悪 い ので 、 〈王 爺〉 の祭 は何 時 も人 が少 な い。 あ る 日、 〈王

爺〉 は 「媽祖 」 の祭 に出会 って、 そ こで 、 「媽祖 」の祭 に大 勢 の信者 が 集 ま って きて い

る の に気 が つ いた 。そ こで 、 〈王 爺〉 は 「媽祖 」 に尋ね た。 「な ぜ 、 あな たの と ころ の

祭 は人が そ んな に多 いので す か?」 と。す る と 「媽祖 」 は答 えた。 「そ れ は あな たが余

りに横暴 だか らで し ょう。子 供が躓 いた と言 って は連 れて い って しま うので は、 人 は

近寄 らな い の は 当た り前 。供 物 の味見 を させ な けれ ば、供物 はお い し くな くな るか ら、

誰 も寄 り付 きた くな くな る。」 と。そ れか らとい うもの、 〈王爺 〉 はそ れ まで の 自分 の

非 を詫 び 、か つ て の荒 い性 格 を直 した と言 う。」

 この伝承は、おそ らく 〈王爺〉信仰の信者の拡大を語った もの としてみる事が出来るだ

ろう。〈王爺〉の信者が増えたのは、威圧的で性格の悪い 〈王爺〉が、そ の性格 を直すこと

によって、人々か ら受け入れ られ るようになったか らだ、と解釈 した と考え られる。現在

でも、多 くの単位で、〈王爺〉の勧請 とともに 「媽祖」を招いて くる理由は、 〈王爺〉が余

りに厳格で情がな いので、「媽祖」に慰撫 して もらうためであって、すなわち、あまり庶民

に厳格に してはいけないと諭す役割を担っているか らである、という説明をす るイ ンフォ

ーマン トもいる(北 港鎮草湖里 No .113)。

 また、"空 の落花生の見かえりとして若 い女"伝 承にも、 〈王爺〉の性格が変わった こと

を示す後 日談がついている。それ によれば、「落花生の収穫 はないし、若い女性 を容赦なく

連れて行 くな ど、あま りに非道なので、〈五年王爺〉のお祭のとき、〈五年王爺〉 を船で流

した。その後、代わ りの 〈王爺〉が来て くれて、それか ら 〈王爺〉は良い 〈神〉になった。

〈神〉 は五年 に一度のお祭で大陸に里帰 りする。」という。 この伝承では、 〈王爺〉そのも

のを取 り替えて しまう事で、〈五年王爺〉が現在では性格が温和 になった、と解釈 されてお



り、〈送王船〉へ の意 味付けと言 う点で も注 目される。

 いずれに しても、〈五年王爺〉は、現在では、かつてのように、信者 の理解を超えてひど

い仕打ちをする 〈神〉ではな くなったようだ。 しか し、約束 した事については、事情のい

かんにかかわ らず守 らなければな らないこと、義理人情が全く通 じないということについ

ては、人々の間には共通の理解があるようだ。 このよ うな 〈五年王爺〉の性格 を、彼等は

一言で表現す るときに、 しば しば 〈ham5〉13と述べる。 「〈五年王爺〉が 〈ham5〉である」

とは彼等の説明によれ ば、以下のように含意 されているという。 まずは、権力があ り、勢

力が強い、という意味があるという。これは、「代天巡狩」という側面を表現 している。つ

ま り、人間界における善悪の判断は、全て 〈王爺〉に任 されてお り、悪人を裁 くにあたっ

て、玉皇上帝等に判断を仰がずに審判 を下 し、その結果 を報告すればよい、という。他方、

〈陰間〉の司法官 としてのイメー ジをもつ信者 もいる。そのような人 にとっては、 〈五年王

爺〉は、「包公」を連想させるという。 「包公」は、情は通 じないが公正である、 と信 じら

れてお り、司法官 として、地位は低 いものの、もしも正 しくない行いを発見すれば、たと

え相手が皇帝の兄弟であって も、厳罰に処す るといわれ、そのような審判 に対 しては、皇

帝です ら異議 を唱える事はできないのだという。 「包公」は、北宋時に実在 した人物である

といわれてお り、名前を抵という。生年は999年 で、1062年 に没 した という。鉄面無私の

清官 として生前よ り民衆か ら親 しまれ、文芸作品の主人公にもなってお り、それ らは特に

「包公案」と呼ばれる。台湾の 「包公」信仰 も、「包公案」に影響 を受けているという(阿

部泰紀 1991:102-118)。 また、台湾には、「包公」を 〈王爺〉 として祀る廟もある。例え

ば、台中県神岡郷の文興宮では 「包府千歳」が祀 られて いる。「包府千歳」は、乾隆年間に

大陸か ら入植 した人々が神像を携えてきた、と言 い伝え られてお り、名を極 といい、また

公正 で清廉な官吏で あるために、葺屋 を建てて奉祀された という(全 国寺廟整編委員会

1988:201-202)14。 このように、文興宮 にお いて祀 られ る包府千歳は、包公 と同一視され

ていると思われる。 これ らのことか ら、〈王爺〉のイメージが、「包公」のイ メージと非常

に類似 していたことが、「包公」が 〈王爺〉の一種として取 り込 まれた原因であると理解 さ

13 〈ha05〉 の漢 字表 記 は不明 で あ る。日常用 語 として 近 いの は、 「〓」とい う字 の場 合で 、

無 鉄砲 、 い いか げん 、大 雑把 とい う意 味 で ある。

14 この廟 は 、本章 注4で 紹介 した 、平 地原住 民 のパゼ ッヘが建 てた といわ れ る廟で もあ る。

も し、そ うで あ る とす れ ば 、 この廟 は、漢 化 したパゼ ッヘが、 自らを大陸か ら来 た漢 人 と



れ よ う。

4.小 括

 以上、〈五年王爺〉につ いて、〈五股〉や 〈香庄〉の人々か ら聞 くことが出来た語 りを紹

介 してきた。 〈五年王爺〉につ いて、人々がもつイ メージは決 して統一 された ものではな く、

実に多様性 に富 んだものであることが理解されよう。以上の語 りを、簡単にまとめると、

おおよそ三つの類型に分類す る事ができよ う。まず、〈五年王爺〉は 「代天巡狩」である、

ということを示す語 りが一方 にある。すなわち、「玉皇上帝」の命 を受けて この世 に派遣さ

れる 「天神」 としての側面で ある。 このような 〈王爺〉 に対 しては、一般民衆は非常 に近

寄 りがたいと感 じ、 これを迎 えるにあたっては、過剰なまでにその権 力の大 きさを畏れ、

いかなる粗相 も許 されない、という緊張 した態度 をとっていることが うかがわれる。また、

その権力の大きさは、視察に行 った先で出会った問題に対 して、その場で審判を下す事が

許 されている、 という点 に反映 されている。次に、"耳 の不 自由な 〈王爺〉"と いうイ メー

ジによって、〈王爺〉が馬鳴山に居を定めた理由が語 られ、それ と同時に、人間の願掛 けを

聞き間違えることがあ り、信者の願掛 けがその内容いかんにかかわ らず願掛 け通 りに履行

されることを厳 しく求 める、という非情な側面が付加 されている。 また、非情な側面 を示

す語 りと して、 〈王爺〉が第六章で検討する 〈好兄弟〉と類似 して考 えられている点 も、見

逃せない。即ち、〈王爺〉は供物をた くさん与える事 によって遠ざけるべき対象である。な

ぜな ら、〈王爺〉 は、"兵 卒を徴用する"と いう名目を使 いなが ら、 この世の人々へ災いを

及 ぼして いるか らである。第三は、 〈陰間〉の司法官、しか も 「包公」に類似 したイメージ

で ある。そ こでは、情け容赦のな い審判を下すが、公正な裁きをす るという点では皇帝す

らをもね じ伏せ る力を持つもの、 と考え られている。

 以上の事か ら、 〈五年王爺〉は、伝統的に地縁的な関係か ら祭祀実践を行 ってきた信者達

に とっては、天神であると同時に、〈陰間〉の 〈神〉であり、〈好 兄弟〉でもあることが理

解されよ う。 このように多義的な性格が同一の 〈神〉の名の下に並存 しているのである。

して位置付け、伝承 を創造 した とも考えられる。



第五章 〈王爺〉における通時性と共時性

 前章では、従来伝統的に馬鳴山鎮安宮の祭祀を支えてきた 〈五股〉および 〈香庄〉の諸

単位 に属する信者が伝えて きた 〈五年王爺〉像 を、〈神〉の生前の行 いと 〈神〉としての事

績や性格 という二側面か ら描いてきた。本章では、前者、即 ち 〈神〉の由来に関 して、従

来の道教史や民俗学の先行研究を批判的に検討 し、現在の伝承との比較 を行 う。以下では、

次のような手順を踏む ことにする。まず、前章で得 られた 〈五年王爺〉の由来伝承の うち

の一種である、謂 われない理由で殺 された進士 というモチーフを手がか りに、台湾で見 ら

れる同類の伝承を取 り上げ、それに対する先行研究を、「厲鬼」 とす るタイプ と 「瘟神」

とす るタイプの 二面か ら考察す る。更に、「進士」が必ず しも関係 しな いタイプの伝承と し

て、鄭成功に関わる伝承とその他の複数のタイプの伝承 を取 り上げる。その上で、これ ら

の雑多な由来 をもつ霊魂が 〈王爺〉 という名称で指示されていることを確認 し、それ らの

間にどのような共通性が見出されるかを考察する。

1.「 進士」説話-「厲 鬼」か 「瘟神」か?

 前章で、鎮安宮の 〈五年王爺〉の起源についての人々の伝承 として、①か ら⑥ の六つの

類型を提示 した。そ して、その うち、三つの類型が、〈五年王爺〉を 「進士」と関係付けて

いた ことを示 した。 ところで、 この 「進士」説話は、実は台湾では非常にポ ピュラーな伝

承であ り、〈五年王爺〉だけではな く、様々な他の種類の 〈王爺〉につ いても聞かれ る伝承

で ある。

 例えば、筆者がかつて1985年 から86年 に現地調査 を行った屏東県小琉球嶼 の事例を紹

介 しよう。小琉球嶼 は、台湾南部の高雄の南南東33キ ロの台湾海峡上に浮かぶ小島で、

住 民は、清代雍正年間に福建省泉州府三邑地区(恵 安県、晋江県、南安県)か ら移住 して

きた人々の子孫 といわれている。島には、乾隆五十年(1785年)創 建 と伝えられる三隆宮

という廟があ り、キ リス ト教などを信じる極少数の例外を除 くほとん ど全ての島民が信者

となっている。三隆宮には、主祀神 として 「池府王爺」「呉府王爺」 「朱府王爺」か らなる

「主府千歳(三 府王爺)」 が祀 られている。 この 「三府千歳(三 府王爺)」 については、以

下の三パター ンの説話が採取 された(三 尾裕子 1990a)。

小①:唐 代に三百六十人の進士が殿試を受けに行 くため上京する途中、天災に遇い、洞



窟 に避難 した。そ こへ、王雀 なる人物が剣の切れ具合を試すためにやってきて、洞窟の上

か ら剣 を差 し込んだので 、彼等 は全員死亡 した。彼等の骨は、一つの壷 に納め られて祀 ら

れたが、ある時水 に流されて しまった。それをある乞食が拾 って金銀財宝が入って いると

勘違 いして開けて しまった。す ると、三百六十人の進士の霊が飛び出 して しまったので、

人々はこれ を祀って供養 した。 〈王爺〉は乞食が救ったのだか ら、〈王爺〉は乞食 をかわ い

が り、乞食がやって来た らほしいものをあたえると言 う。

 小②:「玉皇上帝」の部下が、剣の試 し切 りのために、三百六十人の進士 を殺 して しまっ

たので、謝罪のために 〈王爺〉 という神の名前を与え、どこへ行 っても誰かが食べ させて

くれ るという待遇 を与えた。

 小③:唐 代に三百六十人の進士が殿試を受けに行 くため上京す る途中、暴風雨 に遇 って

死亡 した。李世 民(唐 太宗)は 、彼等の死を悼んで祀 り、皇帝の兄弟 とした。そのため、

彼等 は 「千歳爺」 と呼 ばれる。

 これ らの伝承か らは、それぞれ細部 に差異はあるものの、進士が遭難 して亡 くなった と

いう点で共通 していることが明 らかで ある。 ここでは、鎮安宮や後述するその他の事例 と

の比較 を容易 にす るために、上記の諸説話か ら以下の鍵 となるモチー フを指摘 してお こう。

 A.殿 試 を受 けに行 くため上京する途中、暴風雨に遇って死亡 した。

 B.あ る人物が剣の試 し切 りを したために、彼 らは全員死亡 した。

 C.非 業或いは不慮の死 に対 して、償 いあるいは追悼 として、〈神〉にまつ りあげ られた。

 D.魂 は、 どこへ行 って も飢 えることがない。

 以上のことか ら、〈王爺〉伝承 には、進士、不慮 の死 、追悼 としての 〈神〉へのまつ りあ

げ、そ して、飢 えといった要素が関わっている ことに注意 しておきた い。

 ところで、 このようなモチー フを、前章で考察 した鎮安宮の 〈五年王爺〉の由来につい

ての諸説話 と比較す ると、次の諸点が浮かび上がる。 まず、「進士 としての 〈五年王爺〉」

は、鎮安宮では① 、⑤、⑥ の説話が該当し、小琉球ではすべての説話が該当する。鎮安宮

では、 これ ら3つ の説話 には、B.の モチー フが含まれている。一方、④ は、前身が進士

であったか否か は不明で あるが、船に乗っている間に暴風雨で遭難 した、と言 う点でA.

の要素を含んでいる。小琉球では、小③がこれ にあた る。そ して、進士ではな い② を含め、

鎮安宮の③以外 の全ておよび小琉球 のすべての説話がC.に 該当 している。D.に ついて

は、⑥および小①、小② の事例 に言及されている。 このように、鎮安宮の 〈五年王爺〉の



様々な 由来伝承を一つの束 として見た場合 、これを小琉球 にお ける 〈王爺〉の由来伝承の

束 と比較すれば、両者 には、A.か らD.の モチー フが共有されていることが見えてくる

だろう。

 次 に、 日本植 民地時代に書かれた 〈王爺〉についての研究 を二つ紹介 したい。最初は、

日本植民地期 に日本 に十年近 く留学 した経験を持ち、帰国後台湾総督府内において嘱託 と

して勤務 し、社寺課な どにお いて植 民地の宗教政策 の推進役をもつ とめた台湾 人である曽

景来 の研究で ある。曾は、台湾人を"正 しい皇民"に する必要 を痛感 し、まず 「迷信陋 習

の温床たる民間信仰の再検討」が必要だとして、1938年 に 『台湾宗教 と迷信陋 習』を出版

した。彼の執筆の動機か らも明 らかなように、彼の視点は決 して学問的な客観性 に基づい

て いるとは言 えない。 しか し、台湾人の矯正 という目的のためには、まず事実を正 しく把

握すべきである、 とい う姿勢 は貫 いていた。特に、当時あまり日本人の研究者が注 目しな

かったと思われ る 〈王爺〉、 「有応公」、あるいは 自然物への信仰-「 樹頭公」、 「石頭公」等

-を 取 り上げてお り、 これ らについての記述 は、現在か ら見れば貴重な資料として活用で

きる部分 も多 い。

 さて、曾は、『台湾宗教 と迷信陋 習』 において、 〈王爺〉に関して一章を割 いて詳述 して

いる。その中で、彼は、 〈王爺〉に関 しての 口伝をいくつか伝えているが、そのうちの主要

な ものを以下で まとめてみたい。ただ し、曾の記述は、それぞれの伝承がどの廟で採取 さ

れたのかは不明である。なお以下の説話は、〈王爺〉一般 にまつわるものであるが、この他

に、いくつか の個別の 〈王爺〉に関 してはそれぞれについての説話 が伝承 されている場合

もある。ただ し、本論ではそれ らを含 めると議論が余 りに細か く複雑 になるので、割愛す

る(詳 しくは、本論附録Iも しくは、曾景来 1938参 照)。

 曾1:唐 の高祖が張天師の仙術 を信 じ、厚遇 したが、有 る時仙術 を試そうとして、全国

か ら三百六十人の進士 を集 め、地下室で音楽 を演奏させた。皇帝は張天師に 「地下 の音楽

は 〈鬼〉 の仕業か」 と尋ねたところ、張は 「人の仕業」 と答えた。皇帝は 「地下 に人が住

むわけがな い。妖怪ではな いか?」 と問うと、張は 「もし 〈鬼〉なら地下に水を注いで も

変化がない。 人な ら音楽が止むだろう」 と答えた。張が之を試みると、音楽はやんだが、

しばらくして再開 した。皇帝が 「音楽がまた始 まったではないか。やは り 〈鬼〉ではない

のか?」 と問 うと、 「刀を地下 に差 し込 めば、人な らす ぐ死んで音楽が止む」 と張は言 い、



刀を差 し込 んだので、音楽は止み、進士たちは死んで しまった。 こうして皇帝は張の法力

を再認識 した。 しかし、無駄死 にさせ られた進士たちは、死 にきれず に閻羅王 に訴え出た

ため、王は皇帝を審問 し、皇帝の非行 を戒告 した。皇帝 は、前非 を悔 い、よって進士を祀

り、〈王爺〉 と謚 名し、天下 に之 を祀るように命 じた。

 曾2:〈 王爺〉は明代の三百六十人の進士。白蓮教信徒と張天師が法術の争 いを起 こした

時、ある白蓮教徒が皇帝に張の術を試すべき、 と進言 した。そ こで、皇帝が進士 を土倉に

入れ、奏楽させて張 の術を試 したが、その結果、進士たちは張の法術の犠牲 になってしま

った。そ こで、これ らの進士 の魂 を祀ったのが後 の 〈王爺〉である。

 曾3:明 朝 の時代、葉法善 という道士が、道行が甚だ篤 く、且よく過去や未来の ことを

知っていた。時の皇帝が彼の才を試そ うとして、進士三百六十人を隧道 に隠 し、笙を吹い

て奏楽させて、彼を試 した ところ、彼の非凡な る行 を認めることができた。 しか し、進士

達は、遂 に斬殺 された。 ところが、進士の亡霊がよく出てきて皇帝に冤罪を訴えるので、

皇帝 は、彼 らに 〈王爺〉職 を授 けた。

 曾4:〈 王爺〉は海の 〈神〉である。明朝時代の三百六十人の進士が船で上京途 中、台風

に遇って皆溺死 した。 しか し、民衆は、逆に これ を航海安全の 〈神〉 として祀った。

 曾5:明 末に三百六十人の進士が、世が清朝 になるにあたって、清の臣下 になることを

嫌 って 自殺 した。そ の魂は昇天 し、 「玉皇上帝」か ら 〈王爺〉 と勅封 された。

 曾6:〈 王爺〉は三百 六十 人の進士で、そ しりを受けて獄死。それ ら幽鬼を退散 させ るた

めに王 に勅封 され、更 に世の人々が これを治病 の 〈神〉 とし、姓 を冠 し、爺の字 を加えて

〈王爺〉 とした。

 曾7:〈 王 爺〉 は暦 日の 〈神 〉。三 百 六十 人 いる ので、 三百 六十 〈王爺 〉 とも三百 六十進

士 と もい う。 一 日一進 士(ま た は 〈王 爺〉)と 、一 日 ごとに一 〈王爺 〉 を当て た。 この場合

の進士 は学位 と して の 進士 で はな く、進 む士(或 は 〈神〉)と 解釈 すべ きで あ り、月 日の進

行 を形容 した もので あ る。

 曾の挙げている事例 は、時代は唐代、明代な どの違いはあるものの、多 くは三百六十人

の進士が、殺された り、自殺 した り、事故死 した りな ど、普通の病死などとは異な る理由

によって、死に至 らしめ られている。そ して、先ほどの小琉球の事例か ら抽 出した5つ の

モチー フのうち、3つ が見出される。その3つ とは、A.殿 試 を受けに行 くため上京す る

途 中、暴風雨 に遇って死亡 した、B.あ る人物が剣で刺 したために、彼 らは全員死亡 した、



C.不 慮 の死 に対 して 、償 いが な され た 、で あ る。

 日本 統治 時代 台 北帝 大 の教授 をつ とめ た増 田福太郎 も、 〈王 爺〉につ いて、次 の三 つ の伝

説 を挙 げ て いる(増 田福 太郎1939[1975:26-27])1。 この場 合 も、残 念 なが ら伝 承が 採取

され た 場所 は特 定 されて い な い。

 増1.明 朝の初め、三百六十人の進士が参朝の帰路、台風に遭い、溺死。朝廷は これを

深 く憐れみ、以来地方官に祭祀をさせた。

 増2.明 末三百六十人の進士は清朝に従 うことを清 しとせず、自尽 した。その魂 は天に

上 り、玉皇上帝か ら王に封ぜ られ、その命を受けて下界に降 り、諸人の善悪を視察 した。

よって、王の居所 を 「代天府」 といい、祭 日に神輿を担 ぎ回るのを 「代天巡狩」 という。

 増3.明 の皇帝が張天師の仙術を試そ うとして、全国から三百六十人の進士 を集め、地

下室で音楽 を演奏 させた。皇帝は張天師に 「地下の音楽にいつ も悩 まされているが、これ

は妖怪か」 と尋ねたところ、張は 「人の仕業」 と答えた。皇帝は 「これ を治める方法があ

るか?」 と問 うと、張は呪法(剣 を抜 いて床を切 る所作をする)を 御前で行ったので、音

楽が止んだ。明王は、怪 しんで、家来に見 に行かせたところ、進士たちは死んで しまった。

明王は、彼 らが無辜 のために死んだことを憐れむとともに、厲 をなす ことを恐れ、〈王爺〉

の封号 を与え、天下の到る所で祀 られるようにした。よって、〈王爺〉には、多数の姓があ

る。ただ し、その中では蕭姓が筆頭 に位置 して いるという。

 曾 と増 田 の挙 げて い る事 例 は微 妙 に異 な って いるが、大 筋 は共通 して い る。曾 の1.と

3.の 説 話 は、 時代 が異 な る ものの 、増3.と かな り類似 して いる。 また 、曾 の4.の 説

話 は 、増1.と 類似 して い る し、曾5.の 説 話 は増2.と 共 通す る。そ して 、伝承 のモチ

ー フ とい う点 で は 、A.に つ いて は、増1.が 殿試 で はな いが、朝 廷 への往 来 の途 中での

溺 死 、 とい う点 で 鎮安宮 、 小琉球 、曾 の事 例 と共 通性が 見 られ る。溺死 で あ るので 、おそ

らく乗船 して いた のだ ろ う。 また 、B.(剣 で刺 された ことに よる死亡)は 、増3.にC.

(不 慮 の死 へ の償 い)は 増1.2.3.全 て に見 出す ことがで きる。増3.の 「天下 の到

る とこ ろで祀 られ る」 は 、小② の 「ど こへ行 って も誰 かが 食べ させて くれ る とい う待遇 を

1 増 田 は、 この他 に 、個別 の 〈王 爺〉 につ いて、三例(「 五府 王爺 」、 「三府 王爺 」、 「李府 王

爺 」)を あ げて い る。附録I参 照。



与えた」との共通性 を見出せ、D.と の関係性 を見出すことが出来 る。

 以上の諸事例か ら、台湾 において多 くの 〈王爺〉が進士 を由来 とす る、 と伝え られてい

る可能性が高いことを知ることが出来 る。 しか も、これ らの進士は、上記のA.か らD.

即ち、暴風雨 にあった り剣の試 し切 りの対象とされた り、といった不運な事故や事件によ

って死亡 して いる こと、そのような不慮の死に対 して、皇帝などか ら 〈神〉 としての称号

な どの何 らかの代償 を受けていること、更 に、伝承 によってはその上、全国 いたるところ

で祀 られ、飢 える心配が無 いことなど、 といった共通のモチー フによってイ メージされて

いることを確認 してお こう。

 さて、そ こで次に問題 としたいのは、このような進士 としての 〈王爺〉像 と、 「瘟神」と

しての く王爺〉 という見方 との関係で ある。筆者は既に、従来の道教史、民俗学な どの分

野では、〈王爺〉が 「瘟神」に由来す る、と言 う説が強く主張されて きた、と述べた。そ こ

で、遭難 した進士 と 「瘟神」 とはどのように接合 されるのか、されな いのか、が問題 とな

る。

 と ころが、増 田 は、以 上紹 介 した 〈王 爺〉 の伝 承 につ いて、 これ を"幽 鬼"と 断 じた の

みで 、 「瘟神」 との関係 を一 切述 べ て いな い(増 田福 太郎 1939[1975:26-27])。"幽 鬼"に

つ いて は 定義 が書 か れて い るわ けで は ない ので 、厳密 にそ の意味 す る と ころ は定 か では な

い。 しか し、増 田 とほぼ同時 期 に台湾 漢 人 の風 俗習 慣 につ いて研 究 を行 って いた鈴木 清一

郎 は、"幽 鬼"に 餓 鬼 や無縁 仏 、悪鬼 な どを含 め て いる(鈴 木清 一郎 1934[1975:20-24])。

この こ とか ら、 増 田 も"幽 鬼"に 同様 のイ メー ジ を与 えて いた可 能性 が あ り、 これ は、 お

そ らく「厲 鬼 」 にあ た る語 で あ ろ う。 「厲鬼 」 とは 、祭祀 を して くれ る特 定 の子孫 を持 た

な い 人間 の霊魂 で あ り、 この ため に 、生 きて いる 人間 に しば しば 災い を もた らす と考 え ら

れ て い る2。

 曾景 来 も、台 湾 全 島 の500宇 余 りの 〈王爺〉 廟 の主神で あ る 〈王 爺〉 は 人鬼 、幽 鬼、 変

異 あ る霊魂 が変 化 した もので あ る、と結論 づ けて いる(曾 景来 1938)。 この よ うに、曾 と

増 田 は、 先 ほ どのA.か らD.ま で のモ チー フ にみえ る霊 魂 の特 徴 か ら、 〈王 爺〉 を人鬼 、

幽鬼 、変 異 あ る霊 魂 な ど、即 ち 「厲鬼」 か ら変 異 した もので あ る、 と言 う結論 を導 いた と

2 詳細は次章で検討する。



いえるだろう。しかし、いったい「厲 鬼」 とは漢人の諸霊魂の中で、どのよ うな意味付 け

を与えられているのか、これがなぜ 〈王爺〉 という 〈神〉にな りうるのか、は、彼 らの記

述か らは見えて こない。 この問題は、第六章で再度検討 しよ う。

 そ して、もう一つの 「瘟神」 との関係である。 ここで増田と曾の見解は、微妙に異なっ

ている。既 に述べたようにに、増田は 「瘟神」につ いて言及 していないが、曾の立場は若

干あいまいである。というのは、彼は、上記の説話 を紹介 した後、別の個所では、「昔は瘟

王 と称せ られ主 として悪疫の 〈神〉 として祀 られた」(曾 景来 前掲書 p.136)と も記述

している。問題となるのは、「瘟神」と異常な死 を遂げた三百六十人の霊魂 としての 〈王爺〉

にはいかなる関係 にあるのかが示されていない点である。また、曾は、〈王爺〉が 〈神〉と

なる資格 に関 しては、別 に宗教的または政治的に一定の根拠がないので、いかなる人物が

いかなる機会に 〈王爺〉 として祀 られない とも限 らないので、ある意味で 〈王爺〉は無数

に出て くる、 とも述 べている(曾 景来 前掲書 p.120)。

 曾 の記述か らは、かつては 「瘟神」だった 〈王爺〉が、時代が下るにつれ、三百六十人

の進士へと伝承の中身が入れ替わったとも、あるいは 「瘟神」 としての 〈王爺〉と三百六

十 人の 〈王爺〉とはまった く別物で、前者が後に消滅 して いった とも考え られるのである。

この点は、 〈王爺〉を理解する上で重要だと思われるので、次節で 「瘟神」説を分析する際

に、再度取 り上げたい。

 しか し、その前に 「瘟神」 としての 〈王爺〉 と 「厲鬼」 としての 〈王爺〉との関係につ

いて、これ らは別物である、と主張 した康豹(Paul Katz)の 主張 を先 に取 り上げておきた

い。台湾南部の東港 にある東隆宮の 〈王爺〉を中心 とした実地調査 と、台湾や大陸の地方

志や文学作品な どに関 しての文献調査を精力的に行 っている康豹は、台湾の 〈王爺〉の多

くは、「厲鬼」か ら変化 した ものであると断定 している。 まず、少 し長 くなるが、康豹の

記述 に したが って、東隆宮の 「温王爺」の伝承を紹介 しよう。

「温王爺」は、姓 を温、名を鴻、字 を徳修といい、山東済南府歴城県白馬巷 人で、隋

の煬 帝大業五年(609年)生 まれであったという。彼は、唐の太宗李世民の時代、捨

て身で太宗 を難か ら救 った。太宗を救ったのは彼 を初め とする三十六人で、温鴻が も

っとも功があったという。太宗は彼等三十六人に二甲進士の身分を与え、あわせて温

を山西知府 に任 じた。当時、 このあた りは盗賊 が多 く出てお り官兵では押さえきれな

か ったため、太宗 は温鴻 に軍を率いて討伐させ、盗賊の乱 を平 らげた という。温鴻は



この功績 によって 〈王爺〉 に封 じられ、そ の後三十六進士は太宗 の命によ り天下を巡

行 した。 しか し、その途中彼 らは不幸 にも海上で難に遇った。太宗は功臣を失 った こと

をたいそ う悲 しみ、彼等を 「代天巡狩」 に追封 し、全国に廟 を建てて奉祀する様、詔 を

発 した。 また、巨大な船 を作 り、船には 「遊府吃府 、遊県吃県」 と記 して、「温王船」

と名づ け、三十六進士の位牌を奉 じ、〓を執 り行 って海 に流 し、あわせて もし 「温王

船」がた どり着いた ら官 民一体 となって これを奉迎 し祭祀 を行 うよ うにとの勅をあまね

く下 した。 「温王爺」は〓浙 沿海地域に しばしば顕霊 して難を救ったため、〓 州、泉州

の庶民が信仰 し、彼等が台湾の東港に移住 してきたときも、「温王爺」の廟 を建てたと

いう(康 豹  1997:78-79)。

 康豹 によれば、東港の 〈王爺〉は、〈王爺〉の起源 として多 くの研究者が これまで主張 し

てきた 「瘟神」とは全 く関係がないという。つまり、 「温王爺」は、「瘟神」、即ち、瘟疫を

流行 させる 〈神〉で もなけれ ば、瘟疫 によって死に至ったわけでもなく、溺死 したのであ

る。 このような霊魂は、子孫 を残す ことができなかった り、あるいは功や名をあげる前 に

外的な理由で死を余儀な くされた りした人の霊魂 と同様、祭祀 されなければ、人々に祟 り

を及ぼす 「厲鬼」だとい う。また、更に、康豹は、東港 の 「温王爺」に限 らず、台湾の 〈王

爺〉の多 くも同様 に 「厲鬼」か ら変化 したものであるという(康 豹 前掲書:83)。 「瘟神」

の延長 と して存在す る 〈王爺〉は、道教における 「五瘟 使者」や 「十二瘟 王」信仰に由来

す るもので、台湾では、 「五福大帝」と、本論 の考察対象になっている鎮安宮を含む 〈五年

王爺〉のみが、該当す ると主張 して いる(康 豹,991:171-175、 前掲書:182)。

 康 豹 の指摘 は、本 論 にお ける 〈五 年 王爺〉 の理 解 に とって い くつ か の重要 な示 唆 を含 ん

で い る。 まず 、 「温 王 爺」 の場 合 には、先 に挙 げたA.か らD.の モチ ー フの なか で、A.

C.及 びD.の モ チー フが含 まれ て い る。だが、第二 に、康 豹 に よれ ば、A.の モチ ー フ、

す なわ ち 、暴風 雨 によ る遭 難 死 、特 に乗船時 にお ける遭難 、 と言 う場 合の 〈王 爺〉は、 「瘟

神 」 とは無 関 係で あ る 、 とい う。第三 に、B.の モ チー フ の 〈王爺〉 につ いて は 、特 に言

及 して い な いが 、台湾 の大部 分 の 〈王爺 〉は 「瘟疫」 とは無 関係 で あろ う、 と推測 して い

る。第 四 に、 「瘟神 」 と関 係す る 〈王爺 〉は、道教 にお け る 「五瘟 使 者」や 「十二瘟 王」信

仰 に由来 す る もの で 、台湾 で は 、 「五 福大 帝」 と 〈五 年 王爺 〉 のみ が該 当す る、 とい う。

 しか し、康 豹 の推 測 と、 鎮安 宮 の事例 とには不一 致が 見 られ る こ とは 一 目瞭 然 で ある。

す な わ ち、鎮 安 宮 の場 合 には、A.の モチー フ も採取 され て い るので 、 〈五 年王 爺〉は 「瘟



神」とは無関係であるよ うにも見えるが、他方で、道教 においては 「十二瘟王」で もある、

とい う矛盾である。

この矛盾につ いて、どちらかが正 しいと仮定 しよう。まず、〈五年王爺〉が 「瘟神」だと

した場合、A.の モチーフが関係する④の説話 は誤 りとなる。あるいは、A.の モチー フ

を持つ 〈王爺〉の伝承が 〈五年王爺〉の伝承 として紛れ込んで しまった という可能性 もあ

りうるだろう。

逆 に④の説話 が 〈五年王爺〉のものであるとすれば、 〈五年王爺〉は 「瘟神」である、と

いう康豹の主張 は成 り立たな くなる。康豹 によれば、〈十二王爺〉は、道教においては 「十

二値年瘟王」と呼ばれる 〈神〉がそれ にあたるといわれ、その歴史上最 も初期の記載 は 『道

蔵』の中の宋朝時 に編 まれた 「太上助国救民総真秘要」(巻 六)に 載って いる 「十二年王」

であるという。 ところが、その後明清までは記載がな く、わずかに 『道蔵』の中の 「法海

遺珠」(巻 四十四)に 彼等の姓名が、「呪符」とともに記載されて いるという(康 豹1991、

1997)(図9参 照)3。 しか し、同書に挙げ られて いる十二値年瘟王の姓 は、馬鳴山鎮安宮

の 〈五年王爺〉の姓 とは必ず しも一致 していない(表11参 照)。 例えば、鎮安宮において

丑年を担 当す る徐千歳は、 「法海遺珠」では 「余友」という姓名をもつ 〈神〉であるし、鎮

安宮で辰歳 にあたる呉千歳は、「法海遺珠」では 「薛温」という姓名 を持 っている。同様に、

巳歳の何千歳は、「法海遺珠」では 「呉文」に、午歳の 「薛千歳」は 「趙玉」というように、

十二尊 のうち九尊が対応 していない。

また、康豹(Paul Katz)が 採取 した資料によれば、道士の 「文検」に記載されていると

いう 「十二値年瘟王」は、「法海遺珠」のそれ とも異なっている(同 じく表11参 照、康豹

1991、1997)。 ただ し、馬鳴山鎮安宮の 〈五年王爺〉(〈 十二王爺〉)と 「文検」に記載され

て いるという 「十二値年瘟王」とを比べると、〈神〉の姓に関する相違点は、丑歳にのみ見

られ るのみで、他 は殆 ど同 じである。また、前章で紹介 した台南県安定郷 の長興宮や台南

県佳里鎮金唐殿の 〈王爺〉 の構成は、表11の 「文検」に記載 された 〈五年王爺〉の構成

と同じである。台湾の道士 の間で伝 えられている文献類はその殆どが手で写されたもので

あ り、儀礼と不可分の関係 にあると考え られているということを考えあわせれば、表11

3 ここであげた 『法海遺珠』の図版 につ いては、筆者 は1992年 刊 の文物出版社 ・上海書

店 ・天津古籍出版社版の 『道蔵』二十六巻所収のものを参照 した。 しか し、康豹が参照 し

た と思われる 『法海遺珠』 と筆者が利用 したものでは、異なる刊本と思われ、記載 に相違

がある。即ち、康豹があげている十二種の符では、第十の姓名が 「=員」 となっている。



に見 られる 〈神〉は、民間の 〈十二王爺〉の廟で祭 られている 〈神〉の名称 に影響 を受け

ているということは充分に考え られる。

康豹 の主張 に依れば、〈五年王爺〉(あ るいは 〈十二王爺〉)は 、『道蔵』 をはじめ とする

道教の文脈 においては、「瘟疫」即ち疫病と関係の深い 〈神〉として認識 されてきた。また、

十二支 に関係 し、それぞれの年 を別 々の 〈神〉が責任 を持 っているという。 しか し、鎮安

宮では、 〈十二王爺〉がそれぞれ十二年を一サイクル として分掌 していることは知 られてい

るものの、「瘟疫」との関係 はそれほど認識 されているとは言 い難い。道教文献 との関連だ

けでなく、既 に第四章で述 べたように、光復直後 まで鎮安宮では 〈五年大科〉の折 に 〈送

王船〉儀礼を行ってきたことを考えあわせれば、鎮安宮の 〈王爺〉が瘟疫 と深 い関わ りの

ある 〈神〉である ことは容易に想像できるし、歴 史的には信者 にその様 に認識 されて いた

時代があったか もしれない。 しか し、繰 り返 しになるが、少なくとも今 日では、鎮安宮の

〈王爺〉 と瘟疫 との関連を信者 の口か ら聞き出す ことはごく少数の人を除いて殆 ど不可能

である。また、そもそ も、嘉義庁の寺廟調査の記述によれば、 〈王爺〉を船で送るのは、〈王

爺〉が泉州 に帰 るか らと考 え られていた、という。つま り、歴史的にも鎮安宮 の 〈王爺〉

が瘟疫 と関連のある 〈神〉 であった と認識 されていたのか どうか も不明である。更に、台

湾各地の 〈五年王爺〉をまつる廟 における 〈五年王爺〉の内実の多様性を考え合わせると、

道教文献における 〈五年王爺〉 と、実際 に民衆が信仰するそれ とは、同 じ意味付 けが為さ

れているとはいい難 い。

このように、 〈五年王爺〉が 「瘟神」であるのか、あるいは、「厲鬼」であるのか、を正

確 に判断する材料 は非常 に乏 しい。そ こで、以下では別の角度か ら 〈五年王爺〉あるいは

〈王爺〉 に関して考えていこう。それは一つには、台湾で最もポピュラーなB.の モチー

フに限定 して 「瘟神」 との関係が見出しうるのか、であり、もう一つは、様々なタイプの

霊魂が 〈王爺〉 として指示 されることの意味である。本章の以下では、まず次節で前者の

問題 を検討 し、次々節以降では、後者の問題 を解 くための前提として、〈王爺〉の更なる多

様性 について考察す る。

2.「 瘟神」起源論

2.1.個 人的な 「逐瘟」儀礼か ら共同体単位の儀礼へ

〈王爺〉を 「瘟神」起源の 〈神〉とす る考え方は、早くか ら主張されてきた こともあっ

て、 〈王爺〉研究に最 も強い影響力を与えてきた。この説の代表的な論者は、日本統治時代



に 〈王爺〉 について文献史料及び実地 の伝承を採集 した前島信次(1938)や 、光復後比較

的早い時期か ら台湾の民俗について精力的 に研究 を行ってきた劉枝萬(1963、1966)な ど

である4。本節では、主 にこの二人の議論、及び最近 「瘟神」信仰について、広範な研究 を

行っている康豹、李豊楙の研究成果に依拠 しなが ら、瘟神起源説 を簡潔に紹介 し、問題点

を指摘 したい。

「瘟 」や 「瘟疫 」 は 、急性 の熱帯性 伝 染 病(ペ ス ト、マ ラ リア、 チ フス等)を 指 す言 葉

で 、中 国で は 華南 沿 岸 一帯 、台湾 等 、高 温 多湿地 帯 に発 生 しやす い病 気 の こ とを指 す。 か

っ ては 、疫 病 は 、 「瘟 神 」や 「疫 鬼」 等 の いわ ゆ るevil spiritsが た た った もの と考 え ら

れ た。 「瘟 神」や 「疫鬼 」に関す る文 字記 載 は古 くか らあ り、例 え ば漢 の孔 安 国 の 『論語 訓

解 』 によ れ ば、 「儺 、駆 逐疫 鬼 也」 とある し、 また魏 の何晏 の 『論語 集解 』 に も、 「儺 、駆

逐疫 鬼 也」 とあ る。つ ま り、瘟 疫 を 「疫鬼 」の仕 業 と して、 「儺 」 とい う儀 礼 を行 うこと に

よって 、駆 逐 した の で ある5。

康 豹 によれ ば、 北方 で 「儺」 と して行 わ れ た逐疫 は 、 中国の南 方 では 端午 節 の時 に行 わ

れ た。 端 午節 の時 には 〈王船〉 を作 って逐 疫 したが 、 この 〈王船 〉 につ いて の記録 が最 初

に見 え るの は 、1133年 の荘 紳 によ る 『鷄 肋 編』で あ る とい う。同書 で は、陳 西省 の〓州 と

い うと こ ろで 、 「五 瘟社 」とい う もの を作 り、地域 の人 々が 、軽 い木材 で 長 さ数十 丈 の船 を

作 り、人 々の姓 名 や 生年 、及 び行 った 仏事 の類 を書 状 に して船 に載 せて 、川 に浮 かべ た と

い い、そ の様 な行 事 の ことを、 「送瘟 」 と いった とい う(康 豹1997:7)6。 康 豹 によれ ば 、

こう した 「送 瘟 」の儀 式 は、道教 神霄 派 の 『道 法会 元』7と い った科儀 書 に基 づ いて執 り行

われ 、 これ が今 日の台湾 にお け る 〈王 爺〉 信 仰 に大 きな影 響 を与 えた とい う(康 豹 前掲

書pp.9-12)。

台湾の大多数の漢人の故郷である福建省沿海部 も、歴史的に瘟疫が頻繁に流行 した地域

である。同地域では、瘟疫を駆逐するための厄払いの儀式として、例えば次のような習俗

4 この他 、劉建仁1968な どもある。

5 古典に見える、瘟神の記述に関 しては、劉枝萬1983b[1966]:236-240を 参照。

6 康豹1997に は、他 にも、明清期 の類似 の事例が、取 り上げ られて いる。

7 松本浩 一によれば、『道法会元』は、宋末か ら明初頃に成立 したと思われ る道教呪術儀礼

の一大集 成である。呪法の系統は不確定 だが、清微派、神霄派な ど複数の系統に由来 して

いると思われ るという。本書か らは、雷 の力を呪力の源泉 とする雷法についての理論的な

裏付け と 「淫祠」の懲罰 という国家祭祀維持の側面が見 られるという(松 本浩一2001:

236-248)。



が記録 されている。すなわち、明代 にお いては、謝肇〓の 『五雑俎』によれ ば、

「〓俗最恨者、瘟疫之疾一起 、即請邪神 、香火奉事於庭 、惴 惴然朝夕拝礼許賽不已、

一切医薬、付之罔聞。不知此病原鬱熱所致、投以通聖散、開闢門戸、使陽気発洩、自

不伝染、而謹 閉中門、香烟燈燭、焄 蒿蓬勃、病者十人九死。即幸而病癒 、又令巫作法

事、以紙糊船、送之水際。此船毎以夜出、居人皆閉戸避之。」(謝 肇〓1959:178-179)

(〓俗最 も恨むべき者、瘟疫の疾一たび起 るや 、即ち邪神を請 じ、香火もて庭 に奉事

し、 惴々然 として朝夕拝礼 し、許賽己まず。一切の医薬、之を聞 くな きに付す。此病

原と、鬱熱の致す所、投ずるに通聖散を以って し、門戸 を開闢 し、陽気 をして発洩せ

しむれば、自ら伝染せざるを知 らず 、而 も中門 を謹閉 し、香烟燈燭君蒿蓬勃す、病む

者十人に して九は死す。もし幸 にして病癒ゆれ ば、又巫 をして法事を作 さしめ、紙 を

以て船を糊し、之を水際に送る。此船、毎に夜を以て出づるがため、居人皆戸を閉ぢ

て之を避 く。)(伊 能嘉矩1928〔1965:453〕)

とある。す なわ ち 、当時 は瘟疫 に罹 る と、 「邪 神 」を招 いて朝夕 礼拝 し、運 良 く治れ ば、 シ

ャー マ ンを呼 んで 法事 を行 い、紙 製 の船 を作 って これ を水 に流 した ので あ る。 この ことか

ら考 えれ ば、 「邪 神 」を流 す儀 礼 は 、病 に罹 って 、幸 運 に も平癒 した者 だ け が関 与 した もの

と思わ れ る。 〈送 王船 〉儀礼 は 、 「邪神 」を乗せ て 、これ を放 逐す る のが 目的 で あ ったか ら、

この儀 礼 に関 与 しな い 人 々は、戸 を しっか りと締 め て 、 〈王船〉を避 けた ので ある。しか し、

他 の事例 か らは、 今 日の台湾 で行 われ るや り方 に近 い方 法で あ る多 数の 人 々が 共 同で行 う

逐 瘟儀 礼 の様子 も うか が える。 た とえ ば、『榕 城紀 聞』 には、明崇禎 十 五年(1642年)二

月 に、福 州 で 「瘟 疫 」 が発 生 し、人 々が お 金 を集 めて 、 「〓壇 」 を設置 して 、儺 を行 った

と記 録 され て いる。そ の際 、 「五帝 廟」内 に、 「衙 署(役 所)」 を置 き、官 府 を まねて 「詞 状

(告 訴状)」 のや りと りを し、各 「郷社(村 な どの地 域社 会)」 が 「土神(地 方神)」 を担 ぎ

出 して拝 謁す る、 とい った こ とを して いた。 また、紙 製 の船 を造 り、犠 牲 を 屠 って祭祀 し

た 後 、 これ を河 へ 持 っ て い って 水 中 に押 し出 した後 、焼 いた と い う(林 国 平 ・彭 文 宇

1993:253-254、 林 国平1996:114-115)。19世 紀 にな る と、同様 な儀 礼 を 、 アメ リカ の宣教

師 の ドゥリ トル(J.Doolittle)も 記 録 して いる。 即 ち、福州 の 「五 帝 廟」 で毎 年 の五,

六月 あ るい は瘟 疫 が 流行 した とき は随 時 、逐疫 の儀 礼 を行 った とい う。 そ の とき には船 を

一 艘 あ る いは何 艘 も作 り、 「五 瘟使 者 」等 を載 せ て地 域 を練 り歩 いた後 、〓 江 の河 岸 でそ



の 船 を 焼 い て 送 っ た と い う(Doolittle 1986:157-167,276-287)。

台湾の漢人は、その大部分が明末清初以降の福建省か らの移民で構成 されている為に、

上記 に類似 した王船儀礼 を伴 った風習 を持 ち込んでいる。

例 えば、余文儀 の 『続修台湾府誌』(巻十三、風俗一)に 見 えるように、王船 に関わるこ

とは忌 まれたのである。即 ち、

「台俗尚王 〓,三 年一挙。取送瘟之義也。附郭郷村皆然。境内之人鳩金造木舟。設

瘟王三座。紙為之。延道士設 〓。或二 日夜三 日夜不等。総以末 日盛設筵席演戲。名曰

請王。執事儼恪。跪進酒食。既畢。将瘟王置船上。凡百食物器用財宝。無一不具。送

船入水。順流揚帆以去。或泊其岸。則其郷多厲 。必更禳之。毎一〓動費数百金。省亦

近百焉。雖窮郷僻壌。莫敢〓 者」(余 文儀1760〔1922:612-613〕)

(台の俗、王 〓を尚ぶ。三年一挙、送瘟の義を取 るな り。附郭郷村皆然 り。境内の人、

金を鳩めて木舟 を造 り、瘟王三座を設け、紙にて之を為る。道士 を延 いて〓 を設 くる

こと、或は二 日夜、或は三 日夜 にて等 しか らず。総て末 日を以て盛に筵席を設 けて演

戲 す。名けて請王 と云ふ。事 を執る儼恪、跪 して酒食 を進む。既 に畢れば瘟王をもっ

て船上 に置き凡百の食物器用財宝、一 として具 はらざるは無 し。船 を送って水 に入 ら

しめ、流に順 って、帆を揚 げて以て去る。或 は其の岸 に泊すれば、 即ち其郷厲 多 し。

必ず更 に之を禳ふ。一〓 ごとに、やや もすれば数百金を費 し、省 して も亦百 に近 し。

窮郷僻壌 と雖 も、敢て、悋 しむ ものな し。)(前 島1938:48-49))

とある。前島 によれ ば、 この記述 は清 代の康煕年 間の事 と推 定 され る というが(前 島

1938:49)、 この 「王〓」儀礼は、共同体 を単位 として、瘟疫 を定期的に追い出す行事 とし

て記述 されている8。

8 前島(1938:49-50)の 指摘 によれば、オ ランダ人が安平 を領有 していた17世 紀中葉に

も、同様 な習俗が存在していた らしい。『諸羅県誌』の巻八(周 鐘〓1717〔1984〕)に

は、 「相伝昔有荷蘭人夜遇船於海洋,疑 為賊艘,挙 砲攻撃、往来閃爍;至 天明,望 見満船皆

紙糊神像,衆 大駭;不 数 日,疫 死過半。近年有輿船而焚諸水次者,代 木以竹,五 采紙〓而

飾之。毎一〓動数百金,少 亦中人数倍之産;雖 窮郷僻壌,莫 敢悋者」(150-151頁)(相 伝

ふ昔荷蘭人あり。夜、船 に海洋に遇ふ。疑ひて賊艘 とな し、砲 を挙 げて攻撃す。往来閃爍

す。天明に至 り望見すれ ば、満船皆紙糊の神像な り。衆大に駭き、数 日な らず して、疫死



さて、上記の 『続修台湾府誌』に見える事例 では、送瘟の儀礼が村のどこで行われるか

までは記載 されていない。つま り、廟のような常設の宗教施設があってそ こで行われたの

か、 もしその場合 、その廟は何 を祀 っている廟なのか、あるいは送瘟儀礼のためだけに普

段は宗教施設のないところに臨時に祭壇が設え られたのか、といったことは、上記 の記述

か らは窺 い知る事 はできない。ところが、19世 紀に入ると、送瘟の儀礼が廟で行われる事

例が見えて くる。例 えば、『続修台湾県志』(謝 金鑾1984〔1807〕)巻5外 編の中の寺観に

は、

「査 各坊里社廟,以 王公大人稱者甚夥。東安坊則山川臺、坑仔底;西 定坊則王宮

港、草仔蔡 、海防署前;寧 南坊則馬兵營、打石街;鎮 北坊則普濟殿、三老爺宮、以及

安平鎮、青鯤身、北線尾 、喜樹仔 、永豐里、紅毛寮。中路南潭等處廟宇大小不一,概

號曰代天府。神像倶雄而毅,或 黝或赭,或 白而皙。詰其姓名,莫 有知者。所傳王誕之

辰,必 推頭家數書人,沿 門醵資,演 戲展祭。毎一年即大歛財,延 道流設王〓二、三晝夜,

謂之送瘟。造木爲船,糊 紙像三,儀 仗儼如王者,盛 陳優觴,跪 進酒食,名 爲請王。愚

民争投告牒畢,乃 奉各紙像置船 中,競 賚柴米。凡百器用兵械財寳以紙或綢爲之,無 一

不具;推 船入水,順 流揚帆而去,則 巳。或洄 泊岸側,則 其郷必更設 〓造船以禳。毎費

累數百金,少 亦不下百金。雖窮村僻壌,罔 敢吝惜,以 爲禍福立至。噫!此 誣神惑 民之

甚者也。」(341頁)

(査す るに、各坊里 の社廟、王公大人の称 を以てするもの甚だ夥 し。東安坊にては則ち、

山川台、坑仔底。西定坊 には則ち王宮港、草仔蔡、熱 海防署前。寧南坊 にては則 ち馬兵営、

打石街。鎮北坊 には則 ち普済殿、三老爺宮。以て安平鎮、青鯤身、北線尾、喜樹仔、

永豊里、紅毛寮、中路南潭等の処に及ぶ。廟宇 は大小一な らず。概ね号 して代天府 と

曰ふ。神像は倶に雄に して毅、或 は黝、或は赭 、或は白にして皙。其の姓名を詰るに

知 るある者な し。伝ふる所の王誕 の辰には、必ず頭家数人を推 し、門に沿ひて資を醵

せ しめ、演戯 展祭す。毎一年即ち大 に財 を歛め、道流 を延き、王〓を設 くること二三

する過半な りきと。近年船 を輿 して、之を水次 に焚 く者あ り。木に代ふるに竹を以て し、

五采紙〓 して之 を飾 る。一〓毎 に数百金を動か し、少なきも亦 中人数倍の産 とし、窮郷僻

壌 と雖 も敢て怯るる者な し(前 島1938:48-49)」 とある。ただし、この船はどこか ら流 さ

れたものであるかは不明である。



昼夜、之を 「送瘟」 と謂ふ。木造の船、糊紙像三、儀仗儼 として王の如きものを造 り、

盛に優觴 を陳べ、跪 して酒食 を進め、名づけて 「請王」と為す。愚民争ひて告牒を投

じ畢れば、乃ち各紙像 を奉 じて船中に置 き、競ひて柴米 を賽 し、凡百 の器用兵械財宝

は紙或は綢を以て之を為 り、一 として具は らざるは無 し。船を推 して水 に入 り、流に

順ひて帆 を揚 げて去 らしむ。則ち己 に或は岸側 に流れ泊すれば、則ち其郷必ず更 に〓

を設け船 を造 りて以て禳ふ。毎に費数百金を累ね、少きも亦百金 を下 らず。窮村僻壌

と雖 も、敢て吝惜す ることな く、以て禍福立 どころ に至る となす。噫、此れ誣神惑民

の甚 しきものあ り(前 島1938:51))。

と見える。また、日本 による領台の最初期 に完成 した と見 られる 『安平県雑記』(1959台

湾文献叢刊52種 台湾銀行)で は、「風俗」に関して附考で、前述 した 『続修台湾府誌』

の巻十三風俗 にある 「王〓」に関する記述 をほぼそのまま引き写して記載 している(12頁)。

また、年 中行事 を記 した部分では、台南の白龍庵とい う廟で、 〈王船〉を送る儀礼が行われ

ていた ことが述べ られている。即ち、

「六月、白龍庵送船。毎年 由五瘟王爺擇 日開堂、為萬民進香。三天後、王船出海

(紙製王船)。 先一 日、殺生。収殺五毒諸血於木桶内、名曰 「千斤擔」。當擇一好氣運

之人擔出城外、與王船同時焼化。民人贈送品物米包、名日 「添載」。是 日出海、鑼鼓喧天、

甚閙。一年一次、取其逐疫之義也。」(15頁)

(和訳)六 月、 白龍庵の送船、毎年五瘟王爺に由り、 日を択んで堂 を開き、万民の為

に香 を進め、三天後王船 出海す。紙製王船な り。その先一 日、生を殺 し殺五毒の諸血

を木桶 内に収め、名 じて千 斤担 と曰ひ、一好気運の人を択びて、場外に担出せ しめ、

王船 と同時に焼化せ しむ。民人は品物米包を贈送 し、名づけて添 載と云ふ。是 日出海

の鑼鼓喧天甚だ閙 し。一年一次、その疫を逐ふ の義を取るな り。

とある。ちなみに、 ここで述べ られて いる 「五瘟王爺」 とは、白龍庵の現在の主神である

「五福大帝」のことと思われる。 「五福大帝」は 〈王爺〉の一種 と考え られているが、その

由来伝承は、 〈王爺〉の意味付 けを考える上で、重要である。この点は、後で詳 しく論じた

い。



この他 、『澎湖庁誌』巻9風 俗では、澎湖の各地 に大王廟が建て られ、それぞれ姓のつ い

た 〈神〉を祀 ってお り、や は り王船 を造って、「王〓 」を行っていた事が記載 されて いる

(林豪1984〔1893〕:325)。 白龍庵や澎湖 の事例か らは、19世 紀の台湾においては、王

公や大王な どの廟において、 「王〓 」が行われ、「瘟神」を載せた王船が流された り、焼か

れた りす る風習が、各地で見 られ るようになっていることがわかる。この ことか ら、廟に

祀 られて いる 〈神〉 と送 り出 され る 「瘟神」 との区分が、清代後半期には儀礼 上か らもか

な りはっきりとして いる ことがわかる。 このあた りも台湾の 〈王爺〉を考 える上で鍵 とな

る変化で あろう。

2.2.「 瘟神」か ら 「進士」へ

それでは、議論の観点を少 し変え、次に逐瘟時に送 り出される 〈神〉は、 いかなる名前

の 〈神〉なのか、 という点 を検討 してみたい。日本植民地時代に、文献史料や台南一帯で

現地調 査 も行 った前 島信 次 は 、 フ ラ ンス の宣教 師 ドレー(H.Dore)の 研究9を 引 いて 、瘟

神 を三つ の系統 に分 けて い る。一 つ 目は、 『捜 神記 』に見 える隋高 祖文 帝治 世十 一年 に空 中

に出現 した 「史文 業 」を主 とす る五 人で あ る。二 つ 目は、 『封神演 義 』に見 える 、武 王 が 紂

王 を討 伐 した際 に、瘟 疫 を流 行 らせ て 商(殷)を 助 けよ う と して、 結局 戦死 した 「呂岳 」

を中心 とす る七人 で あ る。第 三 が 、 ドレーが 江蘇 で採 取 した 「香 山五 岳神 」 で ある。 そ し

て 、前 島 は 、 「香 山五 岳 神」が 台湾 で 祀 られて い るもの ともっ とも類似す る伝説 で あ り、こ

の他 はか な り異 な った伝 説 で あ る、 と主 張 した(前 島1938:38-42)ま た、 台湾光 復後 、

〈王爺 〉 研 究 にお いて 、史 料や 現地 調査 を駆 使 して研 究 を行 った劉 枝萬 も、 ドレー の研 究

を踏襲 して いる(劉1963:109)。

ドレー による三分類 の具体的な内容は以下の とお りである。

第一 の 「史文業」を主 とす る五人 とは、所謂 「五瘟使者」と呼ばれる 〈神〉である。 「五

瘟使者 」は、張元伯、劉元達 、趙公明、鍾仕貴(士 季)、史文業 という名前を持つ 〈神〉で、

それぞれが 「瘟疫」を主管す る季節を有している。「五瘟使者」がいつ頃か ら登場 して いる

のか は、確実な記載はないようだが、『道蔵』の中の、西晋時代の資料である 「女青鬼律」

9 ドレー の著 した 『中国 の迷 信 の研 究 』 は、最初 フ ランス語で 書 かれ たが 、後 に英 語 に翻

訳 され て いる。瘟 神 につ いて の記 述 の ある第10巻 を翻 訳 した フ ィン(D.J.Finn,S.J.)

によれ ば、 ドレー は19世 紀 の末期 か ら20世 紀初 頭 にか けて、安徽 省、江蘇 省で 調査 を行

って い る(Dore 1967[1933]:1-2)。



に 「五方鬼主」 として記載 され たのが初 めという(李 豊楙1994:377、 表12参 照)。

これ らの五 人の中には、歴史的な人物に由来する とされているものもある。たとえば、

『三国志 ・魏書』 によれば、鍾仕 貴は謀反 を起 こして失敗 し、四十歳でな くなった という

(李 前掲書:378)。 また、『捜神記』によれば、趙公明は秦代の人で、世 を避け山中にこ

もり、修道 したために、「玉皇上帝」の命 によ り召されて神霄副元帥に封 じられた という(二

階堂義弘1998:132)こ れ らの瘟神は、 「太上老君」10の命 を受けて、悪を懲罰す るという

任務 を執行するため に、瘟疫を流行 させ ると考 えられた。

第 二 の 「呂岳 」を 中心 と した 七人 とは 、 「五 瘟 皇」で あ る。 「五瘟 皇 」は、明代 の 小説 『封

神演 義』 に登場 す る も ので、 名前 を 呂岳 、 周信 、李 奇 、朱 天麟 、楊文 輝 、陳 庚 、李平 とい

った。彼 等 は も と も と商 王朝 の紂 王 の部 下 で 、周 の武 王 と姜子牙(太 公望)の 軍隊 と戦 っ

た ときに戦 死 した為 、のち に姜子 牙 によ って 「瘟神 」に封 じられた とい う(前 島1938;40、

康豹1997:27-28)。

第 三 の 「香 山五 岳 神」 は ドレー が江蘇 省 で 、 あ る道 士 が持つ 一冊 の稿 本か ら得た もの と

して知 られ て い る。 ドレー の記録(Dore 1967[1933])は かな り長 いが 、前 島 の要約 に従

い、要 点 を記 してお こう(図10参 照)。

(香山五岳神 とは、)「田伯雪、董宏文 、蔡文挙、趙武真、黄応度の五名であるが、

元来右の五人 は、唐の太宗時代に、進士の試 に応ぜんものと、長安を志 したが、皆途

中で盗 に遇ひ食 を人に乞ふほどまでに零落 した。 しかも、彼等が都 に入る前 に、期せ

ず して、都の南方の三義閣に相会 し、交 を結んだのである。考試は終 り、再び相会 し

た五人は、希望 も富 もな く、僅の衣類 を売 って、楽器を買ひ求め、一団の音楽隊をつ

くり、中の一人が 自作の歌を歌ふのに合せて、楽 を奏でつゝ 長安の市内に食を乞ふて

歩 くのであった。 しかるに、ふ と、この音楽を耳 にした太宗は、悉 く気に入って、遂

に五名を宮 中に召 して、側近を去 らぬほ どに寵愛 した。時に龍虎山の張天師は、租税

も納 めず、太宗の命に服 しなかったので、太宗は大 に怒 り、これ を都 に召 して、ひそ

か に除かん と考へた。そ こで、太宗 は殿中に地下室 を作 らしめ、ここで音楽を奏する

10 老子 を道教 にお いて神格化 した際に用い られた尊称。当初は道教 における最高神であっ

たが、やがて道教の教理の発展 によって、よ り高次の神 として 「元始天尊」 「太上道君」(老

子の説 く道 の神格化)が 出現すると、「太上老君」はその下に置かれるようにな った(楠 山

春樹1994:369-370)。



様に設備 し、そ こか ら糸 を引いて、帝座の所 に繋 いで置 き、これ によって、地下室に

ゐる音楽隊に合図の出来 る様 にして置 いた。そ して、 この地下の音楽室に入る様命ぜ

られたのが、先の五 人であった。軈て、張天師は、地下室の真上の殿中に招ぜ られ、

宴 を給 はったが、その時太宗 は糸を引き音楽 を奏せ しめた。

地下 の音楽が起るや、太宗 はわざと驚 いた真似 して、地に倒れ、天師 に向ひその術

をもって、 この地下 の怪 しい音を明 らか にし、又止めよ。 もし、出来な ければ死 に処

す ると申し渡 した。か く命 じて太宗は、其処を去 ったので、天師は一面の霊鏡を出 して、

遍 く天上 を探 したが、何物をも発見出来なか った。我事終われ りと絶望 して、鏡 を地

に投 じて嘆いたが、ふ と、それ を拾はんとす ると、豊図 らんや、鏡面には歴 々と地下

の室 と五人の姿が映じてゐた。そ こで、黄紙 に五枚の護符を書 き、神将趙公明をや って、

地下室の五人の音楽師を斬 り殺 さしめ、か くと太宗 に報 じた。太宗は始は笑って信 じ

なか ったが、五人の者が血 に染 って死んでゐる ことが事実であると判ると、非常 に怒 り、

何故 に許 しもな くて、五 名を殺 したか と天師 を責めたけれ ども、早、如何 ともす るこ

とが出来なか った。やむなく遺骸を葬 らしめたが、その後、地下室 に五人の幽鬼が現

れて、毎夜、殿中を騒がす こと一通 りではなかった。太宗は遂に、それ等に天師のも

とに赴 いて、何故 に天師が自分等を殺 したか訊ね よと命 じたので、五つの幽鬼は天師

の所 に行き、その衣 を掴 んで、再び生きる様 にして呉れなければ、あ くまで天師 を安

らかにせぬ と誓った。天師は、これを慰めるために、然 らば、夫々に良い物を与へる故、

世 の悪 しき人々に疫癘 を拡 めよ、先づ宮廷 に行き皇帝よ り始めて、汝等 を追尊せ しめ

るがよいと説 いた、そ して、一人には、扇を、 も一人には火 を入れた瓢を、三人 目に

は人の頭 を締 める鉄 の輪を、四人目には狼牙棒を、最後の一人には一碗の水を与へた。

彼等は喜んで、先づ太宗に始めの手 を下 し、一人が扇で悪寒を起させる と、次の者

が火で焼き、三番 目が鉄輪で頭を締 めて痛 ます と、四人目が棒で打ち敲き、最後 のも

のが、頭に水 をか けた。同 じ晩、これ と同様のことが、皇后 と二人の貴妃 にも起った。

この有様を見た太 白金星は、玉皇上帝に報告 したので、玉皇は同情し、使 をや り霊

薬 と護符 を与へて彼等 の病を医 してや った。病癒えた太宗は五名の者の霊にその不幸

な 目に遇 う因を作 った ことを謝 し、帝号を与へ都 の南の三義閣を香山五岳神 と改めて、

五名 を祀 ることにしたのであった。」(前 島1938:40-42)

っまり、皇帝が五名の進士 を地下に隠 して奏楽させ、彼等を利用 して張天師の法 力を試



そうとしたために、彼 らは殺され、その怨みを天師に訴えた ところ、天師 に皇帝 と彼の家

族を疫病 にかか らせる方策 を与え られ、それ らを用いて皇帝及びその家族 に手を下 したの

で、最後は 「玉皇上帝」が、彼等 を 「香山五岳神」に封 じ、皇帝一族の病を治 した、とい

うのである。

劉枝萬 は、 ドレーや前島を踏襲 して この三類型を示 した上で、第一類型は、中国北方 の

系統の伝承であ り、第二類型は、 もとは揚子江流域 の民間伝承であっただろうと推測 して

いるが、台湾への影響 はほ とんどない、 としてお り、第三類型が台湾の 〈王爺〉信仰の源

流である、と主張 している。ただ し、 これ ら先学の研究で、筆者が問題 と考えるのは、古

典 に登場す る第一、第二類型 と、第三類型のよ うに近代になってか ら採集された文献 とが、

時間的 に相 当な隔絶があるにもかかわ らず、同列に扱われている点である。また、どの類

型にして も、そのような伝承が登場する前の文献に記載 されている 「瘟神」信仰 とそれ ら

との関係、またそれ らと今 日の台湾 における 〈王爺〉信仰とのつなが りが、はっき り跡付

けられているわけではない。 これ らの問題点について、本論では、以下で、今 日の台湾の

〈王爺〉信仰 とつなが りが濃いと推定 され る第一類型、第三類型につ いて個別 に詳述 して

いきたい。第二類 型に属する 「五瘟皇」については、台湾 にはほとんど入ってきてお らず、

これを主神 として奉ずる廟 もないといわれている(劉1963、 康1997)の で、 ここでは

検討対象か ら省 くこととする。 しか し、第四章で紹介 した 〈五年王爺〉の由来伝承の② 、

③ のように、鎮安宮の信者の中には、〈五年王爺〉の素性 を商の紺王や周 と結びつけて語っ

た場合もあるように、実際には様々な類型 のものが、台湾の 〈王爺〉の起源伝承の中に断

片 として紛れ込 んでいる場合 もあるようである11。

まず第一類型の 「五瘟使者」は、北方系統の伝承 とされているが、南方へ至 ると 「五帝」

と呼ばれ(先 の 『榕城紀聞』の中に見えた記述が これに当たる)、台湾では 「五福大帝」(一

例は、先に述べた 白龍庵の主神)と いう名称で信仰 されるようになった。 この 「五福大帝」

11『封神演義』では、呂岳 らが、武器と して瘟疫 を起 こす細菌を入れたひょうたん、頭痛

を起 こす磬(棒 状の鉄や石を曲げて吊る した楽器で、叩いて音 を出す)、火がついたように

体が熱 くなる発躁旛、昏倒 させる昏迷剣、突然発熱させて頭を狂わせる発瘟鞭などを使っ

ている点な どか ら、第二 の説話 も、第一、第三の説話 と無関係ではないと思われる。民間

では、様々な伝承や文学作品上の逸話な どが、本来の文脈か ら離れて一人歩きするという

ことは十分あ りえるだろう。



が興味深 いのは、名称の変化だけではな く、その霊魂の性格付けや由来伝承 も、大きく変

化 している点である。

手始めに1920年 代初め に連横 によって出版された 『台湾通史』の宗教志(巻22)の 次

のような記述 を見てみよう。

「(前略)台 湾 所 祀 之五 帝 有二:其 一為 五 顕大 帝 ・ ・(中略)・ ・其 一 為五 福 大帝 、廟

在 鎮署 之 右 、為 福州 人所 建 、武 営 中尤崇 奉之 、似 為五 通矣 。然其 姓為 張 、為 劉 、為鍾 、

為 史、為 趙 、均 公 欝 、称 部堂 、僭 制 若帝 王 。歳 以 六月 出巡 、謂之 「逐 疫 」。 喬装 鬼卒 、

呵殿 前駆 、金 鼓 喧〓 、 男 女雑〓 、傾銭 酬願 、 状殊 可憐 。越 二 日以紙 糊 一舟 、大二 丈 、

奉各紙 像 置舟 中、 凡百 器 用 、財 賄 、兵械 、均 以 紙綢 為之 、大 小靡 不 具。 愚 民 争投告

牒、賚 柴 米 、舁 舟 至海 隅火 之 、謂 「送 王」。七 月七 日、 又至海 隅迎 之 、 此瘟 神 爾 、而

與霊 官皆竊 五帝 之 号 、是 淫 祀 也。 」(連 横1979:571)。

(和 訳)台 湾 で祀 られ る五 帝 に は二つ あ る:其 の一 は五 顕大 帝 で あ り12、・ ・(中略)・

・其 の 一つ は五 福 大 帝 で あ り、廟 は鎮 署の右 に ある。福 州 人が建 て た もので 、武営 の

中で特 に これ を崇 奉 して お り、五 通 に似 て い る。 然 るに其 姓 は張 、劉 、鍾 、 史、趙 で

あ り、均 しく怒 った よ うな顔 を顕 わ に し、部堂13と 称 し、僭 越 に も帝 王の 若 くに作 っ

て い る。歳 六 月 を以 って 出巡 し、之 を 「逐 疫 」 と謂 う。 鬼卒 に喬装(変 装)し 、 これ

が 呵殿(行 列 の先 頭 と しんが りを務 めて)前 駆 す る。金 鼓 が喧〓 し、男女 は入 り乱

れ 、銭 を傾 け酬 願(願 ほ どき)し 、状 殊 に憐 む可 きで ある 。二 日後 、紙 糊(張 子)の

舟 を作 り、大 き さ は二 丈 、各紙 像 を奉 じて 舟 中 に置 き、凡 百の器 物 、財 貨 、兵 器、均

しく紙 や綱 を以 って 之 を作 る。大 小 具わ な い ものはな い。 愚民 争そ って 告牒(直 訴

状)を 投 じ、薪や 米 を捧 げ、 舟 を昇(か つ)ぎ 海 隅 に至 りて之 を燃や す 。 これ を 「送

王」 と謂 う。 七 月七 日、 又海 隅 に至 り之 を迎 え る。此 は瘟神 な る のみ。 而 れ ども霊官

(五顕 大帝)と と ともに皆 五 帝 の号 を竊 む 、是淫 祀 であ る。

この文 章 にお い て は、張 、劉 、鍾 、史、趙 と いう姓 を持 つ 「五 福大 帝 」 は、毎 年六 月 に

12康豹は、『三教源流捜神大全』を根拠 に、「五顕」は徽州の一種の英霊信仰なので、瘟神

とは関係がないと、主張 している(康 豹1997:28,43)。
13部 堂 とは、清朝 の各部の尚書、侍郎及び各省の総督。ここでは、五福大帝をこのような

世俗の高位 の官職 に見立てていることを示す。



出巡 し、逐疫 したという。また舟を作 り、「送王」するという習慣 もあったよ うである。五

福大帝 の五人の姓は、確か に 「五瘟皇」の五人 と同じである。

ところで、鄭志 明が記述 している台湾で一般に民間において今 日信仰 されているという

「五福大帝」の伝承には、「五福大帝」の性格付けがよ りはっき りと見えて くる14。それ に

よれば、「五福大帝」とは、明朝年間の五人の挙人で、都に試験 を受けに行 く途中、偶然福

州である旅館 に同宿 して、意気投合 して義兄弟の契 りを結んだ という。彼等は、張元伯 、

鍾士成(「 五瘟使者」では鍾仕貴)、 劉元達、史文業、趙公明 といった。その 日の晩、五人

は次のような 「福徳正神」のお告げの夢 を見た。それは、五月五 日の子の刻 に、福州城 内

には瘟疫 の災いが降 りかかるだ ろうが、これは城内の五つの大 きな井戸か ら発生する、と

いうものであった。そ こで、五人の挙人は夢か ら醒めた後、それぞれが一つずつ井戸に身

を投 げて、水死体 となって警告 したので、福州の人々は井戸水 を飲 まな くな り、瘟疫の災

害か ら免れ ることが出来た。人 々は この五人の挙人の仁勇 に感 じ入 り、祠を建てて崇拝 し

たため、皇帝が 「五福大帝」 に勅封 した、 というのである。

ここに登場す る五人の挙人は、先の 「五瘟使者」の氏名 と比べて、鍾仕貴(あ るいは士

季)が 鍾士成に変化 している点 を除けば、他 は全く一致 してお り、両者 の間にはおそ らく

歴史的な関係があると思われる。ただ し、両者には決定的な違 いが存在する。それは、す

でに述べたよ うに、そ もそ も 「五瘟使者」は、太上老君の命によ り、悪 を懲罰するという

任務遂行のために、瘟疫を流行させ ると考 えられたのに対 し、「五福大帝」は人々を瘟疫 の

災いか ら免れ させ るために井戸 に身投 げをした と考えられている点である。即ち、「五瘟使

者」か ら 「五福大帝」への変容は、「行瘟(瘟 疫 を流行 させること)」 か ら 「防瘟(瘟 疫 の

流行を予防す ること)」へ、つ まり全 く正反対の性格を持つ 〈神〉への変容なのである。こ

の変容 の意味 につ いては、後で詳 しく論 じるが、ここでは、「行瘟」か ら 「防瘟」への変化

が あったこと、台湾 の民衆の間では、「五福大帝」は後者 として崇拝 されていることに注意

を喚起 しておきたい。

14た だし、以下の伝承がいつ、どこで採取された ものなのかが明示されていないことには

留意すべきである。



次 に、劉枝萬 によれ ば第三 の類型 に属する 〈神〉、即ち 「香山五岳神」につ いて検討 して

みよう。実は、劉枝萬 は、彼の 「瘟神」に関する論文の中で、 ドレーの記述の内容全部を

記述 しているわけではない。彼は、玄宗によって楽士 として抱え られた五人 の挙人が、玄

宗に法術 の腕 を試 された天師によって殺された、 と言 う部分は記 しているものの、その後

の等の所業、即ち、天師か ら様々な道具を与え られて玄宗を病にかか らせるという仕返 し

をしたことや、それ を知 った 「玉皇上帝」が玄宗を助け、彼等を 〈神〉 に封 じたことにつ

いては、論文 中に言及 してお らず、単に、死後 〈神〉に封 じられた、としている(劉1863)。

これは、果た して どう解釈すれば良いのであろうか?こ の点については、以下のような

事情が参考 にな ろう。即ち、 日本時代以降今 日に到るまで、文献や筆者がフィール ドにお

いて聞き取れ る範囲内の台湾漢人の語 りには、殺 された人たちの死後 の所業 について、具

体的な ことがイ メージされて いな い。筆者がかつて調査 を行 った屏東県琉球嶼 においても、

また、本論 の考察対象である 〈五年王爺〉の場合にも、〈王爺〉は、張天師 の法術の腕前 を

試そ うとした皇帝の命令 によって殺されて しまった進士が、死後その魂 を慰撫す るために

〈神〉 として封 じ られた、 と語 られる ことがほ とんど常識 と考え られて いたと言 って間違

いな いだろ う。 この ことか ら、劉枝萬 は、自らも台湾漢人であるために、 ドレーの述 を引

用す る際に、台湾 において現 に流布 している伝承 を当然視 して しまい、両者の間の相違 を

見落 として しまったか、あるいは些細なものとして切 り捨てて しまったので はないだろ う

か。

筆者が聞 き取った鎮安宮 に関する伝承の範囲内で、この点について最 も詳 しく手がか り

を与 えて くれる伝承は、⑤ の伝承であった。繰 り返 しになるが、この伝承の要点 を手短 に

まとめてお こう。

「〈王爺〉については、道蔵経の中に、典故がある。彼等五人は、唐朝の進士の試験を受

けにきたが試験に落ちたので、山の洞窟に身を隠 したのだった。そのころまだ無名だった

第十三代張天師は、優れた自分の技 を試そ うとして、洞窟 に隠れている怪 しげな五人を法

剣で殺 して しまった。そ こで、この五人は地獄に落ち、地獄で彼等がいわれな く殺された

ことを告訴 したので、世間で祀 られ るようになった。

別のバージ ョンとしては、李世民(唐 太宗)が 張天師を招いて、山の中の悪者 を殺せ、

といったので張 天師が殺 したところ、 この山中の五人が冤罪を告訴 した。 しば らくして、

李世民は病気にな って しまった。張天師がその原因を突き止めたところ、殺 された五人が

災いを及ぼしたことがわか り、五人に大巡 という官位 を与え、〓 南や琉球へ赴 くようにと



命令 した。だか ら、〈王爺〉は船に乗って台湾 にや ってきて、中山(雲 林県麦寮郷)、 馬鳴

山、諸羅 山(嘉 義)に 廟がある。」

この伝承の興味深 い点 は、道教の経典 と、台湾への 〈王爺〉渡来、今 日彼等が知 って い

る廟の 由来 とが リンクして いる という点である15。しか も、李世民が病気 にな ったのが こ

の五人の怨恨によること、怨恨を解 くために、〈神〉に封 じられたことな どは、ドレーの記

述 した伝承と共通す る部分である。 しか し、 ここで留意 したいのは、 このイ ンフォーマ ン

トが、 これは 「道蔵経に載っている」と語 って いる点である。つま り、このイ ンフォーマ

ン トはおそ らく、道教 の経典 にある程度興味を持 ち、自身で読んだ ことがあるかあるいは、

道士等詳 しい知識 を持っている人から聞いた ことがあったのであろう。ただし、彼の話の

内容は ドレー の記録 とは異なっている点 も多々あるので、おそ らく専門家といえるほどの

知識ではな く、たまたま聞き及んだが、読む機会があったという程度であろう。 いずれに

して も、道教 の経典に触れ る機会のほ とんどない一般民衆 とは知識の レベルが違 うと考え

るべ きであろう。

さ らに、第一節で紹介 した、曾景来や増田福太郎の記述 を思い出していただきたい。彼

らが記述 している 〈王爺〉の起源説話には、やは り死後の進士の所業は含まれて いない。

また、筆者が注意を喚起 したように、曾は 「瘟神」 と進士の関係については明 らかに しな

かった。劉建仁 による研究 においても、三百六十人の進士が殺された後、閻羅王に冤罪を

訴えたので、閻羅王が皇帝 を審問 したところ、皇帝は 自ら前非を悔 いて、これ ら三百六十

人の進士の霊を祠 に祀 り、〈王爺〉という号 を論 った、とのみ記述 して いる(劉 建仁1968;

17)16。

以上の諸事例か ら考えれば、今 日の台湾 において、進士に由来するという 〈王爺〉像の

中に 「瘟疫」 とのかかわ りを探 し出す ことが難 しいことが理解できよう。おそ らく進士の

伝承の中で、「瘟疫」と関係す る伝承部分は、台湾の民間では抜け落ちていった可能性が高

い と考え られる。

この点について、歴史的な考証 については、非常に少ないが、李豊楙 による道教な どの

15中 山、馬鳴山、諸羅 山の廟については、第四章で紹介 したように、祖廟、兄弟廟の関

係があった という見方 も存在 している。

16『 南瀛 仏教』には、台湾の民間信仰の神々につ いて紹介 されているが、その中で 〈王爺〉

はやは り三百六十人の進士 に由来 し、 しか も、殺 されてか ら閻羅王に訴え出たので、皇帝

が審問されたとある。審問された皇帝は、前非を悔い、臣下の玄奘三蔵を西天に遣わ し、

仏教 を持ち込 ませ、 これ らの進士 を祀 ったという(編 輯子1934:19-21)。



経典や様 々な史料 に基づ く研究がある程度参考になる(李 豊楙1994)。 彼 によれば、「瘟

疫」 と霊魂 との関係にはい くつかの歴史的な段階があったと考 えられる とい う。最初期 に

お いては、 「瘟疫」は 「疫鬼」が もた らす流行病である、と考えられていた。た とえば、王

充の 『論衡 』 「訂鬼篇」 「解除篇」 には、〓〓 氏 には三人の子があったが、生まれると皆死

んで しまい、その冤魂 、怨魂が、人を疫病に した、 と記 されている。中国人の間には、成

人 して子 をもうける前に亡 くなった り、事故や 自殺などの自然死ではない死に方を した人

の霊魂 は、世間に恨みを残 し、生者 にたた りを及 ぼす 「厲鬼」になると考え られているた

め、〓〓 氏の三 人の子 はまさにこの場合に当てはま り、恨みを持った霊魂が疫鬼 とな った

ので ある。

漢晋 の境 の頃(お よそ三世紀半ば)に は、新天師道の 『女青鬼律』や 『洞淵神呪経』に

よると、頻発す る流行病は、上天の懲罰であ り、懲罰任務 を遂行するのが 「瘟神疫鬼」だ

と考 え られ るよ うになったとい う17。また、「五瘟」信仰が確立 したのもこの ころであ り、

凶死 、横逆 死 した人は、「行瘟行疫」のもととなると考え られるようになった。

李によれ ば、「五瘟神」が 「瘟神」信仰の中で突出 し、「瘟神」の代表格 となるようにな

ったのは、六朝時代であった という。 この頃の 「瘟神」は、凶死、横逆死 した霊魂 に由来

するとい う点は変わ らなか ったが、民間ではそれが次第 に神格化 し、様 々な伝承を伴った

表現型 として現れ、定着 して いくよ うになったという。その一類型が、「地審誤殺類型」で

あ り、別 の一類型が 「服薬代死類型」である。

前者は、唐の太宗(あ るいは明の洪武帝、唐王李世民、宋朝皇帝など)が 張天師の法術

を試そ うとして、地下 に閉じ込めて音楽を奏で させていた五人の書生(或 は二十四人の樂

手)を 妖怪 と説明 して、張天師に法術 を使 って調伏 させたという伝承である。結果 として、

これ ら誤 って殺 された者たちの魂 を慰めるために、〈神〉に封 じたというものである。この

類型の伝承 は、まさに ここで問題 としている台湾における進士が誤 って殺 されて 〈王爺〉

に封 じられた、 という伝承に継承 されている。他方、後者は、福州 などで 「五帝」あるい

は 「五福大帝」 「五部堂」などと呼 ばれたものに代表 されるもので、五人の将軍あるいは書

生 といわれて いる。彼等 は都 に科挙 を受けに行 く途中、「瘟神」が古井に毒薬を撒 こうとし

17但 し、 この他 、三世 紀 の初 め頃 には 「瘟 疫」 の流行 は陰 陽の秩 序 の乱 れ が原 因で あ る と

い う考 え 方 も起 って い る。例 え ば 、建安 二十 二 、二十 三年 頃(217年 、218年)の 疫癘 で

身 内 を亡 く した曹丕 が 、 『説疫 気 』 で、 この よ うな解釈 を記 して いる とい う(李 豊楙

1994:375)。



ているのを知 り、 自ら犠牲 となって井戸 に身を投げて服毒死 し、人々に危険を知 らせた。

これがために人々はその恩 に報 いるために廟を建てて神像 を奉祀す るようにな ったという。

この系統をひ いて、台湾でも多 くまつ られているのが、前述 した五福大帝 と、後述する 「池

府王爺」である。

前者 の問題に戻 ると、書生あるいは楽手(後 には進士)は 、「瘟神」か らの変形である、

といえる根拠は どこにあるのだろ うか?こ の点 に関連 して、李豊楙 は、唐代の筆記小説の

中で、このよ うな変化が見 られると言及 しているものの、具体的な根拠 は残念なが ら示 し

ていない。ただ、彼は興味深いフィール ドデータを提示 している。彼は、この伝承を大陸

の江西省萬載県西潭郷で採集 している。その原文を次に示す ことに しよう。

「明初朱洪武皇帝(一 説唐王李世民、〓 一説宋朝皇帝)為 試龍虎 山張天師的法術、

命令二十四名楽手蔵於宮殿地底下奏楽、佯 説妖精作怪 、並請張天師来収妖。張天師端

一碗冷水、念動呪語、用〓 在碗面上一抹、宮殿地底二十四名鼓舞手人頭皆落地。楽手

的冤魂在宮内閙 騰不休、皇帝無奈、只好封他〓 爲儺 神、爲首的 「勅封歐 陽金甲大将軍」、

故沙橋儺 神面具共有二十四個、稱二十四〓 。這些楽手受封後立即 飛出宮廷、飛行時身

和頭分離、身子落在湖南、頭落在江西、故萬載供奉的儺 神僅有頭而没有身子。「沙橋

儺祠」供奉的儺 神菩薩共有八尊 、這八尊均稱歐 陽金甲将軍。」(李 豊楙1994:399-400)

(和訳)明 初朱洪武皇帝(一 説では唐王李世民、また別の一説で は宋朝皇帝)が 龍

虎 山張天師の法術を試そ うとして、二十四名の楽手に命 じて宮殿 の地下に隠れて奏楽

させ、妖怪の仕業であるとうそをついて、張天師に妖怪 を収めるよう促 した。張天師

が一碗の冷水 を捧げ持ち、呪語 を唱え、箸で碗の上を一撫でする と、宮殿の地底 にい

た二十四名の頭が皆地 に落ちた。楽手の冤魂は宮廷内でひ っきりな しに騒 ぎを起 こす

ので、皇帝は しかたなく彼 らを儺 神に封 じ、その頭 目を 「勅封歐 陽金甲大将軍」とし

た。故に、沙橋の儺神 のお面は全部で二十四個あ り、二十四氣 と称す る。 これ らの楽

手は受封後す ぐに宮廷 を飛び出たが、飛行時身 と頭が分離 し、身は湖南に、頭は江西

に落ちた。よって、萬載でまつっている儺神 はただ頭が有 るのみで身はない。「沙橋

儺祠」でまつる儺 神菩薩は全部で八尊 あるが、 この八尊 は皆歐 陽金 甲将軍と言 う。

即ち、 この伝承では、張天師 に殺 された楽手を 「儺神」に封 じたので ある。



これを、上述 した ドレーが江蘇省である道士が持 つ一冊の稿本か ら得たもの として知 ら

れて いる伝承 と比較 してみよ う。す ると、李 と ドレーのテキス トの共通点 は以下の部分で

ある。すなわち、皇帝が張天師の法術 を試すために地下で奏楽する楽手を誤って殺 して し

まった こと、その結果、 これ らの楽手の魂が騒ぎを起 こしたため、瘟疫 を広めさせること

に した ことである。李のバージョンでは、皇帝が楽手を 「儺神」に封 じたが、 ドレーの記

録では、天師が進士を 「瘟神」 として皇帝たちに病を起 こさせた と表現 は異なるものの、

どちらも瘟疫 に関係する 〈神〉 と記述されて いるのである。

さらに、明代に遡 ると、 ドレーの伝承 と 「五瘟」信仰 とを結ぶ手がか りが見つかる。例

えば、明代に出版 された有名な道教の類書である 『三教源流捜神大全』をみてみよう。『三

教源流捜神大全』 は明代の民衆的な宗教思想 に基づいて生 まれた通俗書である といわれて

お り(石 井昌子1983:140-143)、 当時の民衆の間での 「瘟神」観を知るには絶好の書であ

る。同書の四巻には次のよ うな記述がある。

「昔隋 文帝開皇十一年 六月内、有五力士現於凌空三五 丈、於身披五色袍 各執一物。

一人執杓子並罐子、一人執皮袋並剣、一人執扇、一人執鐘、一人執火壷。帝問太史居

仁 曰:"此 何神?主 何災福也?"張 居仁奏日"此 是五方力士、在天上為五鬼、在地為

五瘟、名曰五瘟:春 瘟張元伯、夏瘟劉元達、秋瘟趙公明、冬瘟鐘士貴、総管瘟 史文業。

如現之者 、主国民有瘟疫之疾 、此為天行時病也。"帝曰:"何 以治之而得免矣?"張

居仁 日:"此 行病者、乃天之降疾、無法而治之。"於 其年国人病死者甚衆。是時帝乃

立祠、於 六月二十七 日詔封五方力士為将軍。青袍 力士封為顕聖将軍、紅袍 力士封為顕

応将軍、 白袍力士封為感応将軍 、黒袍 力士封為感成将軍、黄袍 力士封為感威将軍。隋 、

唐皆用五月五 日祭之。后 匡阜真 人游至此祠、即収伏五瘟神為武将也。」(王 秋桂・李豊

楙編1989:152-153、 李豊楙 前掲書:395-396)

(和訳)昔隋 文帝開皇十一年六月に、五力士が凌空三五丈に現れたが、身には五色袍

をつ け、各各一物を執 っていた。一人は杓子並びに罐子 を執ち、一 人は皮袋並び に剣

を執 ち、一人は扇 を執ち、一人は鐘 を執ち、一人は火壷を執っていた。帝太史居仁に

問 うて曰 く:"此 は何神そや?主 に何れの災福也や?"張 居仁奏 して曰く"此 は五方力

士 な り、天上において は五鬼 と為 し、地 にお いては五瘟 とな し、名は曰く五瘟:春 瘟

張元伯、夏瘟劉元達、秋瘟趙公明、冬瘟鐘士貴、総管瘟史文業。現 の如 く、主に国民

に瘟疫之疾有れば、此天行時病な り。"帝 曰く:"何 時以って之 を治 し免れることを得



るか?"張 居仁曰 く:"此 行病は、天の降疾 にて、之を治す法無 し。"其 年国人病死者

甚だ衆 し。是時帝祠 を立て、六月二十七 日に詔 を封 じて五方力士 を将軍 と為す。青袍

力士 を封 じて顕聖将軍 と為 し、紅袍 力士 を封 じて顕応将軍 と為 し、 白袍力士 を封 じて

感応将軍 と為 し、黒袍 力士を封 じて感成将軍 と為 し、黄袍 力士を封 じて感威将軍 と為す。

階、唐皆五月五 日に之を祭る。后 に匡阜真人游びて此の祠 に至 り、即 ち五瘟神 を収伏

し武将 と為す也。

この文章 には、更 に具体的な絵 図も付 されている(図11参 照)。上記の文章および図は、

まさに 「五瘟使者」である。特 に、文中で注 目したいのは、最初の部分である。即ち、五

人が袍 をまとって現れた とき、手 にそれぞれ一つの物-罐 子、皮袋 と剣、扇、鐘、火壷-

を持 っていたのである。それ らの ものは ドレーの記述の中に出て くる太宗を病に苦しめた

霊魂が持 っていた ものと、完全 に同じではないものの、その発想や持ち物等 に類似点が見

出せ る。おそ らく、 この五人は、 これ らの武器を使って、地上に瘟疫を流行させたものと

思われ、多 くの死者が出たところか ら、皇帝 は、祠を建て、五人を将軍 に封 じたのであろ

う。

李 は、「五瘟神」が上記のような具体的な姿かたちとして認識 されるようになったのは、

元代 の 『新編連相捜神廣記』の後集 「五瘟使者伝」がもっとも早いものであろうと推測 し

ている。ここにも、『三教源流捜神大全』同様 に絵図があ り、やは り五人がそれぞれ道具を

持って いるという(李 豊楙1994:395)。

これ らの書物の記載か ら、筆者は次のような推論が成 り立つ と考える。即ち、古代にお

いて凶死、横逆死 した人の霊魂は、瘟疫を流行 らせ ることによって、現世での恨みを晴 ら

そ うとしている、と解釈されてきた。このような魂は、道教の成立 ・発展 の過程の中では、

天に代わって懲罰任務 を遂行すると位置付 けられた。更 に、「五瘟神」の信仰が道教の経典

か ら民間へ と広まっていく過程の中では、具体的な 〈神〉のイメージがより自由に想像 さ

れるようにな り、瘟疫 を引き起 こすための道具や、それぞれの 〈神〉の着衣な どが表現 さ

れて いったのではないだろ うか?

また、民衆の中に入 っていった道教では、使者たちの具体的な人物像もさまざまに想像

され る可能性があった と考え られる。その一つの表れが、「楽手 となって誤って殺 された悲

運の進士」であったと考 えられよ う。では、なぜ悲運の進士でなければならないのであろ

うか。"悲運"の 部分については、凶死 、横逆死 した人という設定が、行瘟行疫のもとと考



えられ る 「五瘟使者」 の元来の発想を引き継いでいるといえるだろう。 このような理不尽

な死を遂げた人間の霊魂は、まさに 「厲鬼」であ り、この点においては、 「厲鬼」説 も 「瘟

神」説 も同様 の性質 をもつ霊魂を 〈王爺〉と関係付 けているといえる。他方、「進士」とし

て彼 らがイメー ジされ るよ うにな ったのは、「五瘟使者」に対 して付与 されたイメージか ら

は、一定程度の飛躍が見 られる。「進士」という人物像を付与することによって、またその

ような霊魂に 〈王爺〉 という名称 を与えることによって、いかなる 〈神〉のイメージが創

造 されていったのかが次 に問われ るべき問題となろう。この点については、次章において

台湾漢人の霊魂観の体系全体を論 じる中で再び取 り上げ、論 じる課題 としてお こう。

さて、以上の整理か ら、「五瘟使者」と誤殺 された楽手(あ るいは進士)と いうモチー フ

とは、実は無関係ではな いことがわかって きた。 もちろん、李豊楙が主張す るように、前

者か ら後者が派生 した、とまで結論できるか否かは、筆者は即断 しかね るが、少な くとも、

台湾でもっともポ ピュラーな"悲 運の進士"が 〈王爺〉である、とい う伝承 は、「瘟神」と

のつなが りを否定する ことはできず、「瘟神」と進士 との関係は、密接なつなが りがあった

にもかかわ らず、次第 に忘れ去 られていった と考 えることもできよう。

では、次 に李豊楙が、五瘟神か らももうひ とつの変形であるとした 「服薬代死説」も検

討 してみよう。李豊楙 は、この例 として、福建省福州 にお いて崇拝されてきた 「五帝」(あ

るいは 「五福大帝」 とも呼ばれる)を 挙 げている。李豊楙は史貽輝の文献を引用 し、また

自身の実地調査 とを根拠に、 「五帝」と 「五瘟神」とが、神の名前、神職名な どにおいて共

通点を見出せ る、 と指摘 している18。また、台湾 に入った 「五福大帝」も、姓名が 「五瘟

神」と同じで ある ことは、既に確認 した。また、これ も確認済みであるが、「五瘟使者」は、

太上老君の命 により、悪 を懲罰す るという任務遂行のために、瘟疫 を流行 させ ると考えら

れたのに対 し、「五福大帝」は人々を瘟疫の災いか ら免れ させるために井戸に身投げを した

と考え られている。即ち、「五瘟使者」か ら 「五福大帝」への変容は、「行瘟(瘟 疫 を流行

させ ること)」か ら 「防瘟(瘟 疫の流行を予防すること)」へ、つま り全 く正反対の性格 を

持つ 〈神〉への変容なのである。

更に、「五福大帝」と非常 に類似 した伝承を持ち、「服薬代死説」に含め うる霊魂 として、

「温元帥」がある。 「温元帥」については、康豹 による詳 しい研究があるので 、それに依拠

18史貽 輝 「略談福州瘟神五霊公」。ただ し、筆者(三 尾)は 残念なが ら当該文献を見てい

ない。執筆年代 も李豊楙は示 して いない。



しなが ら、概要 を簡潔に紹介 しよ う(康 1997、Katz 1995)。 「温元帥」は、康豹によれ

ば、南宋時に中国大陸の温州で発生 した信仰で、姓を温、名を瓊 といった。彼については、

『道蔵』の 「地祇上将温太保伝」の補遺部分 に次のような説話があるとい う。即ち、彼は、

天の命によ り、地上に瘟疫 を流行 させ、世間の不忠不孝者 を殺す ことになったのだが、無

差別 に多 くの人を殺す ことになるのを不条理 と感 じたのか、 自分が犠牲 になる ことで人々

を救えると考えて、瘟疫のもととなる瘟薬 を飲み こんだ(康 豹 1997:30-31)。 これに類似

する信仰 は、温州か ら北は杭州、嘉興、蘇州などへ、また南は福建、台湾 にまで伝わった。

ただ し、福建、台湾では、温元帥信仰 は、「池府王爺」信仰へ と名称が変化 し、彼にまつわ

る来歴なども多少 の変化が見 られる(康 豹 1997:35-37)。

福建において は、同安県馬巷鎮馬巷五甲尾に元威殿 と呼ばれる 「池府王爺」の廟がある。

台湾 における 「池府王爺」は、その多 くが元威殿か らの分霊 といわれている。台湾 におい

ては、 「池府王爺」を主神 として奉祀す る場合と、 〈五年王爺〉の中の三千歳 として祀 られ

ている場合があるが、前者の廟は、台湾 に131宇 もあ り、もし後者 も含めるな らば、台湾

の 〈王爺〉廟の半分以上は、 「池府王爺」を祀っている ことになる(三 尾 1997b、1999b、

康豹 1997:37)。

す ぐに気が 付 くよ うに、 「温 元 帥」や ある いはそ の変形 と して の 「池 府王爺 」 は、 「五 福

大帝 」 との 間 に明 らかな共 通 点が ある。す な わち 、 「温 元帥」や 「池府 王 爺」は、 自分 を盾

に瘟疫 の 流行 を防止 した ので あ って 、む しろ瘟 疫 を流行 らせ る 〈神 〉 とは反 対 の立 場 に立

って い る とい う点 であ る(康 豹 1997:37-38)19。 台湾 で は、 「池 府王 爺」が 主神 とな る廟

や 、 「五府 王 爺」の 中の一 と して 祀 られ て い るものが 非常 に多 い。この ことを考 え る と、人 々

は 、 〈王 爺〉 を瘟 疫 を流行 らせ る 〈神〉 と してで はな く、む しろ瘟 疫か ら民衆 を守 護 して く

れ る 〈神 〉 と して 受 け入 れ て いる 、 といえ るだ ろ う。台 湾 にお ける 「送瘟 」の儀 式 にお い

て も、 「池府 王 爺 」は、 「五 瘟使 者」や 、 「十二 瘟王 」を追 い出す 〈神 〉 として 、招請 され る

とい う(康 豹 前 掲書:38)。 この よ うな 瘟疫 を撒 き散 らす 〈神〉 と、瘟 疫 を防 ぎ、追 い 出

す 〈神 〉 とが 同 じ 〈王爺〉 とい う名称で 呼 び習わ され て きた のが 〈王爺〉 信仰 の特 色 と思

わ れ る。 この点 は 、 〈王爺 〉の起源 を考 え る上で も、また今 日にお ける 〈王爺〉の意 味付 け

19 た だ し、 注意 してお きた いの は、李 は 、服薬 代死 型 の 〈王 爺〉 の 中 に、「池府 王爺 」 や

温 府元 帥 を含 め 、それ らを 「五瘟 使者 」か らの変形 だ と して いるが 、康豹 の場合 に は、 「池

府 王 爺」と 「五瘟 使 者 」との関係 は あ ま りは っき り示 して いない 。 「五福 大帝 」について は 、

「五 瘟使 者 」 と 「温元 帥」 の混 濡 と して捉 えて い る(康 豹 1997)。



を考える際にも、重要な部分だと思われるので、本章の最後で再度検討す ることとする。

以上の議論か ら、台湾では、誤殺 された進士であれ、服薬 した進士で あれ、〈王爺〉の多

くは 「瘟神」との関係を推論する ことができる。では、台湾の 〈王爺〉は 「瘟神」である、

として きた前島や劉枝萬の主張が、肯定 され、補強されるのみであろうか。筆者はそれほ

ど問題は単純ではない と考 える。そ こで、次節及び次々節では、これまで 〈王爺〉の中で

は、例外扱 いされやすかったこの他の 〈王爺〉の事例を検討 し、最終節で、それ らを含め

て もう一度、〈王爺〉の起源 の問題 を検討する。

3. 鄭成功説

鄭成功 とは、周知のように、中国の明末清初期 に明の復興 を画策 した 中心 人物である。

彼は、当初大陸にお いて復明を図った ものの、必ず しも思わしい戦果をあげ られなかった

ため、1661年 に当時台湾南部をお さえていたオ ランダを台湾か ら駆逐 し、台湾に新たな根

拠地 を築 いた。彼が台湾 を領有 したのは、あくまで抗清復明、大陸反攻の力を蓄えるため

という限定 された 目的ではあった ものの、台湾に拠点 を定め、台南 を中心 とした一帯 の開

発 に一定程度の貢献 を果た した とも考え られ る。

〈王爺〉 を鄭成功 とする説は、 このように台湾 の開発に功があ り、漢人の王朝の復興 に

努力 した鄭成功、およびそ の遺志 を継 いだ子の鄭経、孫の鄭克〓の 二人をも含むもので、

この説 を最初 に唱 えたのは、新聞記者であった と同時に歴史家の連横(1878-1936)で ある。

連横は、その著書 『台湾通史』(1921年)巻22宗 教志の中で、次のように述べて いる。

「王 爺 之事 、・ ・(中 略)・ ・ 顧 吾 聞之故 老,延 平郡 王 入台後,闢 土 田,興 教養,存

明 朔,坑 満 人,精 忠 大義,震 曜古 今,及 亡,民 間建 廟以 祀,而 時 巳帰清,語 多避 忌,

故 閃爍 其 辞,而 以 王爺 称。 」(1979年 台湾 文献 叢刊 下冊571-572頁 、古 亭 書屋)

(和 訳)王 爺 の事 は、(中 略)私 が古 老 に聞 いた ところに よる と、延 平郡 王(鄭 成功)

が台 湾 入 りして以 降 、土地 を開 き 、教養 を興 して 、明 を復興 させ よ う と し、満州 人 に

抗 し、大義 に忠実であることは古今 にとどろいていたが、滅亡す るに及んで民間では

廟を建てて これを祀った。 しか し時は清に帰 し、多 くを語る ことができな いので、こ

れ を美辞で飾 って王爺 と称 した。

すなわち、鄭成功は、台湾の開発や文明化、満人に抵抗 した忠義によって、死後民間で祭



祀 された ものの、清の時代 に鄭成功の名は忌 まれたため、 〈王爺〉と称 したのいうのである。

連横が伝承 を採取 したのは どの廟であったのか につ いては不明である。ただし、この記述

の前 に、鄭成功が根拠地を置 いた台南一帯の開山王廟 について 〈王爺〉 と関連づ けて論 じ

ていることか ら、台南付近のいずれかの場所で あった と考えるのが妥 当だと思われ る。

同様な見方は、石萬壽 も示 して いる。石 によれば、台南地区の三老爺系統 に分類できる

〈王爺〉信仰の中の 「朱王爺」については、鄭成功であろうと考 えた。鄭成功は、明が滅

びて後、復明のシンボル として擁立された唐王朱聿鍵 の知遇 を得てお り、 この時、国姓の

「朱」を賜 って いるので、「朱王爺」の 「朱」は、鄭成功 の姓 を指 していると考えられると

いう。さ らに、台南地 区の三老爺系統 の 〈王爺〉は、主神が全て 「朱王爺」であり、皆台

南府城禾寮港の三老爺宮や 山川台の大 人廟の分香であること、また禾寮港や山川台はいず

れ も鄭成功の東征戦役において重要な史跡であること等か ら、 「朱王爺」は鄭成功であろう

と推論 した(石 萬壽 1979)。 つまり、石萬壽は、〈王爺〉の うち、台南 にある一部の 〈王

爺〉については、鄭成功を祀ったものであろう、と結論付 けているのである。

また近年では、蔡 相煇 が鄭成功説 を継承 して、康煕二十五年(1685年)の 『福建通志』

巻十一祀典に見える、台南府 の東安坊にある 「二王廟」に祀 られている 〈神〉が 「代天巡

狩之神」 と記 されていること等か ら、台湾における 〈王爺〉廟 は、鄭成功 とその息子の鄭

経とい う二人、あ るいは三人の 〈王爺〉が祀 られている場合 にはその子の鄭克〓 を含めた

三人の台湾統治者 を祀った ものであろう、と結論づ けている(蔡 相煇 1989a:31-34)。

また、黄文博 も、台南府城一帯の 〈王爺〉廟 につ いて検証 してみたところ、現在の台南

市や台南県永康市一帯及びそ こか ら分霊 した大王廟、二王廟、大人廟あるいは三老爺廟は

鄭氏三代 と関係がある、 と主張 している(黄 文博 1997:40-41)。

以下では、これ らの論者の中で、まとまった論証 を行 っている蔡 相煇 の分析を取 り上げ

て、鄭成功説 を紹介す る。蔡 相煇 は、「代天巡狩之神」 という名称 の 〈神〉が、当時の福

建や広東な どの台湾漢人の起源地 にお ける史料 に見 られ る様々な 〈神〉の中にはみあた ら

ない ことか ら、 この 〈神〉が、台湾において漢人の文化が発展 していく過程において形成

された信仰であると考 えた(蔡 相煇 1989a:31)。 つま り、 「代天巡狩」 という名称で示さ

れ る 〈神〉は、台湾 の漢人の故地である福建 ・広東にはない、台湾で独 自に発明された 〈神〉

で ある、 というのである。その上で、明代に台南に建て られた 「二王廟」という廟の名前

か ら、 この二人の王とはすなわ ち、鄭成功 とその子、鄭経であると推定できる、 という。

また、台湾府 の沙淘宮、鳳山県の崑沙宮な どに祀 られている 「太子」は、鄭成功の孫であ



る鄭克〓であるという。さらに 『台湾県志』に見 える 「三老爺」は、鄭成功、鄭経、及び

鄭克〓 であ り、三人の墓が明朝 の遺民の精神的なシンボルになることを畏れた清朝が、官

兵を派遣 して三人の枢 を福建 に移送 したのが、 〈送王船〉の習俗の始 まりであろう、と推測

している(蔡 相煇 前掲書pp.31-41)。 この他、黄叔〓 による 『台海使〓 録』を根拠 に、

「池府王爺」は、鄭王朝に仕え、鄭氏三代 目の鄭克〓 の岳 父で もあった陳永華が 自宅 を改

造 して奉祀 した鄭成功 を、〈鄭 tin7〉と音が近似す る 〈池 ti5〉 を用い、「池府 王爺」 と称

したのが始 まりだとしている(蔡 相煇 前掲書pp.31-41)20。

蔡相煇 が 〈王 爺〉 を鄭成 功 と結 びつ け る こと を主 張 し、 「瘟 神 」 と関係 付 け る こと を批

判 す るひ とつ の理 由 は 、上記 の よ うな、 「二王 」の廟 、 「太 子 」の廟 を含 め 、 〈王 爺〉 と関係

の ある と推 測 で き る諸 廟が 、 『福 建 通志 』の 「祀典 」の部 に記 載 され て い る ことに起 因 して

い る。つ ま り、 もし も 〈王 爺〉 が 「瘟神 」 であ るな らば 、国家 祭祀 を原 則 とす る 「祀典 」

に記 載 され るはずが な い 、 とい うので ある。 また 、康 煕三 十 四年(1694年)編 纂 の 『台 湾

府志』になると、これ らの廟は、 「祀典」の部か ら別に立て られた 「外志」の部へ移 されて

いるという。 これは、鄭成功 らが清朝 の敵であり、祭祀す る対象ではないために生 じた移

動であると している。 また、大陸の 「瘟神」信仰と台湾の 「瘟神」信仰は、送瘟のや り方

などに違いが有ることなどか ら、台湾では、「送瘟」の名を借 りて、鄭氏王朝の三人を送っ

たのであろう、と主張 している。

ただ し、 〈王爺〉が即 ち鄭成功及びその子孫であるという説に関 しては、批判も多 い。例

えば、王見川は、『台湾府志』の中には、二王廟に、明朝皇帝の一族、朱術桂即 ち 「寧靖王」

が書いた 「代天府」 という 「〓額(入 り口や室内に掲 げる額)」 があ り、 また三太子 を祀

る鳳山県の崑沙宮 にも 「寧靖王」が書 いた 「崑沙宮」という 「〓額」があると記されて い

るが、「寧靖王」は鄭成功の死後、鄭氏王朝の人々か ら冷遇 されたために、零落 した事か ら

考 えれ ば 、鄭経 や鄭 克〓 のた め に額 を書 く ことはあ りえな か ったで あ ろ う、 と反 論 して い

る(王 見川 1998:39-40)。 寧靖 王 は、結 局鄭 氏一族 が清 に投 降 した際 、行動 を とも にせ ず 、

自殺 して い る。

更 に、康豹 は 、次 の よ うに指摘 して いる。 まず 、蔡 相煇 が鄭 氏 の三 人 と関係 付 けて いる

太子等 は、そ の 関連性 を証 明す る ことが難 しい。 また、蔡 相煇 は、 〈鄭 〉 の代わ りに 〈池 〉

20 鄭克〓 は鄭経によって監国に任ぜ られたが、経の死後、その厳明な性格が一族か らうと

まれ、間もな く殺 された。その後、鄭克〓 の弟の克〓が後を継いだが、鄭氏の内紛 を清 に

つけ こまれ、最後 には清 に投降せざるをえなくなった。



という同音異韻字 を用 いることによって 「池府王爺」信仰が始まったと主張す るが、康豹

によれば、 「池府王爺」は、その由来伝承 を比較す ると 「温府元帥」の系統を引いていると

考 え られ るので、 「池府王爺」が鄭成功であることはあ りえない21。更に、〈送王船〉が 「瘟

神」送 りに名を借 りた鄭氏三代の統治者 の枢送 りの儀礼である ことを証明す る歴史的な証

拠が何 も見つか っていないことなどか ら 〈王爺〉を鄭成功 と結び付 ける事には無理がある

というのである(康 豹 1997:250-255)。

付言す ると、蔡相煇 は、台湾で発展 した 〈王爺〉信仰は、清代に大陸に逆輸入 された と

主張 して いる(蔡 相煇 前掲書)。また、中国大陸で出版された書籍 『廈門民俗』(1993年)

の中で、呉安煇 は、中国大陸の 〈王爺〉信仰が大陸 に逆輸入 された台湾 の鄭氏父子信仰で

ある、と述べている。その根拠 として、〈王爺〉に関す る文献記載の初出が、台湾の方が大

陸よ り早いことがあげ られて いる。すなわち、台湾では、康煕五十六年(1717年)の 『諸

羅県志』であるのに対 し、大陸では乾隆二十八年(1763年)の 『泉州府志』である、とい

うのである。しか し、文献記載のみか ら判断す ることは危険である。なぜな ら、地方志は、

官僚が記述 した書物であるため、 〈王爺〉のような官側か ら見れば迷信的 と見える信仰は、

存在 していて も記載するに値 しないと判断される可能性が高いか らである。実際、今 日の

大陸での調査では、創建が明代 に遡 るとい う伝承 を伝えている廟がいくつも存在 している

(三尾裕子 1997b参 照)。 もちろん、当事者の伝承も、そのまま鵜呑みにする ことはでき

ないが、少な くとも、文献記載が見 られないことを以って、その当時 〈王爺〉信仰が存在

しなかった と断定す る事 はできな い。

上述 したい くつかの反論か らするな らば、台湾の 〈王爺〉の全てあるいはその一部が鄭

成功やその子孫で あるという考 え方 には、あま り説得的ではないように思われる。しか し、

連横が実際に土地 の故老か らこのような伝承を聞き取 って いるのな らば、あるいは台南一

帯の、もと鄭王朝の本拠が置かれた地域において奉祀されて いる 〈王爺〉に関 してのみは、

鄭氏 を祀 ったもの と考える こともありうるかもしれない。また、二王廟などについての記

載が 『福建通志』の祀典の部 に見 られる点 も、鄭氏一族 をまつったとする解釈以外 の妥当

な解釈は見つか っていない。更 に、後 にな って、学者を中心として 「瘟神」 を 〈王爺〉の

21 「温府元帥」 と 「池府王爺」の関連についての康豹の主張は、前節において詳述 した通

りである。



本質であるとす る見方が流布 したが、連横が存命であった19世 紀末か ら20世 紀前半には、

各地でそれぞれ異な った 〈王爺〉像が存在 していたということもあ りうるか もしれない。

筆者が1995年 か ら1997年 にか けて、台湾漢人の大部分の人々の故郷 である大陸福建 省

沿海 において断続的に行 った 〈王爺〉信仰の実態調査で も、 〈王爺〉に関 して様 々な起源説

を聞き取ることができた(詳 細は、三尾裕子 1997b、1999b参 照)。 その中で、鄭成功説

との関連で興味深 いのは、たとえば 「三忠王」、 「北山聖王」や 「開〓聖王」、「岳飛」を 〈王

爺〉の一種であるとする考 え方で ある。以下では、 これ らについて鄭成功 と比較 しつつ検

討 してみたい。

「三忠王」は、宋末の忠 臣文天祥、張世傑、陸秀夫が 〈神〉として祀 られた ものである。

この三人は、元軍 に宋が攻め られたときに、皇帝 を奉じて抵抗 した ものの、破れて国難 に

殉 じた。彼等宋軍 は、元軍に追われ、南下 した際に、福建省同安を経過 した という。現在、

「三忠王」の廟が建立 されているい くつかの場所 は、当時宋軍が通過 した際 に、立ち寄 っ

た り休息 した りした場所にあたると言われている。筆者が 「三忠王」廟のひ とつである同

安県洪塘鎮朝拝埔 にある廟に訪れたのは、そ もそ も同安県の文化担当官が、ここを 〈王爺〉

廟 として紹介 したためである。ところが、実際現地 に赴き、地元民に話 を聞いてみ ると、

地元 民は、三忠王 は 〈王爺〉 とは呼んでいない、 とのことであった。 しか し、廟の中に入

ると、「奉旨代天巡狩」 とい う 〈王爺〉廟によく見 られる文言が額 に飾 られて いた。「代天

巡狩」の額がいつ作 られた ものかは不明であるが、 この廟が台湾 とは直接関係を持 たない

「三忠王」の廟であることか ら、台湾か らの逆輸入である可能性は低 いと考え られよう。

むしろ、鄭成功や 「三忠王」がどち らも 「代天巡狩」として認識 され ることに反映されて

いる共通性 を探求するべきであろう。とすれば、世俗の国家の主権争いにおいて敗れ去っ

た人々が、それでもなお国家の正統なる統治者 としての自負を、現世の皇帝ではな く、天

の最高神 としての 「玉皇上帝」か ら権威 と権力を託された 〈神〉に借 りて表現 しようとし

た、 と考 える ことは、あながち的外れではないだろう。

また、「三忠王」の場合 には、かつて 「巡境」即ち、「三忠王」による地域社会の練 り歩

きや 〈送王船〉 を行 っていた という。聞き取 り調査によれば、巡境や 〈送王船〉が行われ

ると、疫病な どの社会 に害 を与えるものが駆逐 されると考え られていたようだ。 これ らの

儀礼を行ってきたことやそれ らにまつわる意味付けなどを考えれば、「三忠王」が 〈王爺〉

として認識 されていた可能性 も首肯で きよう。

さて、「北山聖王」や 「開〓 聖王」も、や は り地方政府の文化担当官が 〈王爺〉廟 とし



て紹介 したものであるが、はや り現地へ赴 くと、地元民は 〈王爺〉 と呼び習わ してはいな

い、 ということであった。 「北山尊王」は、河南人の王審知(862-925)で 、五代に〓の地

を開いて〓 国という地方政権 を打ちたてた人物で あ り、同安県五顕鎮の山中に彼を祭 る

「廣利廟」が建て られている。また、「開〓聖王」は、王審知の武将の うちの一人といわ

れ る、陳元光である。彼は、〓州 を初め、長泰、南靖、海澄、〓埔、平和、詔安の六県 を

開き、その一帯 を統治 したが、仁政をしいたため、多 くの漢人が入植 したといわれている。

彼は、人々か ら尊敬 され、死後 には 「威恵聖王」 と勅封され、民間でも〓州府 の守護神 と

して信仰を集めるようになった。台湾 においても、〓州府出身の移民たちの集住す る地域

では、「開〓聖王」を祀 る廟が多 く見 られる。ただし、台湾においては、「開〓聖王」と 〈王

爺〉 とは全 く別種の 〈神〉として認識 されて いる。

また、筆者の調査では、福建省 同安県で 「岳飛」を祀っているある廟でも、現地の人々

は彼 を 「岳府王爺」と呼びな らわ していた。 「岳飛」の場合 には、これを 〈王爺〉の一種 と

みる見方は、後 に筆者 も台湾で遭遇 した。 「岳飛(1103年 生-1141年 卒)」 は、南宋の武将

で河南人である。農 民の子 に生まれたが、金軍の侵入 に対 して各地で起った義勇軍に参加

して頭角をあ らわ し、三十二歳で節度使 に任ぜ られた。 しか し、和平論者の宰相秦檜によ

って、他の武将 との間の不和や、部下 との間の意見の相違 につけ込まれ、無実 の罪で捕 ら

え られ 、毒 殺 され た。 しか し後 に、異 民族金 に抵 抗 した救 国 の英 雄 と して仰 がれ る よ うに

な っ た(外 山 ・日比野 編 1984:63-64)。 「岳 飛 」の場 合 には、その境 遇 は、 「三忠 王」 と類

似 して いる。 即 ち、 異 民族 の侵 略 へ抵抗 した もの の、企 て は失 敗 に終 り、失 意 の うちに死

を迎 えた 。

では、 これ ら四種の 〈神〉 と鄭成功及びその子、孫 との共通点はどこにあるのであろ う

か。まず 「三忠王」や 「岳飛」の場合 には、中国の王朝が零落 し、その本拠地か ら引いて

い く中で王朝 を支えた人物であり、異民族王朝 に果敢に抵抗 した人物であったという点で

ある。彼 らが落ちのびて行った先の地の人間にとっては、「三忠王」も 「岳飛」も外来者で

あるものの、夷秋 と戦 う正統なる王朝 の人間であ り、王朝の復興を目指 していたことなど、

こうした点は、鄭氏王朝の人々の境遇 と類似 している。「北山尊王」や 「開〓聖王」の場

合 には、「三忠王」や 「岳飛」ほどには 〈王爺〉との関連性 を示唆する伝承や儀礼実践は見

られない。 しか し、二 人に共通する部分は、 どち らも、中国の地方政権 を担 った人物であ

り、ある地域の開発 に功労のあった人物であったわけで、この点が鄭成功 らと近似する部

分である。大陸で は、少な くとも 「開〓聖王」 に関 しては、〈王爺〉 とみなす場合がある



ことは、鈴木満男 も指摘 してお り、決 して筆者が偶 々行き会ったインフォーマン トの単純

な考え違 いとはいえない。彼は、1980年 代後半 と思われる時期 に廈門大学で 「現地住民は

一般 に開〓聖王 と称されている陳元光が王爺だと考 えている」 と聞いた という(鈴 木満男

1989)22。

以上の諸事例か ら、次のよ うな可能性が考え られよう。即ち、鄭成功及びその子、孫を

〈王爺〉 と見 る見方は、現在においてはその証左を探す ことは難 しい。 しか し、台湾漢人

の故郷 の大陸 にお いて も、鄭氏 らとあい通 じる境遇 にあった人物が 〈王爺〉 とみなされて

いる場合があるよ うに、ある特定の地域の開発に功労があった人物や、外来の しか し正統

なる中華の王朝の復興 を目指 しつつも零落 して行 く人物 を 〈神〉 としてまつっていく場合

に、そのようなカテゴリー の霊魂を 〈王爺〉として認識 していた可能性が指摘できよう。

この点は、本章の最後 に、 〈王爺〉 を総括的に再考する際にもう一度取 り上 げたい。

4. そ の他 の説

以上述 べ た三 種類 の 〈王爺 〉 の起源 説 は、主 要 な先行 研究 に お いて しば しば主張 され る

もので あ り、学 者 に よ って あ るひ とつ の説 の み を 〈王 爺〉 の起源 とす る場 合 と、い くつ か

の組 み合わ せ を取 る場 合 とが ある。しか し、 〈王 爺〉には まだ これ ら三 つ の枠 で も収 ま りき

らな い もの もあ る。 この 点 に言 及 して い るのが黄 文 博で あ る。

黄 は 、 〈王爺 〉を 次 のよ うに分類 して い る(黄 文 博 1994、1997)。 即 ち、(1)戲 神系

統 、(2)家 神 系統 、(3)英 霊系統 、(4)鄭 王 系統 、(5)瘟 神 系統 で ある。 この うち 、

(4)鄭 王系統 、(5)瘟 神 系統 は、従 前 の定説 をほ ぼ踏襲 して いる。た だ し、例え ば鄭 王

系統 についての これ までの論争に言及 した り、それ を補強するあるいは批判す る証左を提

示 した りしているわけではない。また、瘟神系統についても、例えば康豹が詳細な調査を

行 った東港の 〈王爺〉信仰に関 し、康豹は これを瘟神ではない、と結論付 けているにもか

かわ らず、こうした議論 に言及す ることな く東港渓一帯(東 港、琉球嶼 、南州)の 〈王爺〉

を瘟神 と断定 して いるなど、学術的な検討の面で、つめの甘 さが見 られる点は否めない。

22 鈴木は、「開〓聖王」が〓南地域では医療の 〈神〉と考 えられていると記 している。しか

し、これは 「保生大帝」の誤 りではないだろうか。あるいは、瘟疫 との関係か ら、それを

駆逐する 〈神〉、すなわち、病気治療に関わる 〈神〉と連想されるようになったのであろう

か。



ただ 、 このよ うな 欠点 を割 り引 いて も、(1)か ら(3)ま で の 〈王 爺〉 も、 〈王爺 〉 の範

疇 に含 め て考 え て い る点 は 、評 価 で きる と思わ れ る。

さて 、(1)は 、黄 が、 〈王 爺〉 の 中で は、例外 的 な事例 だ と して いる 「西秦 王爺 」で あ

る。西秦王爺は、唐の玄宗皇帝(712-755年)と 言われ、歌舞 を好み、後宮内に舞台を作

り、有名な俳優な どを招いて上演 させた。 この劇場は、「梨園」 と称されるよ うにな った。

後 に、玄宗皇帝は、安禄山によって長安 を追われ、西蜀 に逃れたが、西蜀が西秦の故地 で

あることか ら、後 に玄宗は、「西秦王爺」と呼ばれるよ うにな り、また、玄宗は梨園開山祖

として尊崇されるようになった。現在、台湾では西秦王爺は、北管戲 の福禄派と呼ばれる

歌舞 の一派 に属す る人々によって主 に崇拝されている(黄 文博 1994:7)。

(2)は 、台湾で生まれ育 った人の中で郷土の名士や自分の 〈祖先〉が 〈神〉 となった

場合であるという。黄文博は、明治三十二年(1899年)生 まれの台南の謝水藍 を取 り上げ

ている。謝水藍は、台湾総督府医学専門学校(現 在の台湾大学医学院の前身)を 卒業後 、

故郷 で開業 し、地元の医療に貢献 したばか りではなく、保正や台南州協議会会員、嘉南農

田水利会委員な どなどを歴任 した。 また、光復後は、郷 民代表、台南県参議員、台湾省参

議員などをつとめた。民国四十一年(1952年)に 亡 くなったが、その後、地域の住民によ

って 〈神〉 にまつ りあげられた。

(3)は 、生前 に功績のあった人で、死後 に 〈王爺〉として祀 られるようになったもの

で、民間の通俗小説や伝奇故事な どのモデルになった人で あるという。黄はこれ らを 「英

霊王爺」 としてまとめてお り、その例 として、次の六つ を挙 げている。

① 清 王爺:明 初の救駕、 李文魁。新竹県新豊郷普元宮にまつ られて いる。

②蕭 王爺:漢 代の太傅であった蕭 望之。雲林県台西郷聚安宮 に奉祀。及び、漢初の名相、

蕭何。雲林県麦寮郷鎮西宮 に奉祀。

③姚 王爺:唐 代の名相姚崇。武則天などの宰相 を務めた。雲林県虎尾鎮姚 正宮に奉祀。

④ 徐王爺:唐 代の軍師徐茂公。高雄県永安郷天文宮 に奉祀。

⑤ 伍王爺:唐 代南陽侯伍雲 召。高雄市塩〓 区沙多宮に奉祀。

⑥ 何王爺:唐 代進士何仁傑。高雄県林 園郷霊低殿に奉祀。

黄文博が挙 げている事例のうちの(1)か ら(3)は 、 これまで 〈王爺〉という神格 の

分析 において、存在が知 られてはいたものの、分析の対象 とはならなかったものである。

その理由は定かではないが、黄文博 自身が 「西秦王爺」について、「王爺信仰の中で最 も周



縁 に属 す る一支 で あ り、王 爺 との 関係が もっ と も薄 い もの」(黄 1997:35)と 述べ て い る

よ うに、他 の 〈王 爺 〉 との関連 性 が薄か った こ とや 、祀 られ て いる廟 の数 が 少な い故 に、

無視 されて きた ので はな いか と思わ れ る。しか し、 「これ も王 爺 と称 され て い る以 上 、王爺

信仰 か ら除 外 す る事 はで きな い」(黄 1997:35)と いえよ う。また 、(2)家 神 系統や(3)

英 霊 系統 も、 「信 仰 対 象が限 られて お り、大 きな 廟で も一郷 一県 を越 え る もの には な りに く

い」(黄 1997:52)点 が、 これまで考察の対象か らはず されてきた原 因といえよう。

しか し、黄文博が挙 げて いる 〈王爺〉の中には、廟で祀 られている数 も少な くはな く、

無視す る事 のできないものも含 まれている。例 えば、(3)に 含 まれているとして挙 げて い

る蕭望之を祀る廟は、少なくない。蕭望之(?-紀 元前47年)は 、山東出身の前漢の大臣

で、左馮翊(郡 太守 に相当)、 太子太傅(太 子 の教育係)な どを歴任 したが、最後は宦官 ら

に排除されて自殺 して しまった人物である(辞 海編輯委員会編 1988:324)。 台湾において

蕭望之を祀る廟の多 くは、大陸の泉州市内に位置する富美宮の 〈分霊〉廟である。富美宮

は、明代正徳年間(1506-1521)に 創建 された歴史の古い廟であ り(泉 州富美宮董事会 ・泉

州市 区道教文化研究会 1991)、 福建省の〓南地 区ではかな り名前 の知 られた廟である。

富美宮か らは、かつて しばしば王船 も流されてお り、台湾でもその船 を拾 って廟に祀って

いる例-例 えば、池和宮、南鯤〓代天府23-が み られる。また、『台湾慣習記事』には、富

美宮か ら流 された船 に載せ られていた神像の写真 とこのような船 を拾 い上げて祀 りあげる

20世 紀初頭 の台湾の人々の観念が記録 されている(1903『 台湾慣習記事』3(9,10))。

しか し、面 白 い点 は 、蕭望 之 自身 は、漢代 の天子 の補佐 役で あ る 「太 傅 」で あっ た に も

かか わ らず 、彼 を祀 る廟は 「瘟神 」 と も深 い 繋が りを持 って い ると い うこ とで あ る。 と い

うの も、富 美 宮 で は 、20世 紀初 期 まで は、瘟 疫 な どの災害 が あった 時 に、だ いた い三年 か

ら五年 に一 度 く らい の頻 度 で王 船 を流 して いたの であ る。王船 は 、20ト ンか ら30ト ンあ

る本物 と同 じ木 造 船 で、 中 に米 、薪 、茶葉 、 日用 品、 一、二 匹 の生 きた 「公羊(雄 羊)」、

生きた 「白公鶏(白 い雄鶏)」、泥土や紙或いは木で作 った水手や楽隊、武器、紙製の神像

などを積むという。王船 を流す場合 には、「〓」が何 日か執 り行われた後 、晋江の下流か

ら帆 を立てて流 した という。船に乗る 〈神〉は、毎回同 じではなく、蕭望之の部下数十人

の神将が選 ばれて乗船 し、「瘟神」を海へ連れて行 き、放逐す ると考 えられていたようだ(泉

23 た だ し、劉 枝 萬 1966〔1983b:272〕 によれ ば、代天府 の 〈王 爺〉 は〓 洲 か ら流 され て

きた とい う伝承 も あ る とい う。



州富美宮董事会 ・泉州市区道教文化研究会 1991)。

問題は、上述 したように、蕭望之 と 「瘟神」とが関係 して いることは間違いないとして、

その関係 はいかなるものであるのか、 とい う点である。蕭望之の経歴そ のものか らは、彼

が即ち 「瘟神」であるという可能性は、考 えにくい。な らば、本来無関係なものが、後 に

合体 して、蕭望之が 「瘟神」を放逐する 〈神〉となった と考えればいいのであろうか。 こ

れに関 しては、具体的な証拠は現時点では見いだす ことはできない。ただ、筆者は富美宮

において、当時泉州市 区道教文化研究会副会長で富美宮の顧問 を務めていたT氏 か ら次の

ような逸話を聞 くことが出来た。T氏 はその肩書きか らも知れるように、泉州地域の宗教

文化 に深 い関心を寄せる地方知識 人であり、富美宮の董事会にも関係 していることもあ り、

蕭望之を含めて 〈王爺〉に関 して、かな りはっき りとしたイ メージを筆者 に語 って くれた。

彼によれ ば、〈王爺〉の中には、様々な種類があるが、そのうちの一つのパター ンとして、

歴史上の人物で、生前によい行いをした人が、死後 も生前 と同じように、人々を救 うよ う

になった場合があるという。蕭望之 もそ ういった人のうちの一人であ り、〓南 の村落では、

「村を守ってもらうために、蕭望之 に来て もらう場合がある。特に瘟疫 を追 い出して もら

うため に来てもらうことがあって、駆瘟のために、王船を流 したのだ。実際には、船 に乗

る 〈王爺〉が、瘟疫 を外海へ連れていく。だか ら、流 された船が他の村 に流れ着 いて しま

った ら、その村は困る。なぜな ら災いがもた らされ るか らだ。」と述べている。彼の説明で

は、蕭望之が、〈王爺〉を派遣 して瘟疫 を追 い出す と、受け取れる。つ まり、先の 『台湾慣

習記事』の例の場合、蕭望之は、池、金、刑、雷、狭、韓、章の諸 〈王爺〉 に命 じて乗船

させ、瘟疫 を追い出 させた と考え られる。

また、蕭望之 と 〈王爺〉 との関係 をつな ぐもうひ とつの要素として、注意 してお くべき

ことは、彼が国家 にとって有用な人物であった にもかかわ らず、最期は自殺せ ざるをえな

かった、 という点である。つま り、彼は 「厲鬼」になる可能性 を十分に持った最期の迎え

方をしている。 この点 については、次節において再度考察の対象 としよう。

5.〈 王爺〉の複数起源

以上の、 〈王爺〉に関する起源説 を整理 してみると、漢人の世界ではかな り多様な種類の

霊魂が 〈王爺〉と称 されてきた ことが判って くる。ただ し、「瘟神」が 〈王爺〉の起源 とし

て重要な位置を占めていることは確かなようだ。鄭成功説や 「厲鬼」説 を唱える学者で も、

あらゆる 〈王爺〉が鄭成功あるいは 「厲鬼」 を起源 とす るだけで説明できると考えている



わ けで はな く、 〈王 爺〉の一 部 分 が鄭 成功 あ るいは 「厲鬼」を起 源 と して い るので あ って、

「瘟 神」 も 〈王 爺〉 の起 源 の一 種 で あ る ことに異 を唱 えて いるわ けで はな い よ うだ。 つ ま

り、 〈王 爺〉 の起 源 と して は、 「瘟 神」 単独説 と、 「瘟神 」+鄭 成功 説 、 「瘟 神」+(「 瘟 神」

以 外 の)「厲 鬼 」説 、 「瘟 神 」+鄭 成功+「厲 鬼 」説 あ るい は、更 に黄文 博 の よ うな 五種 類

を唱 え る説 な どが あ りうる。

しか し、以上のような従前の様々な起源説研究が見落 として きた点 として、次の二点 を

指摘 しておきたい。第一点は、これ ら諸説間の関係性の問題で ある。即ち、起源が どれか

ひとつに絞 られるにせよそ うでないにせよ、今 日これ ほど多様な種類の霊魂が 〈王爺〉 と

称 されて いる以上、何故そのように多様な ものが一つの名称のもとに指示されてきたのか、

という問題が生 じるはずである。第二点は、今 日の台湾における 〈王爺〉への意味付けの

問題である。すでに 「瘟神」についての意味付けの逆転、即ち瘟疫 を流行 させ る霊魂-「 瘟

神」-か ら、 「瘟神」を駆逐す るあるいは防止する 〈神〉への変容が見 られた可能性 につい

て示唆 したよ うに、〈王爺〉の起源 を探 ることは、単純には今 日の 〈王爺〉信仰の理解につ

なが らない。そこで、第二点については、起源の問題 とは多少問題の性質が異なるので、

次章以下 の検討 にゆだねる こととして、本章の最後 に第一の問題 について考察 し、まとめ

とした い。

〈王爺〉 の瘟神起源説 を唱 え、その後の 〈王爺〉研究 に大きな影響 を与えてきた劉枝萬

は、「瘟神」ではない 〈王爺〉が存在 してきたことを認めている。彼は、台南地方では、比

較的霊験のある以下のような諸神が 〈王爺〉と称されてきた、と述べて いる(劉 枝萬1966)。

以下では、劉枝萬の分類 に従い、 〈神〉名を列挙するが、それ ら個 々についての一般に流布

していると思われる由来伝承や生前 の事績に関 しては、附録Iに 挙げたので参照されたい。

1.正 式な名称があるが、時たま俗称として 〈王爺〉と呼ばれ るもの:三 山国王、火徳

星君、中壇元帥、境主公、霊安尊王、広澤尊王、有応公

2.歴 史上の人物:馬 援、唐明皇(玄 宗)、 謝安、岳 飛

3.生 前善行のあった者や勇者:鄭 王爺(鄭 成功の二弟)、 鄭成功の武将清王爺、

施瑯 の部下余化龍、福康安武将施王爺、順正大王、義愛公

4.生 前 に狂暴で、死後崇ったもの:邸 王爺、十三王爺



5.瘟 神 に牽 強付 会 され た歴 史 上 の 人物:蕭 何 、 陳陵 、張巡 、包 公 、鄭 成功

6.事 物 、行 為 、様 相 が転化 して 〈王 爺〉 にな った もの:松 王 爺 、樟 王 爺 、山王

爺、 金 ・火 ・水 王 爺 、渓 ・港 ・潭 王 爺、 石王 爺 、

7.そ の他 、事 績 によ る呼称:〈 五 年王 爺〉、天 神王 爺 、隨 駕 王 爺

劉枝 萬 は、 このよ うに 〈王 爺 〉 と呼 ばれ うる 〈神 〉 が多 様 に存 在 して いる こ とを認めて

い るが 、しか し、彼 は 、こう した瘟神 以外 の事 例 を"捏 造"で あ る と主 張 して いる。また 、

宗 族が それ ぞ れ 自分 の姓 を冠 した 〈王爺 〉を作 って一 族 の守護 神 とす る ことも、 〈王爺〉の

種 類増 加 の一 因で ある として いるが 、このよ うな場合 も、 〈王 爺〉の本来 にあ り方 か らの逸

脱 と して捉 えた(劉 1966〔1983:227-228〕)。

しか し、筆者 は、 このよ うに、ある種類のもののみ を 〈王爺〉の起源 とみな し、残 りの

ものを"捏 造"と して排除す ることには疑問を覚えざるを得ない。なぜな ら、あるものを

〈王爺〉と呼ぶ 当事者たちは、それが本来の意味内容に沿っているものか逸脱す るものか、

を意識 しているとは限 らないか らである。 このような視点は、なぜ人々が これ らの多様な

霊魂 を 〈王爺〉 という名称で指示 しうると解釈 しているのかを、説明 してはいないか らで

ある。

そ もそ も 〈王爺〉 という名称 は、「瘟神」の出現と同時 期から使われていたのではない。

〈王爺〉 という名称が、ある種 の 〈神〉を指す ものとしていつか ら使われたのかは、はっ

きりしたことはわかっていない。 しか し、少な くとも 「五瘟使者」等 といった瘟神の名称

が記載 された文献に、 〈王爺〉という名称が併記 されていたことはなかった。筆者が中国大

陸福建省における 〈王爺〉廟の実地調査 を行った範 囲内では、調査できた三十宇の 〈王爺〉

廟の うち、創建年代が最 も古 いといわれている廟が、霊安尊王(青 山王。劉枝萬が、正式

名が あ る もの の 〈王爺 〉 とも呼 ばれ る もの と して あ げて い る 〈神 〉)を 祀 る青 山宮で 、北宋

太 平興 国年 間(976-984)で あ る24。 この他 、明代 以前 に建立 され た といわれ て いる廟が 二

宇、明代 と思 われ る ものが五 宇 で あ った(詳 し くは 、三 尾1997b、1999参 照)。 これ らの伝

承が 、 史実 を反 映 して い るのか 否 かは 、地方 志 な どの文献 に記 載が な いため確 かめ る こと

はで きな い。 しか し、いず れ に して も、 「五瘟使 者 」が 登場 した 時代 以後 で ある ことは間違

24 青 山宮 は、 「青 山王 」を主神 として いるが 、この他 、 「代巡 爺」 と呼 ばれ る神 もまつ られ

て い る。ただ し、 この 「代 巡 爺」が 〈王 爺〉 に相 当 し、 「青 山王 」に従 う神 な のか、それ と

も 「青 山王 」そ の もの が 〈王爺 〉なのか 、現 地 の人 々の認識 は必 ず しも明確 で はな か った。



いないであろう。であるとすれば、初めか ら 「瘟神」がすなわち 〈王爺〉 と呼 ばれていた

のではなく、後 になって、 〈王爺〉 という 〈神〉の名称が生 まれた ときに、「瘟神」がその

中の重要な一種類 として含 まれた、 とも考え られ るのではないだろうか。

katz(康 豹)は 、道教の経典や歴史的な随筆 ・文学作品などの文献史料 と屏東県東港鎮

にお ける 〈王爺〉信仰 に関す る儀礼の研究か ら、次のような見方 を主張 している。すなわ

ち、本来、 「瘟神」と 〈王爺〉は異なる種類の 〈神〉であるにもかかわ らず、「瘟神」を く王

爺〉という称号で も呼び うることか ら、誤解を招いてきた、というのである。 「瘟神」とは、

道教の世界観では天庭 において 「瘟部」に所属 し、世間の悪人を懲罰するため に瘟疫 を流

行させる 〈神〉である一方、東港 の東隆宮の 〈神〉も含まれるところの 〈王爺〉 とは、一

種の 「厲鬼」であ り、地域社会を守護 し、瘟疫を平定する能力を持つ 〈神〉であると考え

られ るという。すなわち、「五瘟使者」や 「十二値年瘟王」系統の 〈神〉は前者 に相当する

が、「温元帥」やそ の変形で ある 「池府王爺」は後者である、というのである。彼 に主張よ

れば、 〈王爺〉信仰は瘟神信仰か ら発展 したのではな く、両者は初期の段階では並存 して い

た とい うので あ る。また 、この他 、 「千歳 爺」、 「英 霊王 爺」と彼 が命 名 した歴 史 上 の人物 か

ら 〈王爺 〉と称 され る 〈神 〉にな った場合 もある こと を考慮 に入れ 、(康 豹 1997:178-182)

〈王爺 〉 に含 み うる霊 魂 の 多様 性 を図12の よ うな図式 を用 いて表現 した 。

彼の図式は、行瘟即ち瘟疫 を流行 らせ、駆逐 され るべき霊魂 を 「瘟神」 とし、逆 に 「瘟

神」を駆逐 し地域の平安を守護す る霊魂を 〈王爺〉 として明確 に区別 している。 この図式

は、 〈王爺〉という名称の もとに異なる種類の霊魂が包含 されている実態 を明 らかにしてい

る点で評価できるものである。彼の分析 においては、〈王爺〉という名前で包含 しうる霊魂

は、1.瘟 神、2.「厲 鬼」、3.歴 史上の人物の三種にまとめうる。

しか し、上記の劉 枝萬の7つ の分類に従 って、 これ らの諸神に共通する要素を以下で抽

出 してみると、〈王爺〉と呼ばれ うる霊魂の性格は、もっと複雑な様相 を呈 しているように

思われ る。以下で は、それぞれの霊魂についての生前の事跡あるいは比較的一般的に共有

されている伝承を もとに、次 の7点 の特色を指摘 しておきたい。

a.「厲 鬼」 とな りうる最期 を遂 げた人物:岳 飛(毒 殺)、 三忠王(元 との戦いによ り殉

死)、 鄭成功(失 意の死)、 義愛公(自 殺)、 陳陵(反 乱軍 との戦闘で敗死)、 張巡(賊 軍に

よ り殺害)、 蕭望之(自 殺)、 有応公(子 孫のいない霊魂、あるいは不 自然な死を遂げた人

の霊魂)、 唐明皇(玄 宗皇帝、失意の死)、 余化龍(匪 賊 により殺害)



b.墓 に由来す る霊魂:有 応 公(無 縁 仏 の集 合墓)、 霊安 尊王(墓 石 が倒 れて 〈神 〉 とし

て祀 られ る)

c.土 地 の守 護 あ る いは場所 に関 わ る もの:三 山国 王 、境主 公 、渓 ・港 ・潭王 爺 、

d.制 御 で きな い力 、あ るい は情が 通 じな い力:邱 王 爺、十三 王爺 、包 公 、火徳 星君 、中

壇 元 帥 、

e.地 域へ の貢献:鄭 成 功 、霊 安尊 王 、謝 水藍 、余化 龍

f.流 行 病 との 関わ り:廣 澤尊 王 、 〈五 年 王 爺〉

g.国 家 へ の貢献:清 王爺 、蕭 王 爺 、姚 王 爺、 徐 王爺 、伍 王爺 、何 王 爺、

そ こで、筆者は、以下 のよ うな仮説 を提示 したい。即ち、〈王爺〉という名称は、時間の

前後 関係-即 ち、例 えばある特定の霊魂(例 えば康豹の図式で言えば 「厲鬼」)の みを指

していた所へ、瘟 神、英霊王爺な どの別の要素が付け加わった といった前後関係-の 有無

はともか くも、ある共通 した特徴 を持つ様 々な雑多な霊魂 を包み込む概念 として認識され

ていった、 と考えるとい うものである。

その特徴が、上 に挙げた7つ の特徴である。そ の中で も、やは り最 も多 くの数の霊魂 に

共有されている、a.の 「厲鬼」 とな りうる最期 を遂げた人物、 という点が、〈王爺〉を性

格付 ける最 も重要 な要素であろう。そ しえ、 この点が 「瘟神」 としての 〈王爺〉 とその他

の 〈王爺〉との間の連続性 を生み出す最 も鍵 にな るポイ ントと考 えられる。その上で、〈王

爺〉 には、地域への貢献や土地の守護 と関わってきた こと、無比の力を保持 してお り、人

間の力 をもってしては制御不能であることな どといった要素が、付加 されて いると思われ

る。

では、次なる課題は、なぜ 「厲鬼」 とな りうる最期を遂げた人物が 〈神〉 となって、多く

に人々に地域 を守護する、 と認識 され るよ うに到 るか、である。次の章では、漢人の霊魂

が如何 に認識 されて いるのか、「厲鬼」 と 〈神〉 とは如何なる関係にあるのか、 を問 うこ

とにしよう。




